
付録１ 11 市町村を対象とした除染モデル事業の結果（詳細） 



川俣町坂下地区における除染モデル実証事業の進捗報告
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大成建設 間組 本国土開発 菱 ク 関場建設共 企業体大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体

概要
【対象地域 川俣町坂下地区の特徴】【対象地域；川俣町坂下地区の特徴】
• 谷合に位置する山間部の居住地域。

• 大型構造物はなく、農地、森林が大部分を占める中に宅地が点在する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量が比較的高い区域であり 除染対象の表面汚染密度が高いという条件下における種々の除染方法を検討 実施するとともに空間線量が比較的高い区域であり、除染対象の表面汚染密度が高いという条件下における種々の除染方法を検討・実施するとともに、

除染作業の効率化及び除去物の縮減化についての検討を行った。

１） 宅地では、建屋の現状（材質や劣化状態等）を考慮し、できるだけ水を用いない拭き取りやブラッシングといった除染方法を選定して

実施した。

２） 農地では 表土剥ぎ取りの他 反転耕や固化材を利用した表土剥ぎ取り等を試行し 作業効率と除染効果の両立性や適用条件など２） 農地では、表土剥ぎ取りの他、反転耕や固化材を利用した表土剥ぎ取り等を試行し、作業効率と除染効果の両立性や適用条件など

の確認を行った。

３） 森林では、対象地域の傾斜地形を考慮し、除染方法の選択及び適用範囲を検討して除染を実施した。

４） 除染に伴い発生する草木や保護具（タイベックスーツ）等の減容化を試験的に実施した。

実施場所と実施期間
【実施期間】

仮置場（国有林野）
2011年 2012年

仮置場（国有林野） 11月

モニタ
リング

12月 1月 2月 3月

事前

除染中

森林

農地

事後

1除染実施場所面積：約110,000 m2 仮置場面積：約7,500 m2

坂下地区
除染
作業

仮置場

宅地

雑草地

道路

造成

除去物搬入・定置

仕上げ

除染対象及び除染順序

【除染対象】 【除染順序】

森林森林

：森林

：雑草地

森林森林

農地農地

：農地

：宅地

：池・水路

：道路
農地農地

雑草地雑草地

対象地
境界線

宅地宅地

雑草雑草

道路道路
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除染方法（１）宅地

人力による雨樋清掃人力による雨樋清掃 人力によるブラシ清掃人力によるブラシ清掃

人力によるホットスポット除去人力によるホットスポット除去高圧洗浄による壁面清掃高圧洗浄による壁面清掃

3

除染方法（２）農地・雑草地

機械による表土剥ぎ取り機械による表土剥ぎ取り 人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り 固化材を利用した表土剥ぎ取り固化材を利用した表土剥ぎ取り

プラウ※による反転耕プラウ※による反転耕 人力による雑草地の表土剥ぎ取り人力による雑草地の表土剥ぎ取り

4
※耕耘用農機具
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除染方法（３）道路

掃 積掃 積側溝清掃・堆積物除去側溝清掃・堆積物除去 バックホウによる砕石撤去、敷き直しバックホウによる砕石撤去、敷き直し

バックホウによるｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去⇒フィニッシャ※によるｱｽﾌｧﾙﾄ舗装打替えバックホウによるｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去⇒フィニッシャ※によるｱｽﾌｧﾙﾄ舗装打替え

5
※ アスファルト合材を積み込む容器や、原動機、走行装置を有するトラクタ

部分とアスファルト敷き均し機から構成される特殊自動車

除染方法（４）森林

人力による落葉等除去人力による落葉等除去草刈り機による下草刈り草刈り機による下草刈り

バキュームによる落葉等除去バキュームによる落葉等除去 枝葉の剪定・除去枝葉の剪定・除去

6
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減容化の試行的実施

チ パ （粉砕機）による枝葉等の減容化チ パ （粉砕機）による枝葉等の減容化・ チッパー（粉砕機）による枝葉等の減容化・ チッパー（粉砕機）による枝葉等の減容化

減容化効果チッパーによる
草木の粉砕

減容化前体積 27.5 m3

減容化後体積 3.4 m3

草木

チッパー(粉砕機)

減容率 87.6 %
草木の粉砕

粉砕後の草木

・ 収納袋吸引による保護具（タイベックスーツ）等の減容化・ 収納袋吸引による保護具（タイベックスーツ）等の減容化

実施前 実施後 減容化効果実施前 実施後

減容化前体積 22袋※

減容化効果

減容化後体積 59袋※

減容率 61.4 %

7

※ ・フレキシブルコンテナ１体当たりのビニール袋数。
・１ビニール袋あたりタイベックスーツ２０着を収納。

洗浄水等の排水処理等洗浄水等の排水処理等

 家屋や道路の除染で発生する洗浄水等について
は、バキューム車等を用いて可能な限り回収して水
槽に集積し、放射能濃度が排水基準値以下であるこ
とを確認した後、排水した。

 排水基準値を超過した場合の対策として、車載型
の水処理設備を準備した。

〈回収水の分析結果〉
〈洗浄水集積水槽（集会所に設置）〉

8 m3水槽×1基

試料 試料 分析結果 (Bq/kg)

（排水基準値を下回っていたため、水処理は実施していない）

Cs-137 Cs-134 Cs合計

12月25日 洗浄水 41.4 19.2 60.6

採取日 名称

注）排水基準値 ：
放射性セシウム：200Bq/L（厚生労働省 飲料水基準値より）

〈車載型水処理設備〉
ゼオライト等による吸着処理

8
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除染結果例（対象ごと）1/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

ブラッシングによる清掃

空間線量率（1m） 3.00 μSv/h 2.36 μSv/h 21 • 「フラッシングよる清掃」及
び「ブラッシングによる清掃
＋水洗浄」では、表面汚染
密度の低減に一定の効果表面線量率（1cm） 2.84 μSv/h 2.13 μSv/h 25

壁面

密度の低減に 定の効果
が認められた。

• 結果について現在評価中。

表面線量率（ ） μ μ

表面汚染密度 3,560 cpm 1,030 cpm 71

ブラッシングによる清掃

空間線量率（1m） 3.02 μSv/h 2.32 μSv/h 23

宅地

ブラッシングによる清掃、
水洗浄

表面線量率（1cm） 2.90 μSv/h 1.88 μSv/h 35

表面汚染密度 3,600 cpm 960 cpm 73

空間線量率（1m） － － － • 表面線量率及び表面汚染
密度の低減に 定の効果

雨樋
落葉等堆積物除去、
拭き取り

密度の低減に一定の効果
が認められた。

表面線量率（1cm） 9.31 μSv/h 3.84 μSv/h 59

表面汚染密度 8600 cpm 2,830 cpm 67

庭

下草刈り、
落葉除去、
3～5 cmの表土剥ぎ取
り

空間線量率（1m） 2.43 μSv/h 1.82 μSv/h 25 • 狭隘な場所のため、人力
にて表土剥ぎ取りを実施。

• 結果について現在評価中。

表面線量率（1cm） 4.38 μSv/h 2.34 μSv/h 47

り
表面汚染密度 2,880 cpm 1710 cpm 41

9
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

除染結果例（対象ごと）2/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

下草刈り

空間線量率（1m） 3.84 μSv/h 1.89 μSv/h 51
• 広範囲の表土剥ぎ取りについては機械

を使用。
• 表層を薄く剥ぎ取る（2cm）ことを目的と

して固化材を使用したが 積雪や土壌下草刈り、
5 cmの表土剥ぎ
取り（機械）

して固化材を使用したが、積雪や土壌
の凍結等により、機械による剥ぎ取りと
同程度の剥ぎ取り厚さ（5cm）となった。

• 表面線量率及び表面汚染密度の低減
に一定の効果が認められた。

• 結果について現在評価中。

表面線量率（1cm） 4.51 μSv/h 1.74 μSv/h 61

表面汚染密度 3,840 cpm 1,890 cpm 51

田畑 下草刈り、
5 cmの表土剥ぎ
取り（人力）

空間線量率（1m） 3.89 μSv/h 2.40 μSv/h 38 • 畔のある畑やビニルハウス内の表土剥
ぎ取りについては、スペース等の関係
から機械の導入が困難であったため人
力で実施。

• 機械による表土剥ぎ取りと比較して、表
び

表面線量率（1cm） 4.66 μSv/h 3.00 μSv/h 36

農地

取り（人力） 面線量率及び表面汚染密度の低減効
果が小さかった。

• 結果について現在評価中。
表面汚染密度 2,550 cpm 1,610 cpm 37

草

空間線量率（1m） 3.66 μSv/h 1.42 μSv/h 61
• 表土剥ぎ取り（機械）に比べて容易に実

施可能で、かつ除去物の発生が少ない。
表 ぎ 機械 較 等下草刈り、

30 cmの反転耕
（プラウ）

• 表土剥ぎ取り（機械）と比較して、同等
の表面線量率及び表面汚染密度の低
減効果が認められた。

• 結果について現在評価中。

表面線量率（1cm） 4.80 μSv/h 1.74 μSv/h 64

表面汚染密度 2,300 cpm 780 cpm 66

雑草地
下草刈り、
5 cmの表土剥ぎ
取り（人力）

空間線量率（1m） 2.82 μSv/h 2.29 μSv/h 19
• 地盤が固く、表土剥ぎ取りがうまくでき

なかった。
• 結果について現在評価中。

表面線量率（1cm） 2.64 μSv/h 2.21 μSv/h 16
取り（人力）

表面汚染密度 1,300 cpm 1,250 cpm 4

10
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。
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除染結果例（対象ごと）3/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

側溝
人力による側溝
清掃・堆積物除

空間線量率（1m） 2.57 μSv/h 2.15 μSv/h 16 • 表面線量率及び表面汚染
密度の低減に一定の効果
が認められた。表面線量率（1cm） 3.00 μSv/h 0.50 μSv/h 83

去
表面汚染密度 1,400 cpm 400 cpm 71

砕石・未舗
側溝清掃・堆積
物

空間線量率（1m） 2.36 μSv/h 1.48 μSv/h 37 • 表面線量率及び表面汚染
密度の低減効果が比較的
小さかった

道路
砕石 未舗
装

物除去、
砕石敷き直し

小さかった。
表面線量率（1cm） 1.90 μSv/h 1.42 μSv/h 25

表面汚染密度 1,050 cpm 720 cpm 31

側溝清掃・堆積
空間線量率（1m） 2.13 μSv/h 1.53 μSv/h 28 • 表面汚染密度の低減に一

定の効果が認められた

アスファルト
舗装

側溝清掃・堆積
物除去、

アスファルト舗装
打ち替え

定の効果が認められた。

表面線量率（1cm） 2.65 μSv/h 1.85 μSv/h 30

表面汚染密度 3,950 cpm 1,660 cpm 58

落葉樹
下草刈り、
落葉除去、
リター層除去

空間線量率（1m） 4.29 μSv/h 2.55 μSv/h 41 • リター層※の除去は斜面崩
壊等を引き起こす可能性が
あることから、適用不可能
な場所があった。

• リター層まで除去すること
により 表面線量率及び表

表面線量率（1cm） 5.37 μSv/h 1.85 μSv/h 66

表面汚染密度 3 200 cpm 1 000 cpm 69

森林

により、表面線量率及び表
面汚染密度の低減に一定
の効果が認められた。

• 結果について現在評価中。

表面汚染密度 3,200 cpm 1,000 cpm 69

常緑樹
下草刈り、
リター層除去

空間線量率（1m） 5.56 μSv/h 3.85 μSv/h 31

表面線量率（1cm） 7.85 μSv/h 3.70 μSv/h 53
リ 層除去

表面汚染密度 6,400 cpm 2,200 cpm 66

11
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

※植物の枝や葉が地表面に堆積し、未分解の状態となっている層

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事前モニタリング】 【事後 タリ グ】【事前モニタリング】
（2011年11月27日～11月30日測定）

農地及びその周辺
（最大）4.70μSv/h

宅地及びその周辺
（最大）6.20μSv/h

農地及びその周辺
（最大）2.90μSv/h

【事後モニタリング】
（2012年2月24日～2月29日測定）

森林及びその周辺
（最大）4.58μSv/h 森林及びその周辺

（最大）2.88μSv/h

宅地及びその周辺
（最大）2.40μSv/h

道路及びその周辺

除染モデル実証事業の除染対象範囲

道路及びその周辺
（最大）3.78μSv/h

事前モニタリング 事後モニタリング

道路及びその周辺
（最大）3.23μSv/h

森林およびその周辺 2.63 ～ 4.58 μSv/h (平均 3.32 μSv/h ) 1.80～ 2.88 μSv/h (平均 2.42 μSv/h )

農地およびその周辺 1.80 ～ 4.70 μSv/h (平均 3.53 μSv/h ) 0.92～ 2.90 μSv/h (平均 1.63 μSv/h )

宅地およびその周辺 0.22 ～ 6.20  μSv/h (平均 3.01 μSv/h ) 1.00 ～ 2.40 μSv/h (平均 1.72 μSv/h )

12上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

道路およびその周辺 1.17 ～ 3.78  μSv/h (平均 2.40 μSv/h ) 0.78 ～ 2.62 μSv/h (平均 1.57 μSv/h )

エリア範囲外 1.45 ～ 3.98  μSv/h (平均 2.90 μSv/h ) 1.15 ～ 3.23 μSv/h (平均 2.28 μSv/h )
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除去土壌等の仮置き
トンバッグキ ブ ナ

遮へい用トンバッグ

集水枡（2 m3）

トンバッグ
除去物

遮水シート
（内外に不織布）

有孔管（φ50）
不織布巻

ガス抜き管（φ100）無孔管（φ50）

覆土t =300（種子吹付）
不織布ｔ=10
遮水シートｔ=1.5
不織布ｔ=10
敷板ｔ=15

フレキシブルコンテナ
除去物

遮へい用フレキシブルコンテナ

〈除去物搬入状況〉

山砂（t=200）
集水管φ50敷設

山砂（t=150）
遮水シ ト保護

素掘側溝
（500×300）

遮水シート
（上下に不織布）

●不燃物・可燃物分離
●遮へい：遮へい用フレキシブルコンテナ（外周部）、覆土（上部）
●遮水シート（内外に不織布）による遮水

集水管φ50敷設遮水シート保護 （上下に不織布）

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

●集水管・枡による除去物からの浸出水回収

除去土壌等の発生物量※１ 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※２ 保管後※1 

※１）2012年3月13日計測
※２）2012年2月7日計測（造成終了後）

2,847 1,492 1.27

キシ ル ンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

2,910 1,496 1.27 1.02

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量

13

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

83 5,830 10.8 注） 2012年3月9日までの集計

今後の予定（検討課題等）
◎仮置き場での除去物の定置
◎事後モニタリングの実施

 除染後の空間線量率、表面汚染密度の把握

◎除染効果の分析
 除染効果（除去率など）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

 他地点の除染結果との比較

◎除去物等 分析 仮置場 調査◎除去物等の分析、仮置場の調査
 各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

 除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
プ 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
 除染対象物 種類及び汚染 程度と 作業員 装備 汚染状況 除染作業現場 空気中放射性物質濃度 除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度

（ダスト濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

 スクリーニングの結果の集計と分析 14
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南相馬市金房小学校地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大成建設 間組 本国土開発 菱 ク 関場建設共 企業体

【対象地域；南相馬市金房小学校地区の特徴】

大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体

概要
【対象地域；南相馬市金房小学校地区の特徴】

・平地に位置する市街地の居住地域。

・小学校や工場等の大型建物、宅地、農地が隣接する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量は比較的低い区域であるが グラウンドや森林 道路沿いの 部に空間線量の高いところが確認された これをふまえて 洗空間線量は比較的低い区域であるが、グラウンドや森林、道路沿いの一部に空間線量の高いところが確認された。これをふまえて、洗

浄・清掃を中心とした除染を実施しつつ、線量低下の効果を得るため、空間線量の高い場所、生活空間に関する場所では様々な試行技

術を併用しながら除染方法の検証を行い、線量の低減に有効となる除染方法の確認を行った。

１） グラウンド、農地、宅地などについては表土の剥ぎ取りを試行した。また、一部の農地ではプラウを用いた反転耕を行い、作業効率と

除染効果の両立性を確認した。

２） 小学校、工場等の大型建物については、高圧水洗浄を行ったほか中性洗剤を併用した除染を試行した。

３） また、大型建物に設置された排水枡の蓋等のチェッカープレート（鋼版）に対して、レーザーアブレーション技術の試行を行った。

実施場所と実施期間実施場所と実施期間
【実施期間】【実施場所】除染対象範囲

南相馬市
11月 12月 1月 2月
事前

現場保管場

南相馬市

　
　

モニタリング

除染作業

森林

農地

宅地

事前

作業中

事後

1

除染実施場所面積：約 139,000m2

現場保管場面積 ：約 14,000m2 

現場保管場

南相馬市地区
　
　

現場保管場

除染作業
大型建物

道路

工事

搬入

除染対象及び除染順序

【除染対象】 【除染順序】

：森林

：農地

：宅地

：大型構造物

大型建物

：道路

：対象地域境界線

森林

宅地農地

道路
0m 100m

雨水枡・側溝

2
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除染方法（１） 宅地

屋根の高圧水洗浄屋根の高圧水洗浄 外壁 高 水洗浄外壁 高 水洗浄屋根の高圧水洗浄屋根の高圧水洗浄 外壁の高圧水洗浄外壁の高圧水洗浄

人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り雨樋清掃・洗浄雨樋清掃・洗浄

3

除染方法（２） 大型建物

〈大型建物〉〈大型建物〉

高圧水洗浄高圧水洗浄ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞｰによる表土剥ぎ取りﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞｰによる表土剥ぎ取り 中性洗剤を併用した試行洗浄中性洗剤を併用した試行洗浄

レーザーアブレーション※1によるチェッカープレート面※2の除染レーザーアブレーション※1によるチェッカープレート面※2の除染

使用機械の構成使用機械の構成

レーザークリーナー

発電機
除去物を吸引

ろ過器へ

レーザー光発生機

吸引ろ過器

レーザー照射

レーザー照射部分レーザー照射部分

4

※1 強力なレーザー光で固体表面を蒸発させ、削り取る方法
※2 連続したすべり止め用の突起が付いた鋼板（縞鋼板）
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除染方法（３） 農地・森林

バックホウによる表土剥ぎ取りバックホウによる表土剥ぎ取りプラウによる反転耕プラウによる反転耕ハンマーナイフモアによる草刈りハンマーナイフモアによる草刈り

〈農地〉

人力による落葉等の除去人力による落葉等の除去人力による草刈り人力による草刈り 人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り
〈森林〉

5

除染方法（３） 道路

路面清掃車による水洗浄路面清掃車による水洗浄 人力による高圧水洗浄人力による高圧水洗浄

未舗装道路の表土剥ぎ取り未舗装道路の表土剥ぎ取り

6
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・処 理 水 量 ：約89ｍ３

（洗浄水：約26.5m3、小学校プール貯留水：約62.5m3）

・処 理 方 法 ：イオンリアクション※1による吸着凝集処理

・処 理 結 果 ：

7

洗浄水およびプール貯留水の排水処理等

〈水処理フロー〉

プール水･洗浄水

原水槽

バグフィルター

処理後水槽 現場保管場

上澄み液移送

放流

吸着凝集剤
投入

凝集・反応槽

上澄み液槽

反応槽

放射能濃度測定 注）

（基準値以下を確認）

〈水処理設備設置状況〉

遠心分離機

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙコンテナ

汚泥排出・移送

〈凝集剤〉

※1：無機系吸着凝集剤
※2：89m3を10バッチに分けて処理。うち4バッチについて処理前の原水を抜
き取りで分析。原水のCs濃度が基準値を超える2試料の結果を掲載。

注）排水基準値：200 Bq/L
（厚生労働省が3月17日に示した「放射能汚染された食品の取り扱い
について」の飲料水に対する暫定規制値）

試料※２
分析結果（Bq/kg）

除去率
処理前 処理後

処理水①

Cs-134 170 検出限界値未満

93.4%
以上

Cs-137 199 検出限界値未満

Cs合計 369 検出限界値未満

処理水②

Cs-134 393 検出限界値未満

97.3%
以上

Cs-137 476 検出限界値未満

Cs合計 869 検出限界値未満

除染結果（対象ごと）1/6

8

注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

宅地

屋根 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.69 μSv/h 0.63 μSv/h 9 ・表面汚染密度の低減効果は小さ
かった。※

表面線量率（1cm） 0.67 μSv/h 0.65 μSv/h 3

表面汚染密度 600 cpm 490 cpm 18

壁 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.98 μSv/h 0.65 μSv/h 34 ・表面汚染密度の低減効果は小さ
かった。※

表面線量率（1cm） 0.60 μSv/h 0.46 μSv/h 23

表面汚染密度 460 cpm 320 cpm 30

雨樋
人力による清掃、
高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.78 μSv/h 0.69 μSv/h 12 ・表面汚染密度低減に一定の効果
が認められた。
・結果については、現在評価中。

表面線量率（1cm） 1.41 μSv/h 0.92 μSv/h 35

表面汚染密度 2,090 cpm 710 cpm 66

植栽 落葉等の除去

空間線量率（1m） 1.57 μSv/h 1.46 μSv/h 7 ・表面汚染密度の低減効果は小さ
かった。
・結果については、現在評価中。

表面線量率（1cm） 2.99 μSv/h 1.30 μSv/h 57

表面汚染密度 2,670 cpm 1,630 cpm 39

庭
草刈り、
表土剥ぎ取り（人
力，5cm）

空間線量率（1m） 0.95 μSv/h 0.84 μSv/h 12 ・雨垂れ部等の建物周りにおける
草刈りと表土剥ぎ取りを実施し、表
面汚染密度低減に効果が認めら
れた。

表面線量率（1cm） 1.50 μSv/h 0.60 μSv/h 60

表面汚染密度 1,650 cpm 590 cpm 64

※除染前に表面汚染密度が低かったこととの関係等
を含めて、結果について現在評価中。

jaea
タイプライターテキスト
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除染結果（対象ごと）2/6

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

宅地

コンクリート
土間

高圧水洗浄、
ブラッシング（金属ブラ
シ）

空間線量率（1m） 0.85 μSv/h 0.67 μSv/h 21 ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。
・結果について現在評価中。表面線量率（1cm） 1.70 μSv/h 0.99 μSv/h 42

表面汚染密度 2,910 cpm 1,160 cpm 60
宅地

インターロッキ
ング

高圧水洗浄、
ブラッシング（金属ブラ
シ）

空間線量率（1m） 0.97 μSv/h 0.72 μSv/h 26 ・表面汚染密度の低減効果は小さ
かった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 1.61 μSv/h 1.07 μSv/h 34

表面汚染密度 4,050 cpm 2,800 cpm 31

空間線量率（1 ） 1 56 μSv/h 0 50 μSv/h 68 タ グ ダ 表 剥

小高西部運動場
草刈り・落葉等の除去、
表土剥ぎ取り (モーター
グレーダー，3.5cm)

空間線量率（1m） 1.56 μSv/h 0.50 μSv/h 68 ・モーターグレーダーによる表層剥
ぎ取りを施工し、表面汚染密度及
び空間線量率低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 1.95 μSv/h 0.47 μSv/h 76

表面汚染密度 1,320 cpm 250 cpm 81

空間線量率（1m） 1.58 μSv/h 0.68 μSv/h 57 ・モーターグレーダーによる表層剥
ぎ取りを施工し 表面汚染密度及

大
型 校庭

表土剥ぎ取り (モーター
グレーダー，3.5cm)

ぎ取りを施工し、表面汚染密度及
び空間線量率低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 1.93 μSv/h 0.66 μSv/h 66

表面汚染密度 1,390 cpm 380 cpm 73

草刈り、
芝生表土剥ぎ （

空間線量率（1m） 1.69 μSv/h 0.41 μSv/h 76 ・専用の芝刈り機を用いて薄層の
表土剥ぎ取りを実施し、表面汚染

型
建
物小

学
校

校庭 芝生表土剥ぎ取り（ソッ
ドカッター#，3cm）

密度及び空間線量率低減に効果
が認められた。

表面線量率（1cm） 2.10 μSv/h 0.47 μSv/h 78

表面汚染密度 1,690 cpm 290 cpm 83

草刈り・落葉等の除去、
表土剥ぎ取り (バックホ

空間線量率（1m） 1.42 μSv/h 0.82 μSv/h 42 ・小型バックホウを用いて表土剥ぎ
とりを実施し、表面汚染密度低減
に効果が認められた表面線量率（1cm） 1.92 μSv/h 0.81 μSv/h 58表土剥ぎ取り ( ックホ

ウ，5cm)
に効果が認められた。
・結果については、現在評価中。

表面線量率（ ） 9 μS / 0 8 μS / 58

表面汚染密度 1,180 cpm 340 cpm 71

屋根
合成樹脂系中性洗剤を
用いた高圧洗浄（体育
館 丸屋根）

空間線量率（1m） − − − ・試行技術として施工し、表面汚染
密度の低減効果は小さかった。※

表面線量率（1cm） 0.87 μSv/h 0.82 μSv/h 6

9
注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

・バックグラウンド補正はしておりません。 ・

館：丸屋根）
表面汚染密度 490 cpm 400 cpm 18

#ソッドカッター：芝苗を地下茎ごと切り出すために使用する機械。 ※除染前に表面汚染密度が低かったこととの関係等
を含めて、結果について現在評価中。

除染結果（対象ごと）3/6
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

高圧水洗浄、
ブラッシング（硬質ナイ
ロンブラシ）

空間線量率（1m） 0.33 μSv/h 0.28 μSv/h 15 ・表面汚染密度の低減効果は小
さかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 0.37 μSv/h 0.27 μSv/h 27

表面汚染密度 600 cpm 520 cpm 13

校舎屋上

中性洗剤を用いた高圧
洗浄、
ブラッシング（硬質ナイ
ロンブラシ）

空間線量率（1m） 0.42 μSv/h 0.23 μSv/h 45 ・試行技術として施工し、表面汚
染密度低減に効果が認められた。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 0.37 μSv/h 0.21 μSv/h 43

表面汚染密度 730 cpm 340 cpm 53

合成樹脂系中性洗剤を 空間線量率（1 ） 0 34 μSv/h 0 27 μSv/h 21 試行技術として施工したが 表

大

合成樹脂系中性洗剤を
用いた高圧洗浄、
ブラッシング（硬質ナイ
ロンブラシ）

空間線量率（1m） 0.34 μSv/h 0.27 μSv/h 21 ・試行技術として施工したが、表
面汚染密度の低減効果は小さ
かった。※表面線量率（1cm） 0.43 μSv/h 0.21μ Sv/h 51

表面汚染密度 680 cpm 450 cpm 34

空間線量率（1m） 1.16 μSv/h 0.98 μSv/h 16 ・表面汚染密度の低減効果は小
大
型
建
物

小
学
校

プール内
防水モルタル

高圧水洗浄

空間線量率（1m） 1.16 μSv/h 0.98 μSv/h 16 表面汚染密度の低減効果は小
さかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 2.08 μSv/h 1.87 μSv/h 10

表面汚染密度 2,280 cpm 1,880 cpm 18

高圧水洗浄
空間線量率（1m） 1.04 μSv/h 1.00 μSv/h 4 ・表面汚染密度低減に効果が認

プールサイド

高圧水洗浄、
ブラッシング（硬質ナイ
ロンブラシ）

められた。
表面線量率（1cm） 1.92 μSv/h 1.29 μSv/h 33

表面汚染密度 4,100 cpm 1,520 cpm 63

高圧水洗浄、
空間線量率（1m） 1.03 μSv/h 0.90 μSv/h 12 ・表面汚染密度低減に効果が認

められた高圧水洗浄、
ブラッシング（金属ブラ
シ）

められた。
表面線量率（1cm） 1.70 μSv/h 1.16 μSv/h 32

表面汚染密度 3,500 cpm 1,130 cpm 68

チェッカープ
プ

空間線量率（1m） 1.02 μSv/h 0.90 μSv/h 11 ・試行技術として施工し、表面汚
染密度低減に効果が認められた。

注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。 10

レート（プー
ルサイド）

レーザーアブレーション
染密度低減に効果が認められた。

表面線量率（1cm） 1.73 μSv/h 1.21 μSv/h 30

表面汚染密度 3,000 cpm 750 cpm 75

※除染前に表面汚染密度が低かったこととの関係等
を含めて、結果について現在評価中。
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除染結果（対象ごと）4/6

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

小
学
校

駐車場・通路
（砕石）

下草刈り、
落葉等の除去、
表土剥ぎ取り（砕石）
（機械，5cm)

空間線量率（1m） 1.41 μSv/h 0.78 μSv/h 45 ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 1.96 μSv/h 0.73 μSv/h 63

表面汚染密度 1,330 cpm 420 cpm 68

幼
稚
園

園庭
草刈り・落葉等の除去、
表土剥ぎ取り (モーター
グレーダー，3.5cm)

空間線量率（1m） 1.33 μSv/h 0.90 μSv/h 32 ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 1.82 μSv/h 0.78 μSv/h 57

表面汚染密度 1,250 cpm 300 cpm 76

コケ除去、 空間線量率（1m） 2.42 μSv/h 1.45 μSv/h 40 ・試行技術として効果が確認された

大
型

園

雨だれ部分
玉石・砕石除去、
土壌の分級、
洗浄

空間線量率（ ） μ μ 試行技術として効果が確認された
3mm程度以下の砂利などの除去を
実施し、表面汚染密度低減に効果
が認められた。

表面線量率（1cm） 8.15 μSv/h 1.07 μSv/h 87

表面汚染密度 4,130 cpm 500 cpm 88

工場雨樋 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.90 μSv/h 0.84 μSv/h 6 ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1 ） 14 72 S /h 2 87 S /h 80型
建
物

工場雨樋 高圧水洗浄
られた。

表面線量率（1cm） 14.72 μSv/h 2.87 μSv/h 80

表面汚染密度 20,300 cpm 4,890 cpm 76

工場内アス
ファルト舗装

路面清掃、
路面洗浄（散水車）

空間線量率（1m） 1.59 μSv/h 1.16 μSv/h 27 ・表面汚染密度の低減効果は小さ
かった。
・結果については、現在評価中。

表面線量率（1cm） 1.36 μSv/h 1.86 μSv/h −

工
場

ファルト舗装 路面洗浄（散水車） 結果については、現在評価中。
表面汚染密度 4,430 cpm 3,840 cpm 13

工場内コンク
リート側溝

堆積物除去、
高圧水洗浄

空間線量率（1m） 2.19 μSv/h 1.15 μSv/h 47 ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 7.04 μSv/h 2.66 μSv/h 62

表面汚染密度 13 400 cpm 4 720 cpm 65表面汚染密度 13,400 cpm 4,720 cpm 65

屋根
高圧水洗浄
（工場：陸屋根）

空間線量率（1m） 0.91 μSv/h 0.93 μSv/h − ・表面汚染密度低減に効果が認め
られた。

表面線量率（1cm） 3.80 μSv/h 1.72 μSv/h 55

表面汚染密度 4,000 cpm 920 cpm 77

11

注）・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

除染結果（対象ごと）5/6

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

草刈り、
反転耕（プラウ，30cm）

空間線量率（1m） 0.96 μSv/h 0.65 μSv/h 32 ・表面汚染密度低減に効果が認
められた。※

表面線量率（1cm） 1.34 μSv/h 0.62 μSv/h 54

表面汚染密度 1 130 cpm 260 cpm 77表面汚染密度 1,130 cpm 260 cpm 77

草刈り、
表土剥ぎ取り（機械，5cm）

空間線量率（1m） 0.89 μSv/h 0.70 μSv/h 21 ・表面汚染密度低減に効果が認
められた。※

表面線量率（1cm） 1.15 μSv/h 0.76 μSv/h 34

表面汚染密度 760 cpm 390 cpm 49

農地

田畑
表面汚染密度 760 cpm 390 cpm 49

草刈り（ﾊﾝﾏｰﾅｲﾌﾓｱ）、
落葉等の除去、
表土剥ぎ取り（機械，5cm）

空間線量率（1m） 1.34 μSv/h 0.70 μSv/h 47 ・表面汚染密度の低減効果は小
さかった。※

表面線量率（1cm） 1.60 μSv/h 0.71 μSv/h 56

表面汚染密度 760 cpm 480 cpm 38表面汚染密度 p p

草刈り、
落葉等の除去、
表土剥ぎ取り（人力，5cm）

空間線量率（1m） 1.18 μSv/h 0.83 μSv/h 30 ・畝の高い畑において人力で表土
剥ぎ取りを実施し、表面汚染密度
低減に効果が認められた。※表面線量率（1cm） 1.48 μSv/h 0.67 μSv/h 55

表面汚染密度 710 cpm 360 cpm 49

果樹園
草刈り、
表土剥ぎ取り（機械、人力，
3～5cm）

空間線量率（1m） 0.91 μSv/h 1.04 μSv/h − ・頭上に高さ制限があり、作業性
を考慮して、小型バックホウと人
力で行った。表面汚染密度の低
減効果は小さかった。※

表面線量率（1cm） 1.15 μSv/h 1.62 μSv/h −

表面汚染密度 670 cpm 500 cpm 25

注）・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

※除染前に表面汚染密度が低かったこととの関係等
を含めて、結果について現在評価中。

12
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除染結果（対象ごと）6/6

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率（％） 評 価 等

落葉樹
草刈り、落葉等の除去、
枝葉等の除去、
表土剥ぎ取り（人力，5cm）

空間線量率（1m） 1.67 μSv/h 1.49 μSv/h 11 ・表面汚染密度低減に効果が
認められた。

表面線量率（1cm） 2.10 μSv/h 1.37 μSv/h 35

表面汚染密度 1,600 cpm 500 cpm 69

森林
落葉樹を多く含

む常緑樹

草刈り、
落葉等の除去、
枝葉等の除去

空間線量率（1m） 1.94 μSv/h 1.18 μSv/h 39 ・表面汚染密度の低減効果は
なかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 2.64 μSv/h 1.96 μSv/h 26

表面汚染密度 1,390 cpm 1,400 cpm −

表 染密度 低減効果は

常緑樹
草刈り、
落葉等の除去

空間線量率（1m） 1.62 μSv/h 1.30 μSv/h 20 ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 1.99 μSv/h 1.75 μSv/h 12

表面汚染密度 1,500 cpm 1,330 cpm 11

空間線量率（1m） 1 13 μSv/h 1 32 μSv/h − ・表面汚染密度の低減効果は

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

路面及び側溝清掃、
路面側溝洗浄（路面清掃
車）

空間線量率（1m） 1.13 μSv/h 1.32 μSv/h 表面汚染密度の低減効果は
小さかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 1.69 μSv/h 1.83 μSv/h −

表面汚染密度 3,070 cpm 2,740 cpm 11

路面及び側溝清掃
空間線量率（1m） 1.10 μSv/h 0.89 μSv/h 19 ・表面汚染密度の低減効果は

小さか た

道路

路面及び側溝清掃、
路面側溝洗浄 (高圧水洗
浄)

小さかった。
・結果については、現在評価中。表面線量率（1cm） 1.80 μSv/h 1.59 μSv/h 12

表面汚染密度 3,460 cpm 2,960 cpm 14

未舗装 砕 ぎ 械

空間線量率（1m） 1.39 μSv/h 0.90 μSv/h 35 ・表面汚染密度低減に効果が
認められた。※

未舗装 (砕石) 表土剥ぎ取り（機械，5cm） 表面線量率（1cm） 1.10 μSv/h 0.66 μSv/h 40

表面汚染密度 700 cpm 320 cpm 54

未舗装(裸地)
草刈り、
表土剥ぎ り（機械 ）

空間線量率（1m） 1.37 μSv/h 1.01 μSv/h 26 ・表面汚染密度低減に効果が
認められた。

表面線量率（1cm） 1 69 μSv/h 0 83 μSv/h 51

注）・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。 13

未舗装(裸地)
表土剥ぎ取り（機械，5cm）

表面線量率（1cm） 1.69 μSv/h 0.83 μSv/h 51

表面汚染密度 1,470 cpm 580 cpm 61

※除染前に表面汚染密度が低かったこととの関係等
を含めて、結果について現在評価中。

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）
【事前モニタリング】 【事後モニタリング】

森林及びその周辺
【事前モニタリング】
（2011年12月7日～12月21日測定）

【事後モニタリング】
（2012年2月1日～2月17日測定）

森林及びその周辺
(最大)2.35μSv/h

大型建物及びその周辺
(最大)2 79 S /h

道路及びその周辺
(最大)2.05μSv/h

(最大)1.62μSv/h

大型建物及びその周辺
(最大)1 62μSv/h(最大)2.79μSv/h (最大)1.62μSv/h

宅地及びその周辺
宅地及びその周辺
(最大)1 81 S /h

農地及びその周辺
(最大)2.65μSv/h

宅地及びその周辺
(最大)2.51μSv/h

農地及びその周辺
(最大)1.65μSv/h

(最大)1.81μSv/h

道路及びその周辺
(最大)1.45μSv/h

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

宅地及びその周辺 0.50 ～ 2.51 μSv/h (平均 1.30 μSv/h ) 0.39 ～ 1.81 μSv/h (平均 1.05 μSv/h )宅地及びその周辺 0.50  2.51 μSv/h  (平均  1.30 μSv/h ) 0.39 1.81 μSv/h  (平均  1.05 μSv/h )

大型建物及びその周辺 0.55 ～ 2.79 μSv/h  (平均  1.31 μSv/h ) 0.11 ～ 1.62 μSv/h  (平均  0.79 μSv/h )

農地及びその周辺 0.67 ～ 2.65  μSv/h  (平均  1.25 μSv/h ) 0.45 ～ 1.65 μSv/h  (平均  0.83 μSv/h )

森林及びその周辺 0.80 ～ 2.35  μSv/h  (平均  1.62 μSv/h ) 1.00 ～ 1.62  μSv/h  (平均  1.23 μSv/h )

14
・上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

道路及びその周辺 0.68 ～ 2.05 μSv/h  (平均  1.15 μSv/h ) 0.44 ～ 1.45 μSv/h  (平均  0.95μSv/h )

エリア範囲外 0.55 ～ 2.60 μSv/h  (平均  1.02 μSv/h ) 0.71 ～ 1.43 μSv/h  (平均  1.06μSv/h )
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除去物の現場保管

物 物 離●不燃物・可燃物分離
●地下保管し、上部に放射線遮へいのための覆土
●上部：遮水シート＋ガス抜き孔（可燃物）
●下部：遮水シート＋暗渠排水

集水管 る除去物から 出水 収〈除去物の保管状況〉

※１）2011年12月11日計測

●集水管による除去物からの浸出水回収〈除去物の保管状況〉

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※1 保管後※２

→剥ぎ取り前のグラウンドでの計測
※２）2012年2月17日計測

→10測定点の平均値

キシ ル ンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

4,116 2,835 1.74 0.35

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量
注） ※集計途中経過

15

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

78 6,605 6.1

注） ※集計途中経過
作業日数は2011年12月19日～2012年2月17日までの集計
作業員数と平均被ばく線量は2012年2月17日までの集計

今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

現場保管場所の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

現場保管場所の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

16

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリーニングの結果の集計と分析
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除染前後での室内モニタリング結果の比較

除染前 除染後

金 ● ● ● ●
● ●

●
ト
イ

倉 階
段 購買

更衣室

ボイラー室

用具室 ト
イ

階
段

倉
ト
イ

ト
イ

校舎内からの出入り不可

1F-5

1F-12
1F-27

1F-33

1F-341F-18

1F-301F-7

● ● ● ●
● ●

●
ト
イ

倉 階
購買

更衣室
ボイラー室

用具室 ト
イ

階
倉

ト
イ

ト
イ

校舎内からの出入り不可

1F-5

1F-12
1F-27

1F-33

1F-341F-18

1F-301F-7

金
房
小
学

● ●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

図工室

家庭科室 準
備
室

イ
レ 庫

段

非常口

１年生 保健室 準
備
室

玄関 職員室 校長室

資料室 購買

更衣室 印刷室

イ
レ

段庫
配膳室

相
談
室

放
送
室

パソコン室

非常口

講和室

イ
レ

イ
レ

シャッター（鍵がかかっている）

1F-6

1F-10

1F-11 1F-14

1F-19

1F-20

1F-21

1F-22

1F-31

1F-32

1F-35

1F-36

1F-38 1F-41

1F-45

1F-48

1F-5
1F-8

1F-9

1F-13

1F-16

1F-15

1F-17

1F-24

1F-25

1F-28

1F-29

1F-3

1F-39

1F-40 1F-42

1F-43

1F-44 1F-46

1F-47

1F-4

1F-3

1F-2

1F-1

● ●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

図工室

家庭科室 準
備
室

イ
レ 庫

段

非常口

１年生 保健室 準
備
室

玄関 職員室 校長室

資料室
購買

更衣室 印刷室

イ
レ

段庫
配膳室

相
談
室

放
送
室

パソコン室

非常口

講和室

イ
レ

イ
レ

シャッター（鍵がかかっている）

1F-6

1F-10

1F-11 1F-14

1F-19

1F-20

1F-21

1F-22

1F-31

1F-32

1F-35

1F-36

1F-38 1F-41

1F-45

1F-48

1F-5
1F-8

1F-9

1F-13

1F-16

1F-15

1F-17

1F-24

1F-25

1F-28

1F-29

1F-3

1F-39

1F-40 1F-42

1F-43

1F-44 1F-46

1F-47

1F-4

1F-3

1F-2

1F-1

0.60 0.60学
校
1
階

空間線量値（1m高さ）：平均0.29μSv/h

（最小0.10μSv/h～最大0.67μSv/h）

空間線量値（1m高さ）：平均0.18μSv/h

（最小0.09μSv/h～最大0.33μSv/h）

0.45

0.50

0.55

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

0.30

0.35

0.40

階

金

0.20

0.25

● ● ●
●

●

ト
イ
レ

倉

庫

階
段 更衣室 更衣室

ト
イ
レ

階
段

ト
イ
レ

ト
イ
レ

2F-9

2F-15

2F-24
2F-302F-12

2F-27

● ● ●
●

●

ト
イ
レ

倉

庫

階
段

更衣室 更衣室

ト
イ
レ

階
段

ト
イ
レ

ト
イ
レ

2F-9

2F-15

2F-24
2F-302F-12

2F-27

0.20

0.25

金
房
小
学

●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音楽室

理科室 ６年生 ５年生 ３年生 ２年生

更衣室
配膳室

生活科室

図書室

児
童
会
室

資
料
室

４年生準
備
室

準
備
室

2F-1

2F-2

2F-4 2F-11

2F-13

2F-14

2F-16

2F-17

2F-18

2F-19

2F-20

2F-21

2F-22

2F-23 2F-26

2F-33

2F-3

2F-35

2F-37
2F-40 2F-41

2F-3

2F-5 2F-7

2F-10

2F-39

2F-25

2F-28

2F-29

2F-31

2F-32

2F-34

2F-38 2F-42

2F-6 2F-8

●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音楽室

レ 庫

理科室 ６年生 ５年生 ３年生 ２年生

更衣室 更衣室 レ
配膳室

生活科室

図書室

児
童
会
室

資
料
室

４年生準
備
室

準
備
室

レ レ

2F-1

2F-2

2F-4 2F-11

2F-13

2F-14

2F-16

2F-17

2F-18

2F-19

2F-20

2F-21

2F-22

2F-23 2F-26

2F-33

2F-3

2F-35

2F-37
2F-40 2F-41

2F-3

2F-5 2F-7

2F-10

2F-39

2F-25

2F-28

2F-29

2F-31

2F-32

2F-34

2F-38 2F-42

2F-6 2F-8

学
校
2

空間線量値（1m高さ）：平均0.18μSv/h
（最小0.07μSv/h～最大0.51μSv/h）

空間線量値（1m高さ）：平均0.13μSv/h

（最小0.02μSv/h～最大0.24μSv/h）
0.45

0.50

0.55

0.35

0.40

0.60

0.45

0.50

0.55

0.35

0.40

0.60

17

階
0.20

0.25

0.30

0.20

0.25

0.30

注：屋内の除染は実施しておりません。
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飯舘村における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体

概要
【対象地域；飯舘村の特徴】【 象 ； 徴】
・ 山間部の平地に位置する居住地域。

・ 県道を中軸に宅地が存在し、その周囲に農地、森林、大型建物が点在する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
１） 宅地や事業所（大型構造物）等では 高圧洗浄等の除染を基本に より線量を低減させるために 洗浄剤を用いた洗浄や舗装の撤去・１） 宅地や事業所（大型構造物）等では、高圧洗浄等の除染を基本に、より線量を低減させるために、洗浄剤を用いた洗浄や舗装の撤去

再舗装といった除染方法も試行し、それぞれの除染効果を確認した。

２） 農地では、表土剥ぎ取りの他、固化材を利用した薄い表土剥ぎ取りについても除染効果を確認した。

３） 森林では、下草刈り及び落葉撤去を基本とし、実施範囲を定めて常緑樹の「枝打ち」を試行した。また、宅地等近隣の森林については、

リタ 層※除去を追加的に実施して除染効果を確認した （※植物の枝や葉が地表面に堆積し 未分解の状態とな ている層）

実施場所と実施期間

リター層※除去を追加的に実施して除染効果を確認した。（※植物の枝や葉が地表面に堆積し、未分解の状態となっている層）

４） 除染作業で回収した除去物の減容化する方法として、可燃物の焼却や土壌の脱水による方法を試行し、減容化の効果を確認した。

【実施期間】実施場所と実施期間 【実施期間】

草野地区他

現場保管場所

11月

モニタ

リ グ

2011年

12月 1月 2月

2012年

作業中

事前

現場保管場所
（クリアセンター）
 

リング

除染

作業

農地

森林

作業中

宅地

大型建物

事後

1除染実施場所面積：約173,000 m2 現場保管場所面積：約5,000 m2

現場保管
場所

大型建物

道路

工事

搬入

除染対象及び除染順序 草野地区

【除染対象】 【除染順序イメージ】

農地農地

森林森林：森林

：農地

：宅地

宅地宅地 大型建物大型建物

：大型建物

：道路

：対象地境界線

道路道路道路道路

2
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除染方法（１）宅地（草野地区）

人力による雨樋清掃人力による雨樋清掃 人力による屋根ブラシ清掃人力による屋根ブラシ清掃 高圧洗浄機による屋根清掃高圧洗浄機による屋根清掃

人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り高圧洗浄機による壁面清掃高圧洗浄機による壁面清掃

3

除染方法（２）大型建物（草野地区）

洗浄剤を用いた遊具の洗浄洗浄剤を用いた遊具の洗浄ブラシによるプールの清掃ブラシによるプールの清掃

バキュームブラストによる壁面切削バキュームブラストによる壁面切削切削機による表土剥ぎ取り（グラウンド）切削機による表土剥ぎ取り（グラウンド）

4
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除染方法（３）農地（草野地区）

バックホウによる表土剥ぎ取りバックホウによる表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り

固化材を利用した表土剥ぎ取り固化材を利用した表土剥ぎ取り

5
バックホウによる表土剥ぎ取り（固化後）バックホウによる表土剥ぎ取り（固化後）

固化剤散布固化剤散布

除染方法（４）道路（草野地区）

人力による側溝の堆積物除去人力による側溝の堆積物除去

ブラシ掛けによるアスファルトﾄ舗装清掃ブラシ掛けによるアスファルトﾄ舗装清掃高圧洗浄機によるアスファルト舗装清掃高圧洗浄機によるアスファルト舗装清掃

6
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除染方法（５）森林（草野地区）

人力による落葉等除去人力による落葉等除去人力による下草刈り人力による下草刈り

大型バキュームによる落葉等除去大型バキュームによる落葉等除去

7

除染対象及び除染順序 大型建物

【除染対象】

大型建物大型建物

【除染順序】

大型建物大型建物

建物建物

：大型建物

：対象地
境界線

舗装舗装：大型建物

：対象地
境界線

いいたてホーム・いちばん館

：大型建物

側溝側溝

雑草地他雑草地他

境界線

：対象地
境界線

雑草地他雑草地他

：大型建物

象

菊池製作所ハヤシ製作所

：対象地
境界線

8
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除染方法（６）大型構造物（いいたてホーム・いちばん館）

インターロッキング内の表土剥ぎ取りインターロッキング内の表土剥ぎ取りインターロッキング舗装の清掃インターロッキング舗装の清掃

側溝内砕石・透水管の撤去・敷き直し側溝内砕石・透水管の撤去・敷き直しホットスポット（雨だれ部）砕石の撤去・敷き直しホットスポット（雨だれ部）砕石の撤去・敷き直し

9

除染方法（７）大型構造物（菊池製作所）

切削機によるアスファルト舗装撤去切削機によるアスファルト舗装撤去 ブレーカーによる舗装撤去ブレーカーによる舗装撤去

グラップル※による樹木の伐採グラップル※による樹木の伐採

10

※グラップル：建設機械の装備の一種。
物を掴む機能を有する。
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除染方法（８）大型構造物（ハヤシ製作所）

人力 る 根洗浄（洗浄剤使 ）人力 る 根洗浄（洗浄剤使 ） 人力による壁面拭き取り人力による壁面拭き取り人力による屋根洗浄（洗浄剤使用）人力による屋根洗浄（洗浄剤使用）

人力によるアスファルト再舗装人力によるアスファルト再舗装人力による砕石の除去人力による砕石の除去

11

焼却による可燃物の減容化

焼却試験対象物： 枝葉 刈草 落葉焼却試験対象物： 枝葉・刈草・落葉
焼却炉： 固定床式、焼却能力；毎時２９ｋｇ、焼却温度８００℃以上
排気ガス処理： バグフィルター及び消石灰・活性炭投入、HEPAフィルター
試験結果： 重量減容率：８５～９８％、体積減容率：９６％以上

 

試験番号

（品目）

焼却前試料

重量(kg) 体積(L)

焼却後灰

重量(kg) 体積(L)

減容率

重量(%) 体積(%)

１（枝葉） 100 0 1 480 2 10 8 3 97 90 99 44
焼却試験装置外観

１（枝葉） 100.0 1,480 2.10 8.3 97.90     99.44

２（刈草） 73.6           560 3.05          10.7 95.85     98.08

３（枝葉） 100.0           320 2.20            7.9 97.80    97.54

減温塔
焼却炉

投入装置

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰHEPAﾌｨﾙﾀｰ

排気塔

４（落葉） 100.0        1,040 9.70          27.9 90.30     97.32

５（刈草） 100.0           760 14.00          28.3 86.00     96.28

６（落葉） 100 0 1 160 10 54 35 3 89 46 96 96６（落葉） 100.0        1,160 10.54          35.3 89.46     96.96

焼却試験装置概要図

焼却前試料の放射能濃度：約２４，０００～９１，０００Bq/kg
焼却後の灰の放射能濃度：約５００，０００～２，０００，０００Bq/kg

排気ガス中の放射能濃度：

制御盤消石灰投入装置

焼却試験装置フロー図

排気ガス中の放射能濃度：
バグフィルター通過後：最大で１．３１Bq/m３※

HEPAフィルター通過後：全６回の試験とも非検出

12

※）原子炉周辺監視区域外の空気中濃度限度：５０Bq/m３
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・処理水量：約300 m3（プール水）

プール水・洗浄水の排水処理等
■凝集剤によるプール水の水処理結果

：約70 m3 （洗浄水）
・処理方法：ゼオライト等による吸着処理

凝集剤＊による浮遊物の凝集沈殿処理
＊：PAC、高分子凝集剤

など

処理前 処理後

Cs-137 127.0*1 81.1*2

処理
方法

分析結果 (Bq/L) 除去率
(%)

試料
名称

凝集剤

注）試行でプール水を処理した結果、凝集剤処理を実施

など
プールプール水水

中間処理
（凝集剤による浮遊物等の除去）

Cs-134 96.5*1 72.1*2

Cs合計 223.5 153.2

プール水 31.5
凝集剤
処理

■ｾﾞｵﾗｲﾄ等による水処理結果

処理前
中間

処理後
処理後

Cs-137 58.3*3 5.6*3 4.8*3

3 3 3

試料
名称

処理
方法

分析結果 (Bq/L)
除去率

(%)

ｾﾞｵﾗｲﾄ

＜ﾊﾞｷｭｰﾑｶｰによる洗浄水の回収＞

上澄水上澄水 沈降物沈降物

200 Bq/L以下を
確認後放流

除去土壌等と混
合して除去処理

■ｾ ｵﾗｲﾄ等による水処理結果

Cs-134 50.0*3 6.6*3 4.6*3

Cs合計 108.3 12.2 9.4

Cs-137 58.3*3 5.6*3 5.5*3

Cs-134 50.0*3 6.6*3 5.3*3

洗浄水

ｾ ｵﾗｲﾄ
処理

91.3

ﾌﾟﾙｼｱﾝﾌﾞ
ﾙｰ処理

90.0プール水・洗浄水プール水・洗浄水

凝集剤によるプール水の
水処理ﾌﾛｰ

Cs合計 108.3 12.2 10.8

Cs-137 105.6*4 68.3*4 10.0*4

Cs-134 89.3*4 56.7*4 8.9*4

Cs合計 194.9 125.0 18.9

ｾﾞｵﾗｲﾄ
処理

90.3

プール水

＜凝集剤によるプール水の水処理＞
中間中間処理水処理水

中間処理
（凝集剤による浮遊物等の除去）

（試行） Cs-137 105.6*4 68.3*4 9.3*4

Cs-134 89.3*4 56.7*4 10.1*4

Cs合計 194.9 125.0 19.4

90.0

プール水

ﾌﾟﾙｼｱﾝﾌﾞ
ﾙｰ処理

処理水処理水 処理水処理水

ｾﾞｵﾗｲﾄ
処理

*1）6バッチの平均値（表層×4＋水深80 cm×1＋水深1.0 m×1）
2）12バ チの平均値（表層 4＋水深40 4＋水深 0 4）

ﾌﾟﾙｼｱﾝﾌﾞﾙｰ
処理

＜ｾﾞｵﾗｲﾄ等による水処理（車載型水処理設備）＞ 13

注）排水基準値：200 Bq/L（厚生労働省が3月17日に示した「放射能汚
染された食品の取り扱いについて」の飲料水に対する暫定規制値）

プルシアンブルー：フェロシアン化第Ⅱ鉄

200 Bq/L以下を確認後放流 *2）12バッチの平均値（表層×4＋水深40 cm×4＋水深70 cm×4）
*3）6バッチの平均値 *4）4バッチの平均値

ｾﾞｵﾗｲﾄ等による水処理ﾌﾛｰ

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） 草野地区（１）
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

庭

下草刈（・落葉除
去）、

表土剥ぎ取り（人力，

空間線量率（1m） 4.34 μSv/h 2.37 μSv/h 45 ・表面汚染密度の低減に一定
の効果が認められた。

表面線量率（1cm） 6.56 μSv/h 4.35μSv/h 34

3 cm） 表面汚染密度 3,500   cpm 1,900  cpm 46

雨樋
人力による清掃

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減に一定
の効果が認められた。

表面線量率（1cm） ― μSv/h ― μSv/h ―

宅地

雨樋 表面線量率（1cm）    μSv/h    μSv/h

表面汚染密度 12,400  cpm 7,160  cpm 42

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。

屋根（瓦） 高圧水洗浄 表面線量率（1cm) ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 13,500  cpm 9,540 cpm 29

空間線量率（1m） ― μSv/h ― μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は

壁 高圧水洗浄

空間線量率（1m）    μSv/h    μSv/h
小さかった。

表面線量率（1cm) ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 743  cpm 492  cpm 33

大
型

建
物

公
民
館

コンクリート
土間

バキュームブラスト
※

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減に一定
の効果が認められた。

表面線量率（1cm） 2.62 μSv/h 1.94μSv/h 26

表面汚染密度 2200 cpm 900 cpm 59表面汚染密度 2200 cpm 900  cpm 59

14

・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。
・※バキュームブラストは、研磨剤（スチール）を吹き付け、コンクリ－トを研磨し、粉塵をバキュ－ムで吸い込みながら作業ができるもので、水を使わない工法です。

低騒音・低震動や狭い場所での施工などメリットと独自性をそなえています。
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対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） 草野地区（２）
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

洗浄剤※を用
いた洗浄

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は
ほとんど認められなかった。

※塗装面のヤニ汚れ等除去のためのアルカ
リ性洗浄剤。主成分は次亜塩素酸ナトリウム。

表面線量率（1cm） ―  μSv/h ―  μSv/h ―

遊具
（表面ペンキ処理、
サビなし）

表面汚染密度 2,130  cpm 1,750  cpm 18

拭き取り

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。

空間線量率（1 ） S /h S /h

大

拭き取り 空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 2,650  cpm 1,650 cpm 38

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ―  ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった

型

建
物

小
学
校

遊具
（表面ペンキ処理、
サビあり）

洗浄剤※を用
いた洗浄

小さかった。

※塗装面のヤニ汚れ等除去のためのアルカ
リ性洗浄剤。主成分は次亜塩素酸ナトリウム。

表面線量率（1cm） ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 4,250  cpm 3,000 cpm 30

サビあり）

拭き取り

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は
ほとんど認められなかった。

表面線量率（1cm） ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 5 000 cpm 4 300 cpm 14表面汚染密度 5,000  cpm 4,300 cpm 14

グラウンド
切削機による
表土剥ぎ取り
（5 cm）

空間線量率（1m） 5.29 μSv/h 1.16  μSv/h 78 ・切削機による表土剥ぎとり実
施し、表面汚染密度、表面線量
率及び空間線量率の低減に効
果が確認された。表面線量率（1cm） 6.53 μSv/h 1.48  μSv/h 77

（5 cm）
表面汚染密度 3,800  cpm 600 cpm 84

15
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） 草野地区（３）
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

下草刈り、
表土剥ぎ取り

空間線量率（1m） 4.21 μSv/h 1.86 μSv/h 56
・表面汚染密度の低減に効果が
認められた。

表面線量率（1cm） 5.48 μSv/h 2.00 μSv/h 64

農地 田畑

（人力，5cm）

表面汚染密度 2,600   cpm 900   cpm 65

下草刈り、
空間線量率（1m） 3.76 μSv/h 1.23 μSv/h 67

・固化剤散布による表土剥ぎ取
りの試行を実施した。地盤が凍下草刈り、

固化剤散布、表
土剥ぎ取り

（人力、バックホ
ウ，2～5 cm）

りの試行を実施した。地盤が凍
結した状態だった為、均一な厚さ
での剥ぎ取りができなかった。表面線量率（1cm） 4.49 μSv/h 1.23 μSv/h 73

表面汚染密度 2,600   cpm 600   cpm 77

道路
アスファルト
道路

道路の高圧水
洗浄・ブラッシン
グ、

空間線量率（1m） 2.38 μSv/h 1.56 μSv/h 34
・表面汚染密度の低減に一定の
効果が認められた。

表面線量率（1cm） 3.41 μSv/h 2.59 μSv/h 24
道路

側溝の堆積物
除去・高圧洗浄 表面汚染密度 8,600  cpm 4,200  cpm 51

下草刈り・落葉
空間線量率（1m） 3.91 μSv/h 3.04 μSv/h 22

・表面汚染密度の低減に一定の
効果が認められた

森林
常緑樹＋落
葉樹

下草刈り・落葉
除去、

リター層※除去
（人力，2～3 
cm）

効果が認められた。

表面線量率（1cm） 4.96 μSv/h 3.38 μSv/h 32

表面汚染密度 3,300   cpm 1,600   cpm 52

16
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

・※植物の枝や葉が地表面に堆積し、未分解の状態となっている層
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対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） いいたてホーム・いちばん館
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

建物軒下
表土剥ぎ、

玉石砂利除去・
敷き直し

空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減に一定
の効果が認められた。

表面線量率（1cm） 5.92 μSv/h 3.02 μSv/h 49

表面汚染密度 14,200   cpm 7,500   cpm 47

アスファル
ト舗装

高圧水洗浄

空間線量率（1m） 2.24 μSv/h 1.59 μSv/h 29 ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。

表面線量率（1cm） 3.07 μSv/h 2.43 μSv/h 21

表面汚染密度 5,900   cpm 3,600   cpm 39

空間線量率（1 ） 2 82 S /h 1 98 S /h 30 表面汚染密度の低減効果は

コンクリー
ト舗装

高圧水洗浄

空間線量率（1m） 2.82 μSv/h 1.98 μSv/h 30 ・表面汚染密度の低減効果は
ほとんど認められなかった。

表面線量率（1cm） 3.92 μSv/h 2.98 μSv/h 24

表面汚染密度 5,500   cpm 4,600   cpm 16

洗浄剤*（アルカ
空間線量率（1m） ―   μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度の低減に効果

大型
建物

ゴムチップ
舗装

洗浄剤*（アルカ
リ性）による洗浄、
高圧水洗浄

空間線量率（ ） μ μ 表 汚染密度 低減 効果
が認められた。

※塗装面のヤニ汚れ等除去のためのアルカ
リ性洗浄剤。主成分は次亜塩素酸ナトリウム。

表面線量率（1cm） 5.03 μSv/h 3.45 μSv/h 31

表面汚染密度 9,200   cpm 2,150    cpm 76

高圧水洗浄
空間線量率（1m） 2.67 μSv/h 2.24 μSv/h 16 ・表面汚染密度の低減に効果

インター
ロッキング

高圧水洗浄、

土砂の除去・埋
戻し

が認められた。
表面線量率（1cm） 4.33 μSv/h 2.08 μSv/h 51

表面汚染密度 5,640   cpm 1,170    cpm 79

排水溝 集
砕石及び透水管

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度及び表面線量
率の低減に大きな効果が認め排水溝・集

水桝

砕石及び透水管
の除去・敷き直し、
洗浄

率の低減に大きな効果が認め
られた。表面線量率（1cm） 24.95 μSv/h 2.41 μSv/h 90

表面汚染密度 16,400   cpm 1,700   cpm 90

雑草地
下草刈り・落葉

空間線量率（1m） 3.30 μSv/h 2.09 μSv/h 37 ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。

雑草地
下草刈り 落葉
除去

小さか た。
表面線量率（1cm） 4.68 μSv/h 3.63 μSv/h 22

表面汚染密度 4,100   cpm 2,600   cpm 37

17
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） 菊池製作所
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

アスファルト舗
装撤去
（切削1 cm）

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―   μSv/h ― ・表面汚染密度及び表面線量
率の低減に大きな効果が認め
られた。
・切削厚は1㎝で十分除染効果が
上がることが明らかとなった

表面線量率（1cm） 3.72 μSv/h 1.34 μSv/h 64

表面汚染密度 8,700   cpm 700   cpm 92

アスファルト
舗装

上がることが明らかとなった。

アスファルト舗
装撤去
（切削2 cm）

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―   μSv/h ―

表面線量率（1cm） 4.91 μSv/h 1.14 μSv/h 77

表面汚染密度 12,500   cpm 700   cpm 94

空 線量率
アスファルト舗
装撤去
（切削3 cm）

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―   μSv/h ―

表面線量率（1cm） 4.93 μSv/h 1.02 μSv/h 79

表面汚染密度 10,100   cpm 900   cpm 91

コンクリート舗 空間線量率（1m） 2.54 μSv/h 0.86 μSv/h 66 ・表面汚染密度及び表面線量

大型
建物

コンクリート
舗装

コンクリ ト舗
装撤去、

アスファルト敷
き直し

空間線量率（1m） 2.54 μSv/h 0.86 μSv/h 66 表面汚染密度及び表面線量
率の低減に大きな効果が認め
られた。表面線量率（1cm） 4.45 μSv/h 0.85 μSv/h 81

表面汚染密度 10,300   cpm 700   cpm 93

空間線量率（1m） 2.31 μSv/h 1.26 μSv/h 45 ・表面汚染密度及び表面線量

砕石舗装
表土剥ぎ取り、
覆土

率の低減に一定の効果が認め
られた。表面線量率（1cm） 3.77 μSv/h 1.86 μSv/h 51

表面汚染密度 3,900   cpm 1,500   cpm 62

下草刈り・落葉
撤去

空間線量率（1m） 3.76 μSv/h 1.51 μSv/h 59 ・表面線量率の低減に一定の
効果が認められた

草地・緑地
撤去、

表土剥ぎ取り、
樹木の伐採

効果が認められた。

表面線量率（1cm） 5.47 μSv/h 2.01 μSv/h 49

表面汚染密度 ― cpm ― cpm ― 

排水溝・集
落葉除去、

空間線量率（1m） 3.76 μSv/h 1.58 μSv/h 58 ・表面汚染密度及び表面線量
率の低減に一定の効果が認め排水溝・集

水桝
堆積物除去、
高圧水洗浄

率の低減に 定の効果が認め
られた。表面線量率（1cm） 6.51 μSv/h 1.72 μSv/h 74

表面汚染密度 6,800  cpm 2,700  cpm 60

18
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。
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対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果例（対象ごと） ハヤシ製作所

高圧洗浄、

洗浄剤※（アルカ
リ性・酸性）使用

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―   μSv/h ― ・２種類の洗浄剤を併用した場
合、表面汚染密度の低減に一
定の効果が認められた。
※アルカリ性洗浄剤：主成分は次亜塩素酸
ナトリウム。酸性洗浄剤：主成分はフッ化水
素酸ナトリウム。

表面線量率（1cm） 1.31 μSv/h 1.11 μSv/h 15

表面汚染密度 5,200   cpm 2,600   cpm 50

建物（屋根）

高圧洗浄、

洗浄剤※（アルカ
リ性）使用

空間線量率（1m） ―  μSv/h ―  μSv/h ― ・アルカリ性の洗浄剤を使用し
た場合、表面汚染密度の低減
効果はほとんど認められなかっ
た。
※アルカリ性洗浄剤：主成分は次亜塩素酸
ナトリウム。

表面線量率（1cm） 1.18 μSv/h 1.12 μSv/h 5

表面汚染密度 3,600   cpm 3,000   cpm 17
ナトリウム。

アスファルト

ブラッシング、
高圧洗浄

空間線量率（1m） 2.10 μSv/h 1.62 μSv/h 23 ・表面汚染密度の低減効果は
小さかった。

表面線量率（1cm） 3.83 μSv/h 1.97 μSv/h 49

表面汚染密度 5,600   cpm 3,600   cpm 36

大型
建物

アスファルト
舗装

部分的な再舗装
（1～3cm）

空間線量率（1m） 1.49 μSv/h 1.59 μSv/h ― ・表面汚染密度の低減に一定の効
果が認められた。

表面線量率（1cm） 15.60 μSv/h 11.70 μSv/h 25

表面汚染密度 49,500   cpm 8,350   cpm 83

砕石舗装
下草刈り・落葉
除去、砕石撤
去・敷き直し

空間線量率（1m） 4.00 μSv/h 3.30 μSv/h 18 ・除染効果認められなかった。

表面線量率（1cm） ―   μSv/h ―   μSv/h ―

表面汚染密度 ―  cpm ―     cpm ―

空間線量率（1m） 3.87 μSv/h 3.97 μSv/h ― ・表面汚染密度の低減効果は

排水溝・集
水桝

下草刈り、落葉
撤去、土砂払い

空間線量率（ ） 3 8 μS / 3 9 μS / 表面汚染密度の低減効果は
ほとんど認められなかった。

表面線量率（1cm） 3.06 μSv/h 3.07 μSv/h 0

表面汚染密度 1,900   cpm 1,600   cpm 16

下草刈り・落葉
空間線量率（1m） 3.33 μSv/h 2.17 μSv/h 35 ・表面汚染密度の低減に一定

の効果が認められた
雑草地 撤去、

表土剥ぎ取り

の効果が認められた。
表面線量率（1cm） 6.42 μSv/h 3.10 μSv/h 52

表面汚染密度 4,600   cpm 2,200   cpm 52

19
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどでの遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。

1m高さの空間線量率（面的除染の効果） 草野地区

【事前モニタリング】 【事後 タリ グ】【事前モニタリング】
（2011年12月7日～12月10日測定）

【事後モニタリング】
（ 2012年1月27日～2月10日測定）

森林及びその周辺
（最大）5.09μSv/h 宅地及びその周辺

大型建物及びその周辺
（最大）6.62μSv/h

大型建物及びその周辺
（最大）4 54μSv/h（最大）5.09μSv/h

森林及びその周辺
（最大）農地及びその周辺 農地及びその周辺

宅地及びその周辺
（最大）5 47μS /h

（最大）3.40μSv/h
（最大）6.62μSv/h （最大）4.54μSv/h

（最大）3.15μSv/h農地及びその周辺
（最大）5.24μSv/h

農地及びその周辺
（最大）3.67μSv/h

（最大）5.47μSv/h

道路及びその周辺
（最大）3.54μSv/h

道路及びその周辺
（最大）2.34μSv/h

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング 積雪の影響を補正した推定値※

宅地及びその周辺 0.99 ～ 5.47  μSv/h (平均 3.59 μSv/h ) 0.27 ～ 3.40  μSv/h (平均 1.56 μSv/h ) 0.39 ～ 4.9μSv/h  (平均 2.2 μSv/h )

大型建物及びその周辺 1.30 ～ 6.62  μSv/h (平均 4.57 μSv/h ) 0.28 ～ 4.54  μSv/h (平均 1.70 μSv/h ) （事後モニタリング時積雪なし）

農地及びその周辺 2.71 ～ 5.24  μSv/h (平均 4.05 μSv/h ) 1.45 ～ 3.67  μSv/h (平均 2.43 μSv/h ) 2.1 ～ 5.2 μSv/h (平均 3.5 μSv/h )

森林およびその周辺 3.00 ～ 5.09  μSv/h (平均 3.80 μSv/h ) 2.10 ～ 3.15  μSv/h (平均 2.60 μSv/h ) 3.0 ～ 4.5 μSv/h (平均 3.7 μSv/h )

・上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。
・事後モニタリングの値については、積雪（最大約25cm）の影響（雪による遮へい効果）を含んだ値です。 20

道路及びその周辺 1.41 ～ 3.54  μSv/h (平均 2.27 μSv/h ) 0.73 ～ 2.34  μSv/h (平均 1.44 μSv/h ) （事後モニタリング時積雪なし）

エリア範囲外 1.89 ～ 4.58  μSv/h (平均 3.61 μSv/h ) 1.44 ～ 2.93  μSv/h (平均 2.35 μSv/h ) 2.1 ～ 4.2 μSv/h (平均 3.4μSv/h )

※25cm程度の積雪で、空間線量率（1m）が約3割程度低減すると仮定
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果） いいたてホーム・いちばん館

【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】
（2011年12月10日～12月12日測定）

【事後モニタリング】
（ 2012年1月23日～2月13日測定）

大型構造物及びその周辺
（最大）4.25μSv/h

大型構造物及びその周辺
（最大）3.27μSv/hμ

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

大型建物およびその周辺 1 05 4 25 μSv/h (平均 2 85 μSv/h ) 0 62 3 27 μSv/h (平均 1 89 μSv/h )

21

大型建物およびその周辺 1.05 ～ 4.25  μSv/h (平均 2.85 μSv/h ) 0.62 ～ 3.27  μSv/h (平均 1.89 μSv/h )

エリア範囲外 1.93 ～ 4.08  μSv/h (平均 3.15μSv/h ) 1.78 ～ 2.98  μSv/h (平均 2.38 μSv/h )

上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

1m高さの空間線量率（面的除染の効果） 菊池製作所

【事前モニタリング】 【事後 タリ グ】【事前モニタリング】
（2011年12月2日～12月5日測定）

【事後モニタリング】
（ 2012年2月3日～2月4日測定）

大型構造物及びその周辺 大型構造物及びその周辺
（最大）12.40μSv/h （最大）5.15μSv/h

除染モデル実証事業の除染対象範囲
除染モデル実証事業の除染対象範囲

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

大型建物およびその周辺 1.15 ～ 12.40  μSv/h (平均 2.92 μSv/h ) 0.35 ～ 5.15  μSv/h (平均 1.08 μSv/h )

エリア範囲外 1.90～ 4.30 μSv/h (平均 3.01 μSv/h ) 1.52 ～ 2.66  μSv/h (平均 1.89μSv/h )

22

上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。
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【事前モニタリング】 【事後モニタリング】

1m高さの空間線量率（面的除染の効果） ハヤシ製作所

【事前モニタリング】
（2011年12月11日測定）

【事後モニタリング】
（ 2012年1月9日～1月25日測定）

大型構造物及びその周辺
（最大）7.65μSv/h

大型構造物及びその周辺
（最大）6.20μSv/h

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

除染 デ 実証事業 除染対象範囲

23

大型建物およびその周辺 0.89～ 7.65  μSv/h (平均 3.21 μSv/h ) 0.96～ 6.20  μSv/h (平均 2.37 μSv/h )

エリア範囲外 1.72～ 2.89  μSv/h (平均 2.17 μSv/h ) 1.02～ 2.11  μSv/h (平均 1.70 μSv/h )

上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

〈除去物搬入状況〉

除去土壌等の一時保管
〈除去物搬入状況〉

遮へい用フレキシブルコンテナ

除去物フレキシブルコンテナ

●不燃物・可燃物分離
●外周部：耐候性大型土のうによる遮へい、上部：覆土による遮へい
●低密度ポリ チレンシ ト（内外に不織布）による遮水

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

●低密度ポリエチレンシート（内外に不織布）による遮水
●集水排水管・集水タンクによる除去物からの浸出水回収

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前※１

(μSv/h)
保管後※２

(μSv/h)

4,875 2,988 4.03 1.33

※１）2011年12月15日
5測定点で計測（平均値）

※２）2012年2月27日
5測定点で計測予定

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

注 集計途中経

24

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

人 日当たりの
平均被ばく線量
（μSv/人日）

77 14,377 14.0

注） ※集計途中経過
作業日数は2012年2月21日までの集計
作業員数と平均被ばく線量は2012年2月21日までの集計
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除染前後での室内モニタリング結果の比較

除染前 除染後

草
空間線量率（1m高さ）；

平均1 86μSv/h

空間線量率（1m高さ）；
平均1.01μSv/h草

野
小
学

平均1.86μSv/h
（最小0.12μSv/h～

最大9.91μSv/h）
※中庭（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装）

の結果を含む

平均 μ
（最小0.11μSv/h～

最大5.72μSv/h）
※中庭（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装）

の結果を含む

学
校
一
階階

草草
野
小
学
校
体
育

空間線量率（1m高さ）；平均1 67μSv/h 空間線量率（1m高さ）；平均1. 14μSv/h

25

館
空間線量率（1m高さ）；平均1. 67μSv/h
（最小0.16μSv/h～最大10.4μSv/h）

空間線量率（1m高さ）；平均1. 14μSv/h
（最小0.12μSv/h～最大5.74μSv/h）

今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

26

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリーニングの結果の集計と分析
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積雪による空間線量率（1m）への影響

【いちばん館・いいたてﾎｰﾑにおける定点モニタリング結果】

　 12/23 12/25 12/26 1/17 1/20 1/23
積雪量 (cm) 0 5 3 0 1 25

いちばん館・いいたてﾎｰﾑ
平均空間線量率 (μSv/h)

2.70 2.49 2.25 2.35 2.34 1.63
線 μ

空間線量率の低減効果 0.0% 7.8% 16.7% 0.0% 0.4% 30.6%

※積雪量は 飯舘スポーツ公園管理棟（現場事務所）駐車場にて12時前後に計測※積雪量は、飯舘スポ ツ公園管理棟（現場事務所）駐車場にて12時前後に計測

〈1/23草野地区の積雪状況〉

（参考）減容化実験：高含水比土の自然脱水による減容化
試験目的：セシウムを含む高含水土からの自然脱水による水分の分離による減容化試験目的 セシウムを含む高含水土からの自然脱水による水分の分離による減容化

田圃の土等の、水分を多く含む土壌への応用を想定
試験土：草野小学校校庭の回収土（セシウム濃度：約１０，０００～１５，０００Bq/kg）を

含水比率２００％、３００％、５００％となるように調整（仮想田圃土壌）

ポ減容袋：特殊ジオテキスタイル袋（材質：ポリエステル繊維）
脱水用フレキシブルコンテナ（材質：ポリプロピレン製）

試験結果：重量比で約５０％以上の減量化を実現

減容率＊

含水率
特殊ジオテキ

スタイル袋

脱水用フレキシ

ブルコンテナ

備 考

200％ 45 3% 54 3％ 脱水日数5日200％ 45.3% 54.3％ 脱水日数5日

300％ 64.0％ 62.0％ 脱水日数5日

500％ 66.7％ 79.7％ 脱水日数3日

減容率 （初期重量 撤去時重量）／初期重 各３袋の平均値 仮設試験設備＊：減容率＝（初期重量－撤去時重量）／初期重、各３袋の平均値

試験土（水分分離前）のセシウム濃度：
約２，９００～１１，５００Bq/kg

仮設試験設備

分離した水分中のセシウム濃度：
特殊ジオテキスタイル袋：約１８Bq/kg
脱水用フレキシブルコンテナ：

約２０ ２６

28

特殊ジオテキスタイル袋 脱水用フレキシブルコンテナ

減容（脱水）状況

約２０～２６Bq/kg
（４８時間後に採取し分析した結果、脱水側への

セシウムの移行は充分低いことが確認された）
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浪江町権現堂地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大成建設 間組 本国土開発 菱 ク 関場建設共 企業体大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体

概要
【対象地域；権現堂地区の特徴】
・平地に位置する都市部の居住地域。

・大型建物、宅地、農地が隣接する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量が比較的高い区域であるという条件下における種々の除染方法を検討・実施し、本格除染に向けて線量低減が期待できる工

法を採用した。

１） 宅地、大型建物については、高圧水洗浄による除染を行った。グラウンドや宅地庭については、表土の剥ぎ取りを行った。比較的広

い面積を占め 線量も高いグラウンドについては 薄層表土剥ぎ取り機による表土剥ぎ取りを試行し 廃棄物発生量の低減と除染効い面積を占め、線量も高いグラウンドについては、薄層表土剥ぎ取り機による表土剥ぎ取りを試行し、廃棄物発生量の低減と除染効

果の確認を行った。

２） 農地については、主に重機を用いて下草刈りや表土剥ぎ取りを実施した。

３） 駐車場を含む道路舗装面については、清掃や高圧水洗浄による除染に加えて、スチールショットブラストによる除染を試行した。

実施場所と実施期間
【実施期間】【実施場所】

2011年 2012年

仮置場

除染対象範囲 権現堂地区

12月 1月 2月

モニタリング

事前

事後

作業中

大型建物・グラウンド

1

除染実施場所面積：約 128,000m2

仮置場面積 ：約 10,000m2 

除染対象範囲
浪江町

権現堂地区

除染作業

仮置場
工事

農地

道路・側溝

大型建物 グラウンド

宅地

搬入

除染対象及び除染順序

【除染順序】【除染対象】

農地 大型建物・
グラウンドグラウンド

宅地

道路
・グラウンド

雨水枡・側溝

2
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除染方法（１）宅地

高圧水洗浄による屋根清掃高圧水洗浄による屋根清掃 高圧水洗浄による壁面清掃高圧水洗浄による壁面清掃 人力による表土剥ぎ取り人力による表土剥ぎ取り

3

除染方法（２）大型構造物・グラウンド

高圧水洗浄による屋根清掃高圧水洗浄による屋根清掃 高圧水洗浄による壁面清掃高圧水洗浄による壁面清掃

グレーダー※による表土剥ぎ取り
（グラウンド）

グレーダー※による表土剥ぎ取り
（グラウンド）

人力及びバックホウよる
表土剥ぎ取り

人力及びバックホウよる
表土剥ぎ取り

4
※土かき板を備えた地ならし用の機械

付録-32



除染方法（３）農地

ハンマーナイフ※による下草刈りハンマーナイフ※による下草刈り人力による下草刈り人力による下草刈り

バックホウによる表土剥ぎ取りバックホウによる表土剥ぎ取り 固化材の散布による表土剥ぎ取り固化材の散布による表土剥ぎ取り

※草を刈りながら短く粉砕する農機

バックホウによる表土剥ぎ取りバックホウによる表土剥ぎ取り 固化材の散布による表土剥ぎ取り固化材の散布による表土剥ぎ取り

5

除染方法（４）道路
スチールショットブラストスチールショットブラスト

スイーパー※による清掃スイーパー※による清掃
スチールショットブラスト

による切削
（アスファルト舗装）

スチールショットブラスト
による切削

（アスファルト舗装）
高圧水洗浄による舗装面清掃高圧水洗浄による舗装面清掃

※道路等を走りながらブラシで掃き、

人力による堆積物除去人力による堆積物除去 スチールショットブラスト等による切削
（インタ ロッキング）

スチールショットブラスト等による切削
（インタ ロッキング）

出てきた汚れやごみを清掃する車両。

（インターロッキング）（インターロッキング）

コンクリートカンナによる
狭小箇所の切削 6

付録-33



洗浄水の排水処理

・処 理 水 量 ：約２３ｍ３（高圧水洗浄等により発生した洗浄水)

・処 理 方 法 ：ゼオライトスラリーによる吸着および

凝集沈殿処理

洗浄水洗浄水

凝集沈殿処理

・処理結果の例 ： 原水槽原水槽

前処理前処理装置装置
ゼオライトスラゼオライトスラ
リー投入リー投入

除去率

（％）処理前
試料

分析結果（Bq/kg）

処理後

凝集剤投入凝集剤投入反応槽反応槽

リ 投入リ 投入

ゼオライトスラリー
（セシウム吸着材）

Cs-134

Cs-137

Cs合計

（％）処理前

4,680

7,520

12 200

57

81

138

98.9洗浄水

処理後

上澄み液移送上澄み液移送

汚泥排出汚泥排出凝集・沈殿槽凝集・沈殿槽

上澄み液槽上澄み液槽 汚泥排出槽汚泥排出槽

固化材投入固化材投入
注）排水基準値：200 Bq/L
（厚生労働省が3月17日に示した「放射能汚染された食品の取り扱い
について」の飲料水に対する暫定規制値）

Cs合計 12,200 138

（全7回の処理から抜き出したもの）

後処理装置（ろ過後処理装置（ろ過))

上澄み液槽上澄み液槽

フレキシブルフレキシブルコンテナコンテナ

処理後水槽処理後水槽
仮置き場仮置き場

放流放流放射能濃度測定放射能濃度測定 注注））

（基準値以下を確認）（基準値以下を確認）

7
〈水処理フロー〉

放流放流
（基準値以下を確認）（基準値以下を確認）

〈水処理設備設置状況〉

除染結果（対象ごと）1/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評 価 等

建屋・屋上 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 4.32 μSv/h 1.79 μSv/h 59
・表面汚染密度と表面線量率の低
減効果が認められた。

表面線量率（1cm） 9.68 μSv/h 3.01 μSv/h 69

表面汚染密度 25 220 cpm 5 830 cpm 77表面汚染密度 25,220  cpm 5,830   cpm 77

建屋・壁 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 2.34 μSv/h 2.58 μSv/h －
・表面汚染密度の低減効果はほと
んど認められなかった。表面線量率（1cm） 2.93 μSv/h 2.60 μSv/h 11

表面汚染密度 1,060   cpm 950   cpm 10p p

草刈、
モーターグレー
ダーによる表土
剥ぎ

空間線量率（1m） 8.38 μSv/h 1.88 μSv/h 78 ・モーターグレーダーで表土剥ぎ
取りを行い、表面汚染密度と表面
線量率、空間線量率に低減効果
が認められた。

表面線量率（1cm） 11.26 μSv/h 1.32 μSv/h 88

大
型
建
物

グラウンド

剥ぎ
（2～5cm）

表面汚染密度 5,600   cpm 610   cpm 89

草刈、
薄層土壌剥ぎ

空間線量率（1m） 9.62 μSv/h 2.59 μSv/h 73 ・試行として、薄層土壌剥ぎ取り機
による表土の剥ぎ取りを実施し薄層土壌剥ぎ

取り機による表
土剥ぎ
（2cm）

による表土の剥ぎ取りを実施し、
表面汚染密度、表面線量率及び
空間線量率の低減効果が認めら
れた。

表面線量率（1cm） 12.9 μSv/h 1.30 μSv/h 90

表面汚染密度 7860  cpm 520   cpm 93

空間線量率（1m） 8 84 μSv/h 4 28 μSv/h 52

法面・植え
込み

草刈・表土剥ぎ
（5～10cm）

空間線量率（1m） 8.84 μSv/h 4.28 μSv/h 52
・表面汚染密度の低減効果を確認
しながら剥ぎ取り厚さを変化させる
ことにより、表面汚染密度と表面
線量率の低減効果が認められた。

表面線量率（1cm） 12.58 μSv/h 3.62 μSv/h 71

表面汚染密度 7,000   cpm 1,540   cpm 78

空間線量率（1m） 5 57 μSv/h 1 63 μSv/h 71
注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

・バックグラウンド補正はしておりません。
駐車場
(砕石）

草刈・砕石除去
（5cm）

空間線量率（1m） 5.57 μSv/h 1.63 μSv/h 71
・バックホウ等の機械で砕石の除
去を実施し、表面汚染密度、表面
線量率及び空間線量率の低減効
果が認められた。

表面線量率（1cm） 6.88 μSv/h 1.51 μSv/h 78

表面汚染密度 3,980   cpm 990   cpm 75
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除染結果（対象ごと）2/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評 価 等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評 価 等

屋根 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 3.83 μSv/h 3.56 μSv/h 7

・表面汚染密度の低減効果が認
められた。

表面線量率（1cm） 4.93 μSv/h 3.60 μSv/h 27

宅地

表面汚染密度 6,980   cpm 2,600   cpm 63

建屋・
壁(サイ
ディン

高圧水洗浄お
よび拭き取り

空間線量率（1m） 4.55 μSv/h 4.08 μSv/h 10

・表面汚染密度と表面線量率の
低減効果はほとんど認められな
か た

表面線量率（1cm） 4.07 μSv/h 3.43 μSv/h 16
ディン
グ等)

よび拭き取り かった。
表面汚染密度 1,720   cpm 1,540   cpm 10

庭
下草刈り，落葉
除去，表土剥ぎ

空間線量率（1m） 5.64 μSv/h 3.28 μSv/h 42
・庭木等の障害物のため、主に人
力による表土の剥ぎ取りを実施し
て 表面汚染密度と表面線量率

表面線量率（1cm） 8.48 μSv/h 3.10 μSv/h 63庭 除去，表土剥ぎ
（2cm～5cm）

て、表面汚染密度と表面線量率
の低減効果が認められた。

表面汚染密度 6,670   cpm 1,720   cpm 74

下草刈り 表土

空間線量率（1m） 6.98 μSv/h 2.95 μSv/h 58

・重機を用いて表土を剥ぎ取るこ

農地 田畑

下草刈り，表土
剥ぎ（5cm）

とで、表面汚染密度と表面線量率
の低減効果が認められた。

表面線量率（1cm） 9.33 μSv/h 2.88 μSv/h 69

表面汚染密度 5,750   cpm 1,190   cpm 79

空間線量率（1m） 7.86 μSv/h 2.91 μSv/h 63 ・気温条件等により固化材が十分
に固まらなかったため、薄く剥ぎ

下草刈り，固化
材散布と表土
剥ぎ（5cm）

に固まらなかったため、薄く剥ぎ
取る（2cm）ことができなかった。
・そのため、バックホウにより剥ぎ
取りを実施した結果、表面汚染密
度と表面線量率の低減効果が認
められた。

表面線量率（1cm） 11.66 μSv/h 3.27 μSv/h 72

表面汚染密度 5,020   cpm 1,450   cpm 71

注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。
・バックグラウンド補正はしておりません。
・サイディングとは、パネル式の外壁材のことです。

除染結果（対象ごと）3/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評 価 等

アスファ
ルト舗

スイーパーによ

空間線量率（1m） 4.83 μSv/h 3.06 μSv/h 37
・表面汚染密度と表面線量率の
低減効果がほとんど認められな表面線量率（1cm） 5.25 μSv/h 3.99 μSv/h 24ルト舗

装
る清掃

低減効果がほとんど認められな
かった。

表面線量率（ ） μ μ

表面汚染密度 8,180   cpm 7,980   cpm 2

アスファ
ルト舗

スチールショッ
トブラストによる

空間線量率（1m） 4.25 μSv/h 2.08 μSv/h 51

・表面汚染密度と表面線量率の表面線量率（1cm） 5 51 μSv/h 1 69 μSv/h 69

道路

ルト舗
装

トブラストによる
切削

低減効果が認められた。
表面線量率（1cm） 5.51 μSv/h 1.69 μSv/h 69

表面汚染密度 13,200   cpm 2,150   cpm 84

アスファ
ルト舗 高圧水洗浄

空間線量率（1m） 1.65 μSv/h 1.35 μSv/h 18
・表面汚染密度と表面線量率の
低減効果がほとんど認められな表面線量率（1cm） 1 65 μSv/h 1 55 μSv/h 6道路 ルト舗

装
高圧水洗浄 低減効果がほとんど認められな

かった。

表面線量率（1cm） 1.65 μSv/h 1.55 μSv/h 6

表面汚染密度 2,350   cpm 2,300   cpm 2

側溝
人力による堆積

空間線量率（1m） 5.82 μSv/h 3.31 μSv/h 43
・人力で堆積物の除去を行い、表

染密度 低減 定 効果表面線量率（1cm） 10 07 μSv/h 4 21 μSv/h 58側溝
人力による堆積
物除去

面汚染密度の低減に一定の効果
が認められた。

表面線量率（1cm） 10.07 μSv/h 4.21 μSv/h 58

表面汚染密度 6,580   cpm 1,930   cpm 71

インタ スチールショッ
ブ

空間線量率（1m） 5.39 μSv/h 2.78 μSv/h 48

・表面汚染密度と表面線量率の表面線量率（1 ） 8 15 S /h 3 43 S /h 58

注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

ーロッ
キング

トブラストによる
切削

・表面汚染密度と表面線量率の
低減効果が認められた。

表面線量率（1cm） 8.15 μSv/h 3.43 μSv/h 58

表面汚染密度 10,300   cpm 3,860   cpm 63

・バックグラウンド補正はしておりません。
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）
【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】

（2011年12月6日～12月9日測定）

【事後モニタリング】
（2012年1月29日～2月18日測定）

宅地及びその周辺
（最大） 9.10μSv/h

大型建物及びその周辺
（最大）13.9μSv/h

大型建物及びその周辺
（最大） 11.98μSv/h

宅地及びその周辺
（最大）6.23μSv/h

道路及びその周辺 道路及びその周辺

農地及びその周辺
（最大） 9.26μSv/h

道路及びその周辺
（最大）13.76μSv/h

農地及びその周辺
（最大） 5.83μSv/h

道路及びその周辺
（最大）6.40μSv/h

事前モニタリング 事後モニタリング

大型構造物及びその周辺 1.46 ～ 13.90 μSv/h (平均 5.92 μSv/h ) 0.53 ～ 11.98 μSv/h (平均 2.69 μSv/h )

除染モデル実証事業の除染対象範囲

宅地及びその周辺 2.25 ～ 9.10 μSv/h (平均 5.71 μSv/h ) 1.16 ～ 6.23 μSv/h (平均 2.60 μSv/h )

農地及びその周辺 3.75 ～ 9.26  μSv/h (平均 7.53 μSv/h ) 1.85 ～ 5.83 μSv/h (平均 3.03 μSv/h )

道路及びその周辺 1.72 ～ 13.76 μSv/h (平均 4.76 μSv/h ) 1.06 ～ 6.40 μSv/h (平均 3.07 μSv/h )

11

・上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

エリア範囲外 1.30 ～ 9.80 μSv/h (平均 4.97 μSv/h ) 1.19 ～ 9.80 μSv/h (平均 4.58 μSv/h )

除去土壌等の仮置き
不織布

遮水シート

遮へい用
フレキシブルコンテナ

不織布

遮へい用フレキシブルコンテナ

遮へい用フレキシブルコンテナ

遮へい用フレキシブルコンテナ

遮へい用フレキシブルコンテナ

コンクリート側溝
除去物用
フレキシブルコンテナ コンクリ ト側溝

ベントナイトシート

フレキシブルコンテナ

●不燃物・可燃物分離、●遮へい用フレキシブルコンテナによるシート内外の二重遮へい
●下部 ベ トナイトシ ト＋U字溝堰堤 ●上部 遮水シ ト＋ 重の不織布

不燃物（土壌等）

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※１ 保管後※２

※１）2012年1月14日計測
→グランド表土剥ぎ取り後の定点で

の計測値

●下部；ベントナイトシート＋U字溝堰堤、●上部；遮水シート＋二重の不織布

キシ ル ンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

2,239 2,461 1.67 0.63

の計測値
※２）2012年2月17日計測

→仮置場完成後の定点での計測値

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量
注） ※集計途中経過

12

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

54 6,988 17.3

注） ※集計途中経過
作業日数は2011年11月28日～2012年2月21日までの集計
作業員数と平均被ばく線量は2012年2月21日までの集計
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
 除染効果（除去率など）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

 他地点の除染結果との比較 他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
 各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

 除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析 除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査◎除染作業後のフォロ アップ調査
 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
 除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

 スクリーニングの結果の集計と分析

13

除染前後での室内モニタリング結果の比較

除 後除染前 除染後

ふ
れ

(2F) (2F)

れ
あ
い
セセ
ン
タ 空間線量率（1m高さ）：平均0.54μSv/h

（最小0 20μSv/h 最大0 65μSv/h）

空間線量率（1m高さ）：平均0.31μSv/h

（最小0 12μSv/h 最大0 57μSv/h）（最小0.20μSv/h～最大0.65μSv/h） （最小0.12μSv/h～最大0.57μSv/h）

ココ
ス
モ
ス
保
育
園

14

空間線量率（50cm高さ）：平均0.58μSv/h

（最小0.17μSv/h～最大2.16μSv/h）

空間線量率（50cm高さ）：平均0.29μSv/h

（最小0.11μSv/h～最大0.98μSv/h）
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浪江町津島地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大成建設 間組 本国土開発 菱 ク 関場建設共 企業体大成建設・間組・日本国土開発・三菱マテリアル・アトックス・関場建設共同企業体

概要
【対象地域；津島地区の特徴】【対象地域；津島地区の特徴】
・谷合に位置する山間部の居住地域。

・宅地、中学校等の大型建物、農地、森林が混在する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
空 線量が 較的高 域 あ 除染対象 表 染密度が高 と う条件 お る種 除染方法を検討 実施 本格除染空間線量が比較的高い区域であり、除染対象の表面汚染密度が高いという条件下における種々の除染方法を検討・実施し、本格除染

に向けて線量低減が期待できる工法を採用した。

１） グラウンドや農地、宅地庭などについては、表土剥ぎ取りによる除染効果を確認した。特に農地に関しては、薄層表土剥ぎ取り機

による表土剥ぎ取りを試行し、作業効率と除染効果の両立性の確認を行った。

）駐車場を含む道路舗装面に いては 洗浄と チ シ トブラ トによる除染を試行した また インタ キングブ クに い２）駐車場を含む道路舗装面については、洗浄とスチールショットブラストによる除染を試行した。また、インターロッキングブロックについ

ては、複数の方法を試行した。

３）その他、大型建物に対して高圧洗浄・温水洗浄・スチーム洗浄による除染効果の試行比較、高圧洗浄の効果が低いコンクリート部に

対するコンクリートカンナによる切削試験、拭き取り方法による除染効果の試行比較等を実施し、除染方法を選択した。

実施場所と実施期間
【実施期間】【実施場所】

2011年 2012年津島地区

仮置場

11月 12月 1月 2月

モニタリング

事前

事後

作業中

森林

津島地区

1

除染実施場所面積：約 50,000m2

仮置場面積 ：約 4,000m2 

仮置場

除染対象範囲
浪江町

除染作業

仮置場
搬入

工事

宅地

農地

道路・駐車場・側溝

大型建物

除染対象及び除染順序

【除染順序】【除染対象】

森林大型建物 道路・
駐車場

農地・宅地

雨水枡・側溝
：森林

：農地

：宅地

：大型建物

：道路・駐車場

対象地境界線

2
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除染方法（１）宅地・大型建物

ﾞ ﾞ〈宅地・大型建物・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ〉

人力によるﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ除去人力によるﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ除去高所作業車による高圧水洗浄高所作業車による高圧水洗浄

人力による拭き取り人力による拭き取り ﾊﾞｯｸﾎｰによる表土剥ぎ取りﾊﾞｯｸﾎｰによる表土剥ぎ取り

3

除染方法（２）道路・駐車場

道路〈道路・駐車場〉

ｽﾁｰﾙｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる
舗装表面薄層切削

ｽﾁｰﾙｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる
舗装表面薄層切削

ｽﾁｰﾙｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる
ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削
ｽﾁｰﾙｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄによる

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾝﾅによる
ｲﾝﾀ ﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾝﾅによる
ｲﾝﾀ ﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削

金属ﾌﾞﾗｼｽｲｰﾊﾟｰよる
ｲﾝﾀ ﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削

金属ﾌﾞﾗｼｽｲｰﾊﾟｰよる
ｲﾝﾀ ﾛｯｷﾝｸﾞ表面薄層切削ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸ 表面薄層切削ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸ 表面薄層切削 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸ 表面薄層切削ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸ 表面薄層切削

4
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除染方法（３）農地・森林

重機・人力による表土剥ぎ取り重機・人力による表土剥ぎ取り 薄層表土剥ぎ取り機による表土剥ぎ取り薄層表土剥ぎ取り機による表土剥ぎ取り
〈農地〉

〈森林〉
高所作業車による枝葉等の除去高所作業車による枝葉等の除去人力による下草刈り 落葉等除去人力による下草刈り 落葉等除去 高所作業車による枝葉等の除去高所作業車による枝葉等の除去人力による下草刈り・落葉等除去人力による下草刈り・落葉等除去

5

除染に使用した水及びプール貯留水の排水処理法等

排 水 量 約 ３（津島中学校プ 貯留水 約 ３ 高 水洗浄等 より発生 たも 約 ３）

注2）

・排 水 量 ：約４８０ｍ３（津島中学校プール貯留水：約480ｍ３、高圧水洗浄等により発生したもの：約3ｍ３）

・処 理 方 法 ：ゼオライトスラリーによる吸着及び凝集沈殿処理

・放射性濃度： 処理前；平均約900Bq/kg → 処理後；平均約40Bq/kg

プ ル水･洗浄水プ ル水･洗浄水 ゼオライトスラリゼオライトスラリ除去率分析結果（B /k ） プール水･洗浄水プール水･洗浄水

原水槽原水槽

ゼオライトスラリーゼオライトスラリー
（セシウム吸着剤）（セシウム吸着剤）

除去率

Cs-134

Cs-137
Cs合計

（％）処理前

545

726

1 271

13.9

15.9

29 8

試料
分析結果（Bq/kg）

97.7処理水１

処理後

凝集剤投入凝集剤投入反応槽反応槽

前処理前処理装置装置
ゼオライトスラゼオライトスラ
リー投入リー投入

Cs合計 1,271 29.8
265

384
649

検出限界値※未満（※7.37）

検出限界値※未満（※7.86）

検出限界値※未満（※15.2）

311 31.0

97.7以上処理水２

処理水３

Cs-134
Cs-137

Cs合計
Cs-134

上澄み液移送上澄み液移送

汚泥排出汚泥排出凝集・沈殿槽凝集・沈殿槽
固化材投入固化材投入

*1：試料は全26処理バッチから3バッチ分を抜出したものです。

479

790

38.9

69.9

91.2処理水３ Cs-137

Cs合計

注）排水基準値：200 Bq/L

後処理装置（ろ過後処理装置（ろ過))

上澄み液槽上澄み液槽 汚泥排出槽汚泥排出槽

フレキシブルフレキシブルコンテナコンテナ

排 準 q
（厚生労働省が3月17日に示した「放射能汚染された食品の取り扱い
について」の飲料水に対する暫定規制値）

処理後水槽処理後水槽
仮置き場仮置き場

6〈水処理フロー〉

放流放流放射能濃度測定放射能濃度測定 注注））

（基準未満を確認）（基準未満を確認）

〈水処理設備設置状況〉
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対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果（対象ごと）1/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

拭き取り

空間線量率（1m） 4.83 μSv/h 4.98 μSv/h － ・拭き取りによる表面汚染密
度低減効果は全く認められ
なかった。
・高圧、温水、スチームの各
洗浄には表面汚染密度低減

表面線量率（1cm） 4.03 μSv/h 3.96 μSv/h 2

表面汚染密度 1 760 1 780
建屋・壁

洗浄には表面汚染密度低減
効果に差がなく、いずれも効
果は小さかった。

表面汚染密度 1,760  cpm 1,780  cpm －

高圧水洗浄

空間線量率（1m） 5.55 μSv/h 5.30 μSv/h 5

表面線量率（1cm） 5.56 μSv/h 4.99 μSv/h 10

表 染密度

大

表面汚染密度 3,480 cpm 2,720 cpm 22

グラウンド
草刈，表土剥ぎ
（機械，2～5cm）

空間線量率（1m） 8.41 μSv/h 2.83 μSv/h 66 ・バックホウにより表層部の
剥ぎ取りを実施し、表面汚染
密度、表面線量率及び空間
線量率の低減に一定の効果
が認められた

表面線量率（1cm） 11.24 μSv/h 2.06 μSv/h 82

大
型
建
物

が認められた。表面汚染密度 6,020  cpm 1,140   cpm 81

法面・植え込み
草刈，表土剥ぎ
（人力，5～10cm）

空間線量率（1m） 10.68 μSv/h 5.61 μSv/h 26 ・表面汚染密度低減に効果
が認められた。
・工事後半には地盤が凍結、
均一な厚さでの剥ぎ取りが

表面線量率（1cm） 15.12 μSv/h 3.95 μSv/h 74

できなかった。表面汚染密度 9,260   cpm 1,600   cpm 83

アスファルト
舗装

スチールブラスト
による切削

空間線量率（1m） 5.19 μSv/h 3.19 μSv/h 39 ・表面汚染密度低減効果が
認められた。

表面線量率（1cm） 6.19 μSv/h 3.05 μSv/h 51

表面汚染密度 11,480   cpm 2,550   cpm 78

駐車場（砕石）
敷石剥ぎ（5cm）

空間線量率（1m） 7.78 μSv/h 1.30 μSv/h 83 ・表面汚染密度、表面線量
率及び空間線量率に大きな
効果が認められた。表面線量率（1cm） 10.67 μSv/h 1.17 μSv/h 89

表面汚染密度 6,720   cpm 510   cpm 92

7

注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

・バックグラウンド補正はしておりません。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果（対象ごと）2/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

庭

下草刈り，落葉
除去，表土剥ぎ
（人力，2cm～
5cm），ホットス

空間線量率（1m） 9.75 μSv/h 4.30 μSv/h 56 ・庭木等の障害物のため主に
人力により表土の剥ぎ取りを
実施した。
・表面汚染密度低減に一定の
効果が認められた。

表面線量率（1cm） 13.69 μSv/h 2.57 μSv/h 81

表面汚染密度 6 720 cpm 1 000 cpm 85
宅地 ポット除去

効果が認められた。表面汚染密度 6,720  cpm 1,000   cpm 85

建屋・壁

拭き取り

空間線量率（1m） 6.80 μSv/h 6.39 μSv/h 6 ・表面汚染密度低減効果はほ
とんど確認できなかった。

表面線量率（1cm） 5.28 μSv/h 5.54 μSv/h －

表面汚染密度 2 280 cpm 2 150 cpm 6表面汚染密度 2,280 cpm 2,150 cpm 6

雑草刈り，表土
剥ぎ（機械

空間線量率（1m） 11.25 μSv/h 7.77 μSv/h 31 ・薄層表土剥ぎ取り機により2ｃｍ
の剥ぎ取りを実施し、表面汚染密
度低減に一定の効果が認められ
た。
・高効率であり廃棄物発生量の抑
制に効果的な方法であるが 起伏

表面線量率（1cm） 15.21 μSv/h 8.23 μSv/h 46

農地 田畑

剥ぎ（機械，
2cm）

制に効果的な方法であるが、起伏
のある場所では薄層土壌剥ぎ取
り機の刃が届かず、表土が局所
的に十分除去できなかった部分
が生じた。

表面汚染密度 8,790   cpm 3,990   cpm 55

空間線量率（ ） バ クホウで表層5 の剥ぎ
雑草刈り，表土
剥ぎ（機械，
5cm）

空間線量率（1m） 11.01 μSv/h 5.34 μSv/h 51 ・バックホウで表層5ｃｍの剥ぎ
取りを実施し、表面汚染密度
低減に一定の効果が認められ
た。

表面線量率（1cm） 15.13 μSv/h 6.99 μSv/h 54

表面汚染密度 7,520   cpm 3,260   cpm 57

下草刈り，落葉
空間線量率（1m） 7.99 μSv/h 4.43 μSv/h 45 ・バックホウにより、リター層※

までの剥ぎ取りを試行し 表面

森林

混合林
下草刈り，落葉
除去，表土剥ぎ
（機械，5cm）

までの剥ぎ取りを試行し、表面
汚染密度低減に効果が認めら
れた。

表面線量率（1cm） 12.33 μSv/h 2.49 μSv/h 80

表面汚染密度 4,200 cpm 900   cpm 79

下草刈り，落葉
空間線量率（1m） 7.66 μSv/h 4.87 μSv/h 36 ・スペースの問題から機械で

の作業が困難であったため、
表面線量率（1cm） 10 33 μSv/h 5 58 μSv/h 46

針葉樹林 除去，表土剥ぎ
（人力，5cm）

人力によりリター層※までの剥
ぎ取りを実施し、表面汚染密
度低減に効果が認められた。

表面線量率（1cm） 10.33 μSv/h 5.58 μSv/h 46

表面汚染密度 6,280 cpm 1,880   cpm 70

8注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

・バックグラウンド補正はしておりません。
※植物の枝や葉が地表面に堆積し、未分解の状態となっている層
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対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果（対象ごと）3/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

散水車による水
洗浄，ブラシによ

空間線量率（1m） 5.77 μSv/h 4.35 μSv/h 25 ・表面汚染密度低減効果は
小さかった。
・結果について現在評価中。表面線量率（1cm） 7.32 μSv/h 5.91 μSv/h 19

アスファルト
舗装

る洗浄
表面汚染密度 11,210   cpm 9,050   cpm 19

スチールショット
空間線量率（1m） 6.03 μSv/h 4.02 μSv/h 33 ・表面汚染密度低減効果が

認められた。

ブラストによる切
削

・結果について現在評価中。表面線量率（1cm） 9.82 μSv/h 3.37 μSv/h 66

表面汚染密度 16,760   cpm 4,030   cpm 76

側溝

人力による堆積

空間線量率（1m） 6.01 μSv/h 5.07 μSv/h 16 ・表面汚染密度低減に効果
が認められた。

道路
人力による堆積
物除去

表面線量率（1cm） 14.36 μSv/h 2.02 μSv/h 86

表面汚染密度 7,940   cpm 1,840   cpm 77

インターロッ
キング スチールショット

空間線量率（1m） 10.16 μSv/h 7.70 μSv/h 24 ・表面汚染密度低減に効果
が認められた。
結果に 現在評価中

キ グ
ブラストによる切
削

・結果について現在評価中。表面線量率（1cm） 16.35 μSv/h 8.95 μSv/h 45

表面汚染密度 16,700   cpm 5,850   cpm 65

コンクリ トカン

空間線量率（1m） 7.56 μSv/h 7.44 μSv/h 2 ・スチールショットブラストと
比較して表面汚染密度低減
効果が小さか たコンクリートカン

ナによる切削
効果が小さかった。
・結果について現在評価中。

表面線量率（1cm） 4.68 μSv/h 4.25 μSv/h 9

表面汚染密度 3,340   cpm 2,260   cpm 32

金属ブラシス
イ パ による

空間線量率（1m） 9.80 μSv/h 9.58 μSv/h 2 ・表面汚染密度低減効果は
全く認められなかった。
結果 現在評価中イーパーによる

切削
・結果について現在評価中。表面線量率（1cm） 14.30 μSv/h 14.30 μSv/h 0

表面汚染密度 14,400   cpm 14,500   cpm －

9
注） ・表面汚染密度は，鉛ブロックなどで遮へい測定したものではありません。

・バックグラウンド補正はしておりません。

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）
【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】

（2011年11月30日～12月5日測定）

【事後モニタリング】
（2012年1月25日～2月1日測定）

森林及びその周辺
（最大）9.19μSv/h

大型建物及びその周辺
（最大）23.23μSv/h

森林及びその周辺
（最大）7.95μSv/h

道路及びその周辺
（最大）7.65μSv/h

（最大）9.19μSv/h （最大）23.23μSv/h

大型建物及びその周辺
（最大）6.45μSv/h

道路及びその周辺

農地及びその周辺
（最大）12.05μSv/h

宅地及びその周辺
（最大）18.20μSv/h

道路及びその周辺
（最大）12.30μSv/h 宅地及びその周辺

（最大）6.47μSv/h

農地及びその周辺
（最大）5.66μSv/h除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング 積雪の影響を補正した推定値※

森林及びその周辺 6.39 ～ 9.19 μSv/h (平均 7.79 μSv/h ) 2.70 ～ 7.95 μSv/h (平均 4.25 μSv/h ) 3.9 ～ 11.4 μSv/h  (平均 6.1 μSv/h )

農地及びその周辺 8 03 12 05 S /h (平均 9 63 S /h ) 2 86 5 66 S /h (平均 4 32 S /h ) 4 1 8 1 S /h (平均 6 2 S /h )

除染 デル実証事業 除染対象範囲

農地及びその周辺 8.03 ～ 12.05 μSv/h (平均 9.63 μSv/h ) 2.86 ～ 5.66 μSv/h (平均 4.32 μSv/h ) 4.1 ～ 8.1 μSv/h (平均 6.2 μSv/h )

宅地及びその周辺 6.39 ～ 18.20 μSv/h (平均 9.99 μSv/h ) 2.02 ～ 6.47 μSv/h (平均 4.41 μSv/h ) 2.9 ～ 9.2 μSv/h (平均 6.3 μSv/h )

大型建物及びその周辺 2.53 ～ 23.23 μSv/h (平均 9.60 μSv/h ) 0.87 ～ 6.45 μSv/h (平均 2.83 μSv/h ) 1.2 ～ 9.2 μSv/h (平均 4.0 μSv/h )

道路及びその周辺 5 65 ～ 12 30 μSv/h (平均 8 38 μSv/h ) 1 54 ～ 7 65 μSv/h (平均 3 43 μSv/h ) 2 2 ～ 10 9 μSv/h (平均 4 9 μSv/h )

10
・上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。
・事後モニタリングの値については、積雪（最大約30㎝）の影響（雪による遮へい効果）を含んだ値です。

道路及びその周辺 5.65 ～ 12.30 μSv/h (平均 8.38 μSv/h ) 1.54 ～ 7.65 μSv/h (平均 3.43 μSv/h ) 2.2 ～ 10.9 μSv/h (平均 4.9 μSv/h )

エリア範囲外 7.00 ～ 14.15 μSv/h (平均 9.06 μSv/h ) 3.07 ～ 7.06 μSv/h (平均 5.27 μSv/h ) 4.4 ～ 10.1 μSv/h (平均 7.5 μSv/h )

※20cm程度の積雪で、空間線量率（1m）が約３割程度低減すると仮定
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除去土壌等の仮置き

遮へい用フレキシブルコンテナ

遮へい用フレキシブルコンテナ

不織布

不織布

遮水シート

遮へい用
フレキシブルコンテナ

遮へい用フレキシブルコンテナ

コンクリート側溝除去物用フレキ

遮へい用フレキシブルコンテナ

遮 い用フレキシブル ンテナ

不燃物（土壌等）

コンクリ ト側溝
シブルコンテナ

ベントナイトシート

●不燃物・可燃物分離、●遮へい用フレキシブルコンテナによるシート内外の二重遮へい

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※１ 保管後※２

※1）2011年12月25日計測
（表土剥ぎ取り後のグラウンドでの計測）

※2）2012年2月4日計測

●下部；ベントナイトシート＋U字溝堰堤、●上部；遮水シート＋二重の不織布

キシ ル ンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

1,726 1,147 2.12 1.73※3

※2）2012年2月4日計測
※3） 周辺7測定点の平均値

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量

11

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

40 3,942 24.5

注）除染作業期間中（2011年12月16日～2012年2月1日）の集計

今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

12

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリーニングの結果の集計と分析
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除染前後での室内モニタリング結果の比較

除染前 除染後

津

1.000

0.875

1.000

0 875
津
島
中
学

0.750

0.625

0.500
更衣室

階段

廊下

階段

技術教室
用具室

更衣室

階段

廊下

階段

技術教室
用具室

0.875

0.750

0.625

0.500
階段

廊下

階段

技術教室
用具室

階段

廊下

階段

技術教室
用具室

学
校
一
階 空間線量率（1 高さ） 平均0 47 S /h 空間線量率（1 高さ） 平均0 26 S /h

0.375

0.250

0.125

更衣室

昇降口配膳室 職員室 保健室Be教室 便 所
校長室

職員昇降口

印刷室

通路

コンピュータ
準備室

CP室更衣室

昇降口配膳室 職員室 保健室Be教室 便 所
校長室

職員昇降口

印刷室

通路

コンピュータ
準備室

CP室

0.375

0.250

0.125

更衣室

昇降口配膳室 職員室 保健室

廊下

Be教室 便 所
校長室

職員昇降口

印刷室

通路

コンピュータ
準備室

CP室更衣室

昇降口配膳室 職員室 保健室

廊下

Be教室 便 所
校長室

職員昇降口

印刷室

通路

コンピュータ
準備室

CP室

階 空間線量率（1m高さ）；平均0.47μSv/h

（最小0.11μSv/h～最大0.86μSv/h）

空間線量率（1m高さ）；平均0.26μSv/h

（最小0.10μSv/h～最大0.49μSv/h）
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(23)

(22)

(38)

放送室

資材室

ステージ

(34)
(36)

(37)

(35)(33)

(28)

物置

ま
保
育
所

空間線量率（50 高さ) 平均2 15 S /h 空間線量率（50 高さ） 平均0 75 S /h

(16)

(13) (12)

(11)

(7)(3)

きりん室

玄関

風呂
ひよこ室

(26)

(25)

(23)

遊戯室

(31)(32)

(30)

(27)

(16)

(13) (12)

(11)

(7)(3)

きりん室

玄関

風呂
ひよこ室

(26)

(25)

(23)

遊戯室

(31)(32)

(30)

(27)

1.500

1.000

0.500

1.500

1.000

0.500

(16)

(13) (12)

(11)

(7)(3)

きりん室

玄関

風呂
ひよこ室

(26)

(25)

(23)

遊戯室

(31)(32)

(30)

(27)

(16)

(13) (12)

(11)

(7)(3)

きりん室

玄関

風呂
ひよこ室

(26)

(25)

(23)

遊戯室

(31)(32)

(30)

(27)

13

所
空間線量率（50cm高さ)；平均2.15μSv/h

（最小1.01μSv/h～最大5.36μSv/h）

空間線量率（50cm高さ）；平均0.75μSv/h

（最小0.43μSv/h～最大2.16μSv/h）
0.000 0.000

積雪による遮へい効果

日付 １/１９ １/ ２０ １/ ２１ １/ ２３

【20測点の定点モニタリングの平均値】

日付

項目

１/１９

晴

１/ ２０

雪

１/ ２１

雪

１/ ２３

雪

積雪量（cm） ０ 2～5 5～10 10～30

空間線量＠1mの低減効果 0％ 9％ 16％ 32％

20測点の定点モニタリング位置
積雪による空間線量＠1mの低減効果積雪による空間線量＠1mの低減効果

1月22日 積雪時の津島中学校

14

1月22日 積雪時の津島中学校

注）20cm程度の積雪では、約3割空間線量率（1m)が低減する。
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葛尾村における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年2月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構独立行政法人日本原子力研究開発機構
鹿島建設・日立プラントテクノロジー・三井住友建設共同企業体

概要
【対象地域 役場周辺の特徴】【対象地域；役場周辺の特徴】
• 谷部に位置する山間部の居住地域。

• 役場、小学校、幼稚園等の公共施設及び住宅地が森林に隣接している。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法 ン 及びポイン 】
• 空間線量が他のモデル実証事業対象地区に比べて低いことから、できるだけ除去物量の少ない除染方法を検討して実施した。

１） グラウンドは、汚染の程度を考慮し、切削機を用いて３ｃｍ程度の表土剥ぎ取りを実施した。

２） 森林と宅地は、下草刈り、潅木・小竹の伐採、枯葉の除去を実施。除去した下草、潅木、小竹、枯葉は、破砕機を用いて減容化を

図 た

【実施期間】

実施場所と実施期間
図った。

【実施場所】 【実施期間】

役場

森林

宅地
道路

小学校

11月 1月

モニタリング

12月

事前

作業中

事後

2011年 2012年

N

幼稚園
小学校

除染
対象範囲

一時保管場所
（現場保管）

葛尾村

除染作業

森林

宅地

一時保管場所連続監視

大型構造物

1

除染実施場所面積 ：約65,400m2

一時保管場所＊ 面積 ：約4,200m2 

＊：「除去土壌の保管に係るガイドライン」（環境省、平成23年12月）の「現場保管」に相当

現場保管場
整地

搬入

道路

除染対象及び除染順序

【除染対象】 【除染順序】

① 森 林

② 大型建物・グラウンド

③ 宅 地道路
大型建物 ③ 宅 地

④ 道 路

宅地

森林

道路
大型建物
（役場等）

④ 道 路

⑤ 雨水枡・側溝

： 森林

： 畑

： 宅地

： 大型建物

大型建物
（小学校、幼稚園等）

： 道路

： 対象地境界線

2
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除染方法（１）森林・大型建物・グラウンド
〈森林〉〈森林〉
人力による下草刈，灌木・小竹の伐採 バキューム車による枯葉・腐葉土の収集

〈大型建物・グラウンド〉

機 剥ぎ

幼稚園園庭砂利撤去給食センター雨樋：洗浄

切削機による剥ぎ取り

除去土壌運搬・搬出 表面切削・積込

役場屋上の洗浄役場屋 の洗浄

3

除染方法（２）宅地・道路
〈宅地〉
屋根：水洗浄、ブラシ洗浄

〈宅地〉
宅地屋根：剥離剤による除染* 宅地雨樋：堆積物除去

壁：ふき取り 庭：草・コケ除去、剥ぎ取り インターロッキング** ：高圧水洗浄

〈道路〉
機能回復車による高圧水洗浄

〈道路〉
*剥離剤による除染：
洗濯のり状の剥離剤（K-PACK） を瓦に塗り、

約24時間待って乾いたところをはがします。

4

**インターロッキング：
舗装に用いるコンクリートブロック
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除染に使用した水の排水処理法等
・排 水 量 ：約３９ｍ３（機能回復車を用いた道路除染や水洗浄等により発生したもの）

・処 理 方 法 ：無機系の凝集剤を用いた凝集沈殿法により水処理を実施。

・放射能濃度 ：水処理実績７回 処理前；約３ １９７Bq*1/kg（濁水原水）→処理後；検出下限値未満（上澄水）

洗浄洗浄水等回収水水等回収水

・放射能濃度 ：水処理実績７回、処理前；約３，１９７Bq*1/kg（濁水原水）→処理後；検出下限値未満（上澄水）

（排水中の放射性物質*1を９９％除去） （検出下限値：３０Bq*1/kg ） *1：セシウム134,137の合算値

原水槽原水槽

凝集剤を投入凝集剤を投入反応槽反応槽

フィルターフィルター
（沈殿物の回収）（沈殿物の回収）上澄み液移送上澄み液移送

沈殿物移送沈殿物移送

凝集剤を投入凝集剤を投入

凝集槽（沈殿物生成）凝集槽（沈殿物生成）

反応槽反応槽

処理前水槽処理前水槽

一時保管場所一時保管場所

*2：上澄み液の時点で放射能濃度を測

上澄み液槽上澄み液槽*2*2

放流放流

カラムカラム

*2：上澄み液の時点で放射能濃度を測
定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流

放射能濃度測定放射能濃度測定*2*2

〈排水処理設備〉

注）排水基準値：

5
〈排水処理フロー〉

処理後水槽処理後水槽 放流放流
放射能濃度測定放射能濃度測定*2*2

（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）
セシウム134：60Bq/L 、セシウム137：90Bq/L

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1以下
となることが条件）

除染結果（対象ごと）(1/2)

対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 備考

森
林

広葉樹・
針葉樹

バキューム車に
よる下草・枯葉の

空間線量率（1m） 2.51μSv/h 2.20μSv/h 12 除去物は、破砕機によ
り減容

表面線量率（1cm） 2.96μSv/h 2.43μSv/h 18
林 針葉樹

吸引除去
表面汚染密度 2,100  cpm 1,600  cpm 24

幼稚園園庭
（砂利）

バックホウ※によ
る剥ぎ取り

空間線量率（1m） 1.37μSv/h 0.38μSv/h 72 園庭中央部で測定し
たデータ

表面線量率（1cm） 1.52μSv/h 0.38μSv/h 75
（砂利）

※油圧ショベル
表面汚染密度 1,200  cpm 270  cpm 78

小学校グラウ 切削機による剥

空間線量率（1m） 1.52μSv/h 0.91μSv/h 40 表層土約3㎝を除去

空間線量率（50㎝） 1.60μSv/h 0.84μSv/h 48

大
型
建

小学校グラウ
ンド（土面）

切削機による剥
ぎ取り

μ μ

表面線量率（1cm） 1.75μSv/h 0.84μSv/h 52

表面汚染密度 1,100  cpm 310  cpm 72

給食センター
表面線量率（1cm） 14.0μSv/h 0.68μSv/h 95

物
給食センター
雨どい

水洗浄、拭き取り
表面汚染密度 21,000  cpm 550  cpm 97

役場屋上 高圧洗浄
表面線量率（1cm） 0.43μSv/h 0.43μSv/h － 水圧10MPa

（－：効果が確認できず）
表面汚染密度 420 cpm 280 cpm 33表面汚染密度 420  cpm 280  cpm 33

役場駐車場
（アスファルト
舗装）

機能回復車によ
る高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.99μSv/h 0.69μSv/h 30 高圧水（5.5MPa）洗浄
及び真空吸引を適用

表面線量率（1cm） 1.44μSv/h 0.76μSv/h 47

表面汚染密度 3 500 cpm 1 600 cpm 54

注） ・上記各データは、以下の測定点で得られた測定値を補正後そのまま平均したものです。（2012年2月3日集計）
対象測定点数は、森林:5、園庭:1、小学校グラウンド:12、雨どい:3、役場屋上:5、駐車場:5

・表面汚染密度は、鉛ブロックなどで遮へいして測定したものではありません。
6

表面汚染密度 3,500  cpm 1,600  cpm 54
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除染結果（対象ごと）(2/2)

対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 備考

屋根

水洗浄、
ブラシ洗浄

表面線量率（1cm） 1.75μSv/h 1.37μSv/h 22

表面汚染密度 4,000  cpm 2,300  cpm 43
屋根
（セメント瓦）

, p , p

剥離剤による
除染

表面線量率（1cm） 1.67μSv/h 1.37μSv/h 18 剥離剤（K-PACK）を
使用した試験施工

表面汚染密度 3,700  cpm 2,300  cpm 38

堆積物除去 表面線量率（1cm） 2 96μSv/h 1 52μSv/h 49

宅
地

雨どい
堆積物除去・
ふき取り

表面線量率（1cm） 2.96μSv/h 1.52μSv/h 49

表面汚染密度 3,700  cpm 1,700  cpm 54

壁 ふき取り
表面線量率（1cm） 0.97μSv/h 0.93μSv/h 4 乾拭き、スポンジ拭き、

クロス、タオル使用
表面汚染密度 530 cpm 430 cpm 19表面汚染密度 530  cpm 430  cpm 19

庭

（法面、雑草・コ
ケあり）

草・コケ除去、
土の剥ぎ取り

空間線量率（1m） 1.37μSv/h 1.14μSv/h 17 草・コケ除去後、表層
土約2㎝を除去

表面線量率（1cm） 1.90μSv/h 1.14μSv/h 40

表面汚染密度 3,900  cpm 730  cpm 81p p

インターロッキン
グ

高圧水洗浄
表面線量率（1cm） 1.76μSv/h 1.22μSv/h 31 高圧水（5MPa）洗浄

及び真空吸引を適用
表面汚染密度 4,400  cpm 1,500  cpm 66

道 機能回復車
空間線量率（1m） 0.89μSv/h 0.71μSv/h 20 高圧水（5.5MPa）洗

注） ・上記各データは、以下の測定点で得られた測定値を補正後そのまま平均したものです。（2012年2月3日集計）
ブ グ

道
路

アスファルト
舗装

機能回復車
による高圧水
洗浄

浄及び真空吸引を適
用

表面線量率（1cm） 0.93μSv/h 0.70μSv/h 25

表面汚染密度 1,900  cpm 1,300  cpm 32

対象測定点数は、宅地(屋根ブラシ等:97、屋根K-PACK:3、雨どい:91、壁:4、庭:5、インターロッキング:5)、道路:6
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどで遮へいして測定したものではありません。

7

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）
【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モ タリング】

（2011年11月24日～27日測定）

道路
最大2.13μSv/h

畑
最大2.51μSv/h 4.5

(Sv/h)

宅地周辺
最大2.28μSv/h

畑
最大1.82μSv/h

宅地周辺
最大2.20μSv/h 道路

最大1.44μSv/h

【事後モニタリング】
（2011年12月25日～2012年1月15日測定）

4.0

3.5

3.0

役場等
最大2.05μSv/h

役場等
最大1.82μSv/h

除

森林

2.5

2.0

1 5
森林

除
染

除染モデル実証事業の
除染対象範囲

最大2.66μSv/h
1.5

1.0

0.5

小学校、幼稚園等
最大1.75μSv/h

最大2.20μSv/h

除染対象範囲外（モニタリング範囲内）

小学校、幼稚園等
最大1.29μSv/h

除染対象範囲外（モニタリング範囲内）

事前モニタリング 事後モニタリング

森 林 1.52 ～ 2.66 μSv/h (平均 2.02 μSv/h ) 0.61 ～ 2.20 μSv/h (平均 1.36 μSv/h )

宅地周辺 1 22 2 28 S /h (平均 1 74 S /h ) 0 91 2 20 S /h (平均 1 34 S /h )

除染対象範囲 除染対象範囲外（モニタリング範囲内）

最大3.72μSv/h
除染対象範囲外（モニタリング範囲内）

最大4.18μSv/h

【空間線量率と
年間の追加被ばく線量について】宅地周辺 1.22 ～ 2.28 μSv/h  (平均 1.74 μSv/h ) 0.91 ～ 2.20 μSv/h  (平均 1.34 μSv/h )

大型建物（小学校、幼稚園等） 0.76 ～ 1.75 μSv/h  (平均 1.51 μSv/h ) 0.46 ～ 1.29 μSv/h  (平均 0.75 μSv/h )

大型建物（役場等） 0.61 ～ 2.05 μSv/h  (平均 1.10 μSv/h ) 0.46 ～ 1.82 μSv/h  (平均 0.95 μSv/h )

畑 1.22 ～ 2.51 μSv/h  (平均 1.99 μSv/h ) 0.68 ～ 1.82 μSv/h  (平均 0.94 μSv/h )

年間の追加被ばく線量について】

空間線量率0.23μSv/hは年間の追加被
ばく線量1mSvに、0.99μSv/hは年間の追
加被ばく線量5mSvに相当します。
（「除染計画の策定について」（平成23年9

8
注） 上記各データは、測定点で得られた測定値を補正後そのまま平均したものです。

河川敷や斜面の上部等、人があまり立ち入らないところでは草刈り程度の除染としたため、やや高い線量率を示しています。

道 路 0.91 ～ 2.13 μSv/h  (平均 1.52 μSv/h ) 0.76 ～ 1.44 μSv/h  (平均 1.17 μSv/h )

エリア範囲外 0.53 ～ 4.18 μSv/h  (平均 1.77 μSv/h ) 0.53 ～ 3.72 μSv/h  (平均 1.59 μSv/h )

月 原子力災害被災者支援チーム、環境
省）より）
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除去土壌等の一時保管※

 

耐候性フレコン 
バッグ（除去物）

上部遮水シート 

土のう 
ガス抜き管※ 

※仮置き場（国有林野内）が整備できるまでの一時保管

バッグ（除去物） 

モニタリングポストを設置し、空間線量率を継続的に計測
地下水については 放射能濃度のモニタリングを実施

※枝葉一時保管ヤードのみに施工 

集水タンク

下部遮水シート 

周辺に充分距離が取れるため、遮へい土のうは使用して
いません

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）※1

フレキシブルコンテナ
個

重量 保管開始前 保管後※2

地下水については、放射能濃度のモニタリングを実施いません

(個) (ton) (μSv/h) (μSv/h)

1,664 948 2.8 2.0 ※1 6測定点の平均値
※2 2012年1月25日の値

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

9

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

61 3,303 5.37

注）
2012年1月31日までの集計結果
各作業ごとの被ばく線量は現在集計中

今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除染に用いた水の水量及び放射能濃度

土壌の汚染の浸透深さと土壌の放射能濃度の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリ ングの結果の集計と分析スクリーニングの結果の集計と分析

10
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田村市における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年1月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構独立行政法人日本原子力研究開発機構
鹿島建設・日立プラントテクノロジー・三井住友建設共同企業体

概要
【対象地域 地見城地区の特徴】【対象地域；地見城地区の特徴】
• 山間部の居住地域。

• 大型の建築物はなく、農地および森林が大部分を占める。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法 ン 及びポイン 】
• 空間線量が他のモデル実証事業対象地区に比べて低いことから、できるだけ除去物量の少ない除染方法を検討して実施した。

１） 農地は、主に表層土の撹拌希釈、一部天地返し及び固化剤により表面を固化させて２cm程度の剥ぎ取りを実施した。

２） 森林と宅地では、下草刈り、潅木・小竹の伐採、枯葉の除去を実施。除去した下草、潅木、小竹、枯葉は、破砕機を用いて減容化を

図 た

【実施場所】 【実施期間】

実施場所と実施期間
図った。

【実施場所】 【実 期 】

１１月 １２月 １月

モニタリング

２０１１年 ２０１２年

事前

作業中

田村市

除染対象範囲

モ タリング

除染作業

森林

宅地

農地

一時保管場所連続監視

事後

一時保管場所
（現場保管）

森林
農地

地見城地区

1

除染実施場所面積 ：約150,000m2

一時保管場所＊ 面積 ：約1,400m2 

＊：「除去土壌の保管に係るガイドライン」（環境省、平成23年12月）の「現場保管」に相当

現場保管場

道路

整地

除去物搬入

側溝

農地
宅地

地見城地区

除染対象及び除染順序

森林

【除染対象】 【除染順序】

森林
道路

宅地

森森 林林 農農 地地

宅地

宅宅 地地宅宅 地地

農地
(一時保管場所)

道路 道道 路路

農地 側側 溝溝

2
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除染方法（１）森林・農地

〈森林〉
人力による下草刈，灌木・小竹の伐採

〈森林〉

耕運機による撹拌希釈 重機による天地返し 固化剤散布後の剥ぎ取り

〈農地〉

3

除染方法（２）宅地・道路・側溝
雨どい：堆積物除去・ふき取り雨どい：堆積物除去・ふき取り〈宅地〉 雨どい：堆積物除去・ふき取り雨どい：堆積物除去・ふき取り〈宅地〉

雨どい下の土壌（ホ ト ポ ト） 除去 砕石の敷設雨どい下の土壌（ホ ト ポ ト） 除去 砕石の敷設雨どい下の土壌（ホットスポット）：除去・砕石の敷設雨どい下の土壌（ホットスポット）：除去・砕石の敷設

機能回復車による高圧水洗浄機能回復車による高圧水洗浄〈道路・側溝〉 側溝の堆積物除去側溝の堆積物除去

4
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除染に使用した水の排水処理法等除染に使用した水の排水処理法等
・排 水 量 ：約６ｍ３（機能回復車を用いた道路除染等により発生したもの）

・処 理 方 法 ：凝集沈殿法により水処理を実施。

・放射能濃度 ：水処理実績１回、処理前；約４，７００Bq*1/kg（濁水原水）→処理後；検出下限値未満（上澄水）

（排水中の放射性物質*1を９９％除去） （検出下限値：３０Bq*1/kg ） *1：セシウム134,137の合算値

洗浄洗浄水等回収水水等回収水洗浄洗浄水等回収水水等回収水

原水槽原水槽

ロジパックロジパック
（沈殿物の回収）（沈殿物の回収）

沈殿物移送沈殿物移送

凝集剤を投入凝集剤を投入

凝集槽凝集槽（沈殿物生成）（沈殿物生成）

反応槽反応槽

前 槽前 槽

（沈殿物の回収）（沈殿物の回収）

一時保管場所一時保管場所

上澄み液移送上澄み液移送

上澄み液槽上澄み液槽*2*2

処理前水槽処理前水槽

カラムカラム

*2：上澄み液の時点で放射能濃度を測
定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流〈排水処理設備の例〉

5〈排水処理フロー〉

処理後水槽処理後水槽 放流放流
放射能濃度測定放射能濃度測定*2*2

（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）
注）排水基準値：

セシウム134：60Bq/L 、セシウム137：90Bq/L
（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1以下
となることが条件）

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 備 考

除染結果（対象ごと）

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 備 考

森林
広葉樹・
針葉樹

下草刈り、潅
木・小竹の伐採、
枯葉の除去

空間線量率（1m） 0.80 μSv/h 0.69 μSv/h 14 除去物は、破砕機によ
り減容
（－：効果が確認できず）

表面線量率（1cm） 0.92 μSv/h 0.91 μSv/h 1

表面汚染密度 686 cpm 717 cpm表面汚染密度 686   cpm 717   cpm ―

耕運機による
撹拌希釈

空間線量率（1m） 0.84 μSv/h 0.58 μSv/h 31 耕運機による表層土約
25cm深さまでの撹拌

表面線量率（1cm） 0.97 μSv/h 0.65 μSv/h 33

表面汚染密度 514 cpm 404 cpm 21

農地 田んぼ

表面汚染密度 514   cpm 404   cpm 21

天地返し

空間線量率（1m） 0.56 μSv/h 0.20 μSv/h 64 表層土約5cmと深層土
約50cmの土を入れ替
え

表面線量率（1cm） 0.64 μSv/h 0.18 μSv/h 72

表面汚染密度 409 cpm 146 cpm 64表面汚染密度 409   cpm 146   cpm 64

固化剤散布・
剥ぎ取り

空間線量率（1m） 0.53 μSv/h 0.26 μSv/h 51 表層土が凍結したため、
約6cmを除去

表面線量率（1cm） 0.56 μSv/h 0.26 μSv/h 54

表面汚染密度 341   cpm 213   cpm 38

宅地

雨どい ふき取り
表面線量率（1cm） 1.0 μSv/h 0.60 μSv/h 40

表面汚染密度 982   cpm 454   cpm 54

雨どい下の
土壌の除去

表面線量率（1cm） 1.9 μSv/h 0.65 μSv/h 66 除染後は砂利定置後
測定ホットスポット

土壌の除去 に測定
表面汚染密度 1,546  cpm 288   cpm 81

道路
アスファルト
舗装

機能回復車によ
る高圧水洗浄

空間線量率（1m） 0.43 μSv/h 0.44 μSv/h ― 高水圧（5.5MPa）洗浄
及び真空吸引を適用
（－：効果が確認できず）

表面線量率（1cm） 0.51 μSv/h 0.45 μSv/h 12
舗装 る高 水洗浄

表面汚染密度 1,130   cpm 924   cpm 18

注） ・上記各データは、以下の測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。（2012年1月10日集計）
・ 対象測定点数は、森林: 37、農地 (撹拌:5、天地返し:10、固化剤:8)、宅地(雨どい:251、ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ:5) 、道路: 32
・表面汚染密度は、鉛ブロックなどで遮へいして測定したものではありません。 6
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事後 タリ グ】

宅地周辺
エリア範囲外

森林
最大0 99μSv/h

エリア範囲外
最大1 39 S /h

【事前モニタリング】
（2011年11月24日～28日測定）

【事後モニタリング】
（2012年1月13日～19日測定）

1.2

(Sv/h)

1.2

(Sv/h)

道路
最大1.22μSv/h

宅地周辺
最大1.30μSv/h

最大1.33μSv/h
最大0.99μSv/h

宅地周辺
最大0.95μSv/h

最大1.39μSv/h
1.1

1.0

1.1

1.0

 

森林
最大1.83μSv/h

道路
最大0.92μSv/h

0.9

0.8

0.7

0.9

0.8

0.7

農地
最大0.89μSv/h

農地
最大1.02μSv/h

0.6

0.5

0.4

0.6

0.5

0.4

除染モデル実証事業の除染対象範囲 除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

0.4

 

森 林 0.47 ～ 1.83 μSv/h (平均 0.80 μSv/h ) 0.44 ～ 0.99 μSv/h (平均 0.69 μSv/h )

宅地周辺 0.44 ～ 1.30 μSv/h  (平均 0.71 μSv/h ) 0.28 ～ 0.95 μSv/h  (平均 0.55 μSv/h )

農地 0.52 ～ 1.02 μSv/h  (平均 0.71 μSv/h ) 0.20 ～ 0.89 μSv/h  (平均 0.62 μSv/h )

道 路 0.36 ～ 1.22 μSv/h  (平均 0.58 μSv/h ) 0.30 ～ 0.92 μSv/h  (平均 0.52 μSv/h )

エリア範囲外 0.40 ～ 1.33 μSv/h  (平均 0.76 μSv/h ) 0.43 ～ 1.39 μSv/h  (平均 0.75 μSv/h )

7

除去土壌等の一時保管

モニタリングポストを設置し、空間線量率を継続的に計測
地下水については、放射能濃度のモニタリングを実施

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）※

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前※※

(μSv/h)
保管後

(μSv/h)
※ 6測定点の平均値

571 185 0.74 0.58
※ 6測定点の平均値
※※ 一時保管場所の草刈り前の測定値

作業員数及び作業における平均被ばく量作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量

8

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

29 1,782 2.21

注）
2012年1月8日までの集計結果
各作業ごとの被ばく線量は現在集計中
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除染に用いた水の水量及び放射能濃度

土壌の汚染の浸透深さと土壌の放射能濃度の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリ ングの結果の集計と分析スクリーニングの結果の集計と分析

9
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富岡町における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年3月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構独立行政法人日本原子力研究開発機構
鹿島建設・日立プラントテクノロジー・三井住友建設共同企業体

概要
【対象地域；公園地区（夜の森公園周辺） 富岡第二中学校の特徴】【対象地域；公園地区（夜の森公園周辺）、富岡第二中学校の特徴】

・ 平地に位置する都市部の居住地域。

・ 森林やグラウンド等から成る公園に隣接して宅地や大型建物が混在する区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
・ 空間線量率が比較的高く除染対象も多様であることから、複数の除染方法を試行・検討したうえで効率的な除染方法を実施した。線 象 、複数 法 法 実

１） 宅地や大型建物については、高圧水洗浄やショットブラスト（表面切削）による除染を実施した。また、屋根雨どいのブラシ洗浄、

庭の下草刈り、落葉等の除去、グラウンドやテニスコートにおける表土・芝生の剥ぎ取りを実施した。

２） 公園については、重機や切削機を用いて表土の剥ぎ取りを実施しするとともに、芝生の剥ぎ取りを行った。

３） 町のシンボルである桜並木をはじめとして、樹木については、保護を念頭にブラッシングや高圧水洗浄、表土の剥ぎ取りを実施した。

【実施期間】

実施場所と実施期間
【実施場所】

４) 道路については、ショットブラストや機能回復車による除染を実施した。

＜夜の森公園周辺＞
除染実施場所面積
：約86,500m2

現場保管場＊1 面積
約9 200 2 ＊2

【実施期間】【実施場所】
11月 1月

モニタ
リング

除染作業

12月

事前
事後

公園（森林・グラウンド）

2011年 2012年
2月

作業中夜
の
森
公：約9,200m2 ＊2 

＜富岡第二中学校＞
除染実施場所面積
：約25,400m2

富岡町

除染作業

現場
保管場

整地・準備
搬入

道路・街路樹（桜並木）

除染対象範囲

現場保管場＊1

事後
事前 作業中

公
園
周
辺

富
岡

モニタ
リング

宅地・大型建物

現場保管場＊1 面積
：約12,000m2 ＊2

＊1：「除去土壌の保管に係るガイドライン」（環境省、平成23年12月）の「現場保管」に相当。 ＊2：現場保管場を設置した敷地（グラウンド）の面積。

現場保管場＊1 整地・準備
搬入

事後
岡
第
二
中

リング

除染作業

現場
保管場

校舎・体育館

プール・テニスコート
グラウンド

除染対象及び除染順序
【除染順序（夜の森公園周辺）】【除染対象（夜の森公園周辺） 】

街路樹（桜並木）
大型建物

N

【除染順序（夜の森公園周辺）】【除染対象（夜の森公園周辺） 】

① 街路樹（桜並木）

森林

②公園（森林・グラウンド）

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

森林
③ 宅地・大型建物

宅地
④ 道路

対象地境界線

道路
街路樹（桜並木）

画像©2011 Cnes/Spot Image,Digital Globe,GeoEye,地図データ©2011 
ZENRIN-

舎

【除染対象（富岡第二中学校）】 【除染順序（富岡第二中学校）】
N

④ 道路

街路樹（桜並木）
森林
宅地
大型建物等
一時保管場所

校舎 ① 校舎・体育館

② グラウンド
ﾃﾆｽｺｰﾄ

体育館

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

② グラウンド

③ プール・テニスコート
プール

1

ｸﾗｳﾝﾄ

画像©2011 Cnes/Spot Image,Digital Globe,GeoEye,地図データ©2011 
ZENRIN-

プ ル
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除染方法（１）宅地

屋根：水洗浄、ブラシ洗浄 壁：拭き取り 雨樋（縦樋）：高圧水洗浄、吸引

クリ ト土間 コンクリート土間： コンクリート土間：コンクリート土間：
高圧水洗浄

コンクリート土間：
ショットブラスト 庭：表土の剥ぎ取り

コンクリート土間：
表面研磨機

2

除染方法（２）大型建物
〈リフレ富岡〉 宿泊棟屋上：高圧水洗浄 壁：高圧水洗浄〈リフレ富岡〉 宿泊棟屋上：高圧水洗浄 壁：高圧水洗浄

除染方法（３）公園（森林・グラウンド）

森林：バックホウによる表土の剥ぎ取り
グラウンド：

森林 中低木の枝葉等の除去森林：バックホウによる表土の剥ぎ取り 切削機による表土の剥ぎ取り森林：中低木の枝葉等の除去

3
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除染方法（４）道路・街路樹（桜並木）

〈街路樹（桜並木）〉〈道路〉
幹の洗浄（水洗浄、ブラシ洗浄）

〈街路樹（桜並木）〉

排水性舗装機能回復車による高圧水洗浄

ショットブラストによる表面研削
表土の剥ぎ取り

4

除染方法（５）校舎・体育館
〈富岡第二中学校〉〈富岡第二中学校〉

校舎側溝：高圧水洗浄
屋上（多目的ホール）：

ポリッシャー洗浄
校舎側溝：堆積物除去、吸引

体育館雨樋： 高圧水洗浄、吸引 体育館側溝：堆積物除去

5
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除染方法（６）プール・テニスコート・グラウンド

グラウンド：切削機による表土の剥ぎ取り

除去土壌運搬・搬出 表面切削・積込

〈富岡第二中〉

プール：高圧水洗浄

テニスコート：

バックホウによる表土の剥ぎ取り

プール：水切りワイパー

グラウンド周囲：表土の剥ぎ取り（バックホウ、人力）

法面：
バックホウによる表土の剥ぎ取り

6

除染に使用した水及びプール水の排水処理法等
・排 水 量 ：除染に使用した水（機能回復車を用いた道路除染、水洗浄等により発生）：約 333 m３、プール水：約 408 m３

・処 理 方 法 ：無機系の凝集剤を用いた凝集沈殿法により水処理を実施。

・処 理 日 数 ：除染に使用した水；20日、プール水；9日

・放射能濃度 ：1) 除染に使用した水 処理前；約 33,000 Bq※1/kg（濁水原水）→処理後；38 Bq※1/kg（上澄水）

2) プール水 処理前； 約 440 Bq※1/kg（濁水原水）→処理後；32 Bq※1/kg（上澄水）

（除染に使用した水の放射性物質※2を99％以上 プール水の放射性物質※2を93％除去） ※１：セシウム134 137の合算値（除染に使用した水の放射性物質※2を99％以上、プール水の放射性物質※2を93％除去） ※１：セシウム134,137の合算値

※２：セシウム134,137

原水槽原水槽

フィルターフィルター
（沈殿物の回収）（沈殿物の回収）

沈殿物移送沈殿物移送

凝集剤を投入凝集剤を投入

凝集槽（沈殿物生成）凝集槽（沈殿物生成）

反応槽反応槽

（沈殿物の回収）（沈殿物の回収）

一時保管場所一時保管場所

上澄み液移送上澄み液移送

上澄み上澄み液槽液槽※※33

処理前水槽処理前水槽

カラムカラム

※3：上澄み液の時点で放射能濃度を測
定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流

〈排水処理設備〉

注）排水基準値：

7〈排水処理フロー〉

処理後水槽処理後水槽 放流放流
放射能濃度放射能濃度測定測定※※33

（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）

セシウム134：60Bq/L 、セシウム137：90Bq/L
（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1以下
となることが条件）
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対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

除染結果（１）宅地

屋根 ブラシ洗浄
表面線量率(1cm) 8.15 μSv/h 6.44 μSv/h 21 ・屋根を湿潤状態にしてブラシでこすり水を流す

方法で除染を行ったが、瓦の材質によっては、汚
染部位を除去することが困難であった。表面汚染密度 14,000 cpm 7,480 cpm 47

空間線量率(1m) 6.07 μSv/h 3.87 μSv/h 36

雨どい 高圧水洗浄 ・縦樋を高圧水洗浄することにより、表面汚染密
度及び表面線量率は半分程度に減少した。

表面線量率(1cm) 11.24 μSv/h 5.92 μSv/h 47

表面汚染密度 10,780 cpm 4,870 cpm 55

表面線量率(1cm) 3.75 μSv/h 1.98 μSv/h 47
・ウエスを用いて水拭きすることにより表面線量率
は半分程度に減少し、表面汚染密度も低減する

壁 拭き取り
は半分程度 減少し、表面汚染密度も低減する
が、ウエスなどの廃棄物が大量に生じる。

・吹付仕上げの壁などは、拭き取りによる除染が
困難な場合もある。表面汚染密度 2,250 cpm 960 cpm 57

高圧水洗浄

空間線量率(1m) 6.91 μSv/h 3.69 μSv/h 47 ・空間線量率は半分程度に減少した。

・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認
められた表面線量率(1 ) 9 71 S /h 2 41 S /h 75

宅
地

コンクリート

高圧水洗浄 められた。

・高圧水洗浄のみで高い低減効果が確認できる
箇所は限定的であった。

表面線量率(1cm) 9.71 μSv/h 2.41 μSv/h 75

表面汚染密度 13,700 cpm 3,020 cpm 78

高圧水洗浄、ブ
ラシ洗浄

空間線量率(1m) 5.89 μSv/h 2.96 μSv/h 50 ・高圧水洗浄、ブラシ洗浄の後、集じん機能付き
の表面研磨機にて表面の削り取りを実施。
・空間線量率は半分程度に減少した表面線量率(1cm) 5 84 μSv/h 2 32 μSv/h 60ンクリ ト

土間
ラシ洗浄、
表面研磨機

・空間線量率は半分程度に減少した。

・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認
められた。

表面線量率(1cm) 5.84 μSv/h 2.32 μSv/h 60

表面汚染密度 7,780 cpm 1,870 cpm 76

ショットブラスト

空間線量率(1m) 6.44 μSv/h 3.14 μSv/h 51 ・ショットブラスト（小鉄球を除染対象の表面に噴
射する方法）、端部は表面研磨機にて表面の削り
取りを実施。表面線量率(1cm) 9.84 μSv/h 2.52 μSv/h 74ショットブラスト ・空間線量率は半分程度に減少した。

・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認
められた。

表面線量率(1cm) 9.84 μSv/h 2.52 μSv/h 74

表面汚染密度 15,280 cpm 1,640 cpm 89

庭 表土剥ぎ取り

空間線量率(1m) 7.43 μSv/h 3.64 μSv/h 51 ・草刈り後にバックホウ又は人力にて表土剥ぎ取
りを実施。
空間線量率は半分程度に減少した表面線量率(1cm) 11 30 μSv/h 4 56 μSv/h 60

8

庭 表土剥ぎ取り ・空間線量率は半分程度に減少した。

・表面線量率及び表面汚染密度の低減効果が認
められた。

表面線量率(1cm) 11.30 μSv/h 4.56 μSv/h 60

表面汚染密度 9,090 cpm 3,590 cpm 61

注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）は使用しておりません。
・除染後の測定日： 2012年1月9日～2月21日

除染結果（２）大型建物（リフレ富岡）
対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

大
型
建

宿泊棟屋上 高圧水洗浄

空間線量率(1m) 3.62 μSv/h 1.93 μSv/h 47
・空間線量率は半分程度に減少した。

・表面線量率及び表面汚染密度の低減
効果が認められた。

表面線量率(1cm) 3.77 μSv/h 1.55 μSv/h 59

表面汚染密度 8,874    cpm 1,500    cpm 83
建
物

壁 高圧水洗浄
表面線量率(1cm) 4.41 μSv/h 4.34 μSv/h 2 ・壁面の表面汚染密度は除染前の時点

で低かったため、顕著な低減効果は認
められなかった。表面汚染密度※1 700    cpm 533    cpm 24

注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・※1：表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）を使用して測定した値。それ以外は遮へいして測定したものではありません。

除染結果（３）公園（森林 グラウンド）

※1：表面汚染密度の測定においてコリメ タ（鉛の遮 い体）を使用して測定した値。それ以外は遮 いして測定したものではありません。

・除染後の測定日： 2012年1月25日～1月31日

除染結果（３）公園（森林・グラウンド）
対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

落葉除去 空間線量率(1m) 10.21 μSv/h 4.03 μSv/h 61 中低木に対して枝葉等除去 高木の

公
園

森林

落葉除去、
下草刈り、

枝葉等除去、
表土剥ぎ取り、
高圧水洗浄

空間線量率( ) 10.21 μSv/h 4.03 μSv/h 61 ・中低木に対して枝葉等除去、高木の
幹に対して高圧水洗浄を実施。

・表土剥ぎ取りは人力（高木の周辺）
またはバックホウ（全体）により実施。

・空間線量率、表面線量率及び表面
汚染密度の低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 13.68 μSv/h 4.49 μSv/h 67

表面汚染密度 8,781   cpm 2,480    cpm 72
園

グラウンド
切削機による
表土剥ぎ取り

空間線量率(1m) 10.24 μSv/h 3.51 μSv/h 66 ・切削機を用いて広範囲の表土剥ぎ
取りを効率良く実施（切削機が使用で
きない端部はバックホウまたは人力に
より実施）。

・空間線量率、表面線量率及び表面
汚染密度の低減効果が認められた

表面線量率(1cm) 12.90 μSv/h 2.48 μSv/h 81

表面汚染密度 7,078 cpm 1,203 cpm 83

9

汚染密度の低減効果が認められた。表面汚染密度 7,078    cpm 1,203    cpm 83

注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）は使用しておりません。
・除染後の測定日： 2012年1月16日～2月22日
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除染結果（４）道路・街路樹（桜並木）

対象 方法 除染前 除染後
低減率

評価等対象 方法 除染前 除染後
低減率

(%)
評価等

リフレ富岡前道
路（密粒度舗装）

排水性舗装
機能回復車

空間線量率(1m) 7.08 μSv/h 4.53 μSv/h 36

・キャビテーションジェット噴射※2を
使用して3回洗浄を実施。

表面線量率(1cm) 8.91 μSv/h 4.67 μSv/h 48

道
路

使用 回洗浄を実施。

・表面汚染密度低減の効果は認め
られなかった。

・路面状態（歪曲、損耗）によって
は機能回復車と路面の間隔が開
き十分な洗浄ができなかった。

表面汚染密度 15,000    cpm 11,020    cpm 27

夜の森北１丁目
宅地西側道路

(排水性舗装)

排水性舗装
機能回復車

空間線量率(1m) 8.71 μSv/h 5.81 μSv/h 33

表面線量率(1cm) 12.41 μSv/h 8.45 μSv/h 32

(排水性舗装) 表面汚染密度 12,630    cpm 12,640    cpm ―

夜の森公園北側
道路

（密粒度舗装）

ショットブラスト

空間線量率(1m) 8.56 μSv/h 3.81 μSv/h 55
・排水性舗装機能回復車を用いた
除染よりも空間線量率、表面線量
率及び表面汚染密度の低減に高
い効果が認められた。

表面線量率(1cm) 10.59 μSv/h 3.50 μSv/h 67

表面汚染密度 14 540 5 740 61（密粒度舗装） 効果 認 れ 。
表面汚染密度 14,540    cpm 5,740    cpm 61

街

樹木
（桜の木表面）

水洗浄、
ブラシ洗浄

表面線量率(1cm) 7.69 μSv/h 5.95 μSv/h 23 ・樹木の表面の状況は個々に異な
り除染効果に大きなばらつきが
あった。

・幹表面のコケは汚染度が高い傾
向にあるためコケを除去すること

表面汚染密度※1 2,770    cpm 1,539    cpm 44

空間線量率(1m) 9 97 μSv/h 7 69 μSv/h 23
路
樹

向にあるためコケを除去すること
が重要である。

・樹木周囲の表土剥ぎ取りにより
表面線量率は半分程度に減少し、
また、表面汚染密度の低減効果が
認められた。

樹木
（桜の木周囲）

表土剥ぎ取り

空間線量率(1m) 9.97 μSv/h 7.69 μSv/h 23

表面線量率(1cm) 12.74 μSv/h 6.39 μSv/h 50

表面汚染密度※1 3,627    cpm 1,477    cpm 59

注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・※1：表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）を使用して測定した値。それ以外は遮へいして測定したものではありません。
・※2： 高速で液を噴射したときに液中に生ずる気泡が消滅するときの圧力を舗装の空隙詰まり物質の洗浄に利用する方法
・除染後の測定日：【道路】 2012年2月18日、【街路樹】 2012年1月19日～1月25日
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除染結果（５）富岡第二中学校（校舎・体育館）

対象 方法 除染前 除染後
低減率

(%)
評価等対象 方法 除染前 除染後

(%)
評価等

屋上（多目的
ホール）

水洗浄、
ポリッシャー洗浄

空間線量率(1m) 2.22 μSv/h 1.69 μSv/h 24

・表面線量率及び表面汚染密度
の低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 11.60 μSv/h 2.93 μSv/h 75

表面汚染密度 21 229 cpm 4 006 cpm 81

校
舎

表面汚染密度 21,229    cpm 4,006    cpm 81

雨樋 高圧水洗浄

空間線量率(1m) 4.47 μSv/h 1.98 μSv/h 56 ・縦樋の高圧水洗浄を実施。

・空間線量率の低減効果が認め
られた。

・表面線量率と表面汚染密度の
低減効果は認められなかった。

表面線量率(1cm) 10.47 μSv/h 10.52 μSv/h ―

表面汚染密度 11,970 cpm 10,625 cpm 11 低減効果は認められなかった。表面汚染密度 11,970    cpm 10,625    cpm 11

側溝
堆積物除去、
高圧水洗浄

空間線量率(1m) 6.78 μSv/h 2.84 μSv/h 58
・空間線量率の低減効果が認め
られた。

・表面汚染密度は半分程度に減
少した。

表面線量率(1cm) 57.21 μSv/h 47.12 μSv/h 18

表面汚染密度 17,529    cpm 9,317    cpm 47, p , p

体
育

雨樋 高圧水洗浄

空間線量率(1m) 4.11 μSv/h 1.49 μSv/h 64 ・縦樋の高圧水洗浄を実施。

・空間線量率、表面線量率及び表
面汚染密度の低減効果が認めら
れた。

表面線量率(1cm) 14.47 μSv/h 5.37 μSv/h 63

表面汚染密度 25,704    cpm 8,000    cpm 69育
館

側溝
堆積物除去、
高圧水洗浄

空間線量率(1m) 7.28 μSv/h 1.94 μSv/h 73

・空間線量率及び表面線量率の
低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 14.88 μSv/h 3.33 μSv/h 78

表面汚染密度 9,822    cpm 5,775    cpm 41

注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）は使用しておりません。
・除染後の測定日：【校舎】 2012年1月12日～2月18日、【体育館】 2012年2月18日

11

付録-60



除染結果（６）プール・テニスコート・グラウンド

対象 方法 除染前 除染後
低減率

(%)
評価等

プール（底面）
高圧水洗浄＋

空間線量率(1m) 1.98 μSv/h 0.74 μSv/h 63
・空間線量率及び表面線量率の
低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 1 92 μSv/h 0 61 μSv/h 68

プ
ー
ル

プ ル（底面）
水切りワイパー ・表面汚染密度については大きな

低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 1.92 μSv/h 0.61 μSv/h 68

表面汚染密度 8,400    cpm 250    cpm 97

プールサイド
高圧水洗浄＋
水切りワイパ

空間線量率(1m) 2.69 μSv/h 1.80 μSv/h 33
・表面線量率の低減効果が認め
られた。

表面汚染密度については大きな
表面線量率(1cm) 6.91 μSv/h 1.71 μSv/h 75プ ルサイド

水切りワイパー ・表面汚染密度については大きな
低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 6.91 μSv/h 1.71 μSv/h 75

表面汚染密度 25,100    cpm 2,386    cpm 90

グラウンド 切削機等による

空間線量率(1m) 4.78 μSv/h 1.61 μSv/h 66
・切削機を用いて広範囲の表土
剥ぎ取りを効率良く実施（切削機
が使用できない端部はバックホウ
または人力 り実施）グラウンド・

テニスコート
切削機等による
表土の剥ぎ取り

または人力により実施）。

・空間線量率及び表面線量率の
低減効果が認められた。

・表面汚染密度については大きな
低減効果が認められた。

表面線量率(1cm) 6.26 μSv/h 1.11 μSv/h 82

表面汚染密度 4,446    cpm 365    cpm 92

注） 上記各デ タは 測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです注） ・上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。
・表面汚染密度の測定においてコリメータ（鉛の遮へい体）は使用しておりません。
・除染後の測定日：【プール】 2012年2月4日～2月5日、【グラウンド・テニスコート】 2012年1月29日～2月1日
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【事前モニタリング】 【事後モニタリング】

1m高さの空間線量率（面的除染の効果） 〈夜の森公園周辺〉
【事前モ タリング】

（2011年11月26日～12月26日測定）
【事後モニタリング】

（2012年2月16日～24日測定）

森林
最大12.90μSv/h

大型建物
最大15.40μSv/h

道路
最大12.90μSv/h

公園
最大13.27μSv/h

大型建物
最大8.88μSv/h

道路
最大9.30μSv/h

公園
最大6.98μSv/h

除除
染

グラウンド
最大11.80μSv/h

森林
最大7 48μSv/h

除染モデル実証事業の
除染対象範囲

宅地周辺
最大12.90μSv/h 駐車場

最大11.70μSv/h

μ
最大7.48μSv/h

宅地周辺
最大8.12μSv/h

駐車場
最大5.22μSv/h

グラウンド
最大6.62μSv/h

除染対象範囲外
最大13 14μSv/h

除染対象範囲外
最大11.80μSv/h

事前モニタリング 事後モニタリング

森 林 6.30  ～ 12.90 μSv/h (平均 10.21 μSv/h ) 1.15 ～ 7.48 μSv/h (平均 4.03 μSv/h )

宅地周辺 4.18  ～ 12.90 μSv/h  (平均 7.94 μSv/h ) 0.92  ～ 8.12 μSv/h  (平均 4.21 μSv/h )

最大5.22μSv/h最大13.14μSv/h μ

大型建物 2.77  ～ 15.40 μSv/h  (平均 8.74 μSv/h ) 1.00  ～ 8.88 μSv/h  (平均 4.58 μSv/h )

道 路 3.34  ～ 12.90 μSv/h  (平均 8.56 μSv/h ) 2.85  ～ 9.30 μSv/h  (平均 5.17 μSv/h )

駐車場 4.93  ～ 11.70 μSv/h  (平均 8.88 μSv/h ) 1.87  ～ 5.22 μSv/h  (平均 2.85 μSv/h )

グラウンド 6.30 ～ 11.80 μSv/h (平均 10.48 μSv/h ) 1.01 ～ 6.62 μSv/h (平均 2.01 μSv/h )

13注） 上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。

グラウンド 6.30  11.80 μSv/h  (平均 10.48 μSv/h ) 1.01  6.62 μSv/h  (平均 2.01 μSv/h )

公 園 8.70  ～ 13.27 μSv/h  (平均 10.92 μSv/h ) 1.96  ～ 6.98 μSv/h  (平均 3.96 μSv/h )

エリア範囲外 5.22  ～ 13.14 μSv/h  (平均 8.14 μSv/h ) 1.00  ～ 11.80 μSv/h  (平均 7.30 μSv/h )
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果） 〈富岡第二中学校〉

【事前モニタリング】
（2011年11月29日～12月13日測定）

【事後モニタリング】
（2012年2月18日～24日測定）

除
染

除染モデル実証事業の
除染対象範囲

グラウンド
最大13.90μSv/h

グラウンド
最大2.26μSv/h

除染対象範囲外
最大15 70μSv/h

除染対象範囲外
最大7 80μSv/h

事前モニタリング 事後モニタリング

グラウンド 1.44 ～ 13.90 μSv/h  (平均 5.39 μSv/h ) 0.51 ～ 2.26 μSv/h  (平均 0.83 μSv/h )

エリア範囲外 3 49 ～ 15 70 μSv/h (平均 6 09 μSv/h ) 2 33 ～ 7 80 μSv/h (平均 4 08 μSv/h )

最大15.70μSv/h 最大7.80μSv/h

14注） 上記各データは、測定点で得られた測定値をそのまま平均したものです。

エリア範囲外 3.49 ～ 15.70 μSv/h  (平均 6.09 μSv/h ) 2.33 ～ 7.80 μSv/h  (平均 4.08 μSv/h )

除去土壌等の一時保管

富岡第二中の一時保管場所
（上部遮水シート敷設後）

耐候性フレコンバッグ（除去物）と上部遮水シートの間に遮
へい土のう（遮へい用フレコンバッグ）を設置しています。

←富岡第二中の一時保管場所
（遮へい土のうを設置中）

空間線量率及び地下水の放射能濃度に
ついては、定期的にモニタリングを実施。

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）※1

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後※2

(μSv/h) 富岡第二中の一時保管場所

※1 6測定点の平均値
※2 夜の森公園：2月28日の値、

富岡第二中：2月24日の値

(個) (ton) (μSv/h) (μSv/h)

夜の森公園 3,056 1,744 5.44 1.44

富岡第二中 1,306 1,208 2.25 0.97

の空間線量率測定

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

15

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

78 10,626 21.31

注）
2012年2月29日までの集計結果
各作業ごとの被ばく線量は現在集計中
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

各除染方法１作業単位の実施に係る作業員人工数、コストなどに係る評価

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
各除染方法１作業単位の実施に係る除去物の量と放射線量率などの評価

除染対象物の表面汚染密度と除染後の除染水の汚染濃度との関係の分析

除染に用いた水の水量及び放射能濃度

土壌の汚染の浸透深さと土壌の放射能濃度の分析

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果仮置き場の覆土（遮蔽）による線量低減効果

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染対象物の種類及び汚染の程度と、作業員の装備の汚染状況、除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト

濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の相関関係についての分析

スクリ ングの結果の集計と分析スクリーニングの結果の集計と分析

16
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大熊町役場周辺における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年2月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
独立行政法人日本原子力研究開発機構

大林組 戸田 アト クス 日立造船 アタカ大機共同企業体大林組・戸田・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域 大熊町役場周辺の特徴】【対象地域；大熊町役場周辺の特徴】
• 公共施設（役場、公民館、体育館）および住宅地が隣接する都市部の居住地域。

• 役場の周辺には、舗装された広い駐車場と、立木に囲まれた広い公園がある。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法 ン 及びポイン 】
• 空間線量が高いことから、面的な除染を基本とし、様々な除染方法を試験的に実施した。

１） 公園は表土剥ぎ取りや立木の枝打ちや樹皮洗浄、駐車場や道路、歩道は舗装の切削やブラストを実施した。

２） 宅地では、屋根の拭き取り、落葉や下草除去、立木の剪定、表土剥ぎ取りや砂利撤去・再敷設、土間やブロック塀等の高圧洗浄を

実施した

【実施場所】 【実施期間】

実施場所と実施期間
実施した。

【実施場所】 【実 期 】

事前

作業中

事後

１２月 １月１１月

２０１１年 ２０１２年

２月

モニタリング

除染実施場所と仮置場の

大型構造物

公園

道路・駐車場

宅地

造成

除染作業

1
除染実施場所面積 ：約50,000m2

仮置場面積 ：約4,200m2 

輸送ルート
造成

搬入

焼却炉設置

焼却

仮置場

除染対象及び除染順序

【除染対象】 【除染順序】

① 森 林大型建物

公 園

宅 地

駐車場

宅 地

道路・側溝道路 側溝

2
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除染方法（１）大型建造物・駐車場・道路

〈大型建造物〉

屋根・ベランダの高圧洗浄

〈大型建造物〉

手摺等での拭き取り

路面切削機による舗装切削 ウォータージェット ショットブラスト

〈駐車場・道路〉

3

除染方法（２）公園

表土剥ぎ取り芝刈り・草刈り 落葉集積

樹木の洗浄 枝打ち 苔の除去

4
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除染方法（３）宅地・歩道・側溝

〈宅地〉 屋根 壁：ふき取り屋根 壁：ふき取り〈宅地〉 屋根・壁：ふき取り屋根・壁：ふき取り

庭：草刈り、表土剥ぎ取り・砕石の敷設庭：草刈り、表土剥ぎ取り・砕石の敷設

〈歩道・側溝〉 高圧洗浄・堆積物除去高圧洗浄・堆積物除去

5

除染に使用した水の排水処理
・排 水 量 ：約４０ｍ３（主に高圧洗浄とウォータージェットを用いた大型構造物・道路除染等により発生したもの）
・処 理 方 法 ：高性能フィルター濾過（循環再利用）および凝集沈殿法により水処理を実施
・放射能濃度*1 ：①高性能フィルター濾過：処理前；７４，１００ Bq/kg→処理後； ９５ Bq/kg ⇒循環再利用⇒②凝集沈殿

②凝集沈殿：処理前； １６，４８０ Bq/kg→凝集沈殿後；検出限界値未満*2

*1：セシウム134,137の合算値 *2：検出限界値 22Bq/kg

洗浄水回収洗浄水回収
高性能フィルター高性能フィルター

循環再利循環再利
原水槽原水槽

高性能フィルタ高性能フィルタ
濾過システム濾過システム

循環再利用循環再利用

上澄み液移送上澄み液移送 保管用タンク保管用タンク
沈殿物移送沈殿物移送

凝集剤を投入凝集剤を投入

凝集槽凝集槽（沈殿物生成）（沈殿物生成）

反応槽反応槽

上澄み液移送上澄み液移送

処理前水槽処理前水槽

保管用タンク保管用タンク

一時保管場所一時保管場所
上澄み液槽上澄み液槽*3*3

〈高性能フィルター濾過システム〉

放射能濃度測定放射能濃度測定*3*3

処理前水槽処理前水槽

再処理再処理

*3：上澄み液の時点で放射能濃度を測
定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流

66〈排水処理フロー〉

注）放射性物質の排水基準値：
セシウム134：60Bq/L 、セシウム137：90Bq/L

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1以下
となることが条件）

放流放流
（予定）（予定）

放射能濃度測定放射能濃度測定*3*3

イオン濃度等測定イオン濃度等測定
（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）

処理後水槽処理後水槽
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除染結果（対象ごと）

対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

役高

水
表面線量率（1cm） 16.5 μSv/h 9.9 μSv/h 40 ・高圧洗浄機で2m x 2mを5分かけて洗浄することで表

面付着の汚染除去に一定の効果が認められた。表面汚染密度 38.8 kcpm 10.7 kcpm 72
役
場
屋
上

高
圧
洗
浄

温水 表面汚染密度 39.7 kcpm 11.1 kcpm 72

・洗浄媒体の違いやブラシ併用による表面汚染密度低
減効果に大きな差は認められなかった。

+ ナノバブル 表面汚染密度 40.1 kcpm 18.2 kcpm 55

+ 回転ブラシ 表面汚染密度 38.5 kcpm 15.0 kcpm 61

路面切削機による
舗装切削

表面線量率（1cm） 17.1 μSv/h 4.7 μSv/h 73 ・平均厚約5mmを除去することで、大きな表面線量率
低減効果が得られた。表面汚染密度 42.9 kcpm 3.7 kcpm 91

ウォータージェットに
よる

表面線量率（1cm） 15.3 μSv/h 4.8 μSv/h 69 ・圧力120MPa（max. 240MPa）への耐久性をもつ路
面・構造物に適用可能。

表 染密度
大
型
建
物

役
場
駐
車
場
（

超高圧洗浄 ・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い。表面汚染密度 39.8 kcpm 4.4 kcpm 89

鉄球
表面線量率（1cm） 18.8 μSv/h 5.9 μSv/h 69 ・鉄球の圧力への耐久性をもつ対象物に適用可能。

・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い。表面汚染密度 37.8 kcpm 2.3 kcpm 94

表面線量率（1cm） 19 5 μSv/h 6 7 μSv/h 66ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

ブ
ラ
ス
ト
処
理

砂粒
表面線量率（1cm） 19.5 μSv/h 6.7 μSv/h 66 ・砂の圧力への耐久性をもつ対象物に適用可能。

・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い。表面汚染密度 31.0 kcpm 3.4 kcpm 89

ドライアイス 表面汚染密度 38.8 kcpm 12.8 kcpm 67
・アスファルト舗装路面に対する表面汚染密度低減効
果は比較的小さかった。
・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い装

）
・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い。

重層 表面汚染密度 18.0 kcpm 7.4 kcpm 59
・アスファルト舗装路面に対する表面汚染密度低減効
果は比較的小さかった。
・路面切削機に比べて除染範囲は比較的狭い。

アスフ ルト舗装路面に対する表面汚染密度低減効

注） ・上記各データは、代表的な測定点における結果を示したものです。表面汚染密度、表面線量率は、鉛ブロックなどで遮へいして測定したものではありません。
・なお、除染後の測定結果は速報値であり、今後必要に応じて補正する可能性があります。 7

ｽｲｰﾊﾟｰ（掃き込み機） 表面汚染密度 8.1 kcpm 8.6 kcpm －
・アスファルト舗装路面に対する表面汚染密度低減効
果は認められなかった。

除染結果（対象ごと）

対象 方法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

ｺﾝｸﾘｰﾄ製のﾀﾀｷ
部や花壇の縁

剥離剤 表面汚染密度 50.0 kcpm 19.0 kcpm
62 ・剥離剤の乾燥までに時間がかかる。

23 芝のル トマ ト層*1を残し サ チ層*2を4 剥ぎ

芝刈（4cm）
表面線量率(1cm) 22.6 μSv/h 17.4 μSv/h 23 ・芝のルートマット層*1を残し、サッチ層*2を4cm剥ぎ

取っただけでは、大きな線量低減効果は得られなかっ
た。表面汚染密度 10.2 kcpm 7.1 kcpm 30

苔除去 表面線量率(1cm) 27.0 μSv/h 9.9 μSv/h 63 ・人力による作業のため時間がかかる。

公園
落葉・下草除去

表面線量率(1cm) 27.0 μSv/h 18.5 μSv/h
31 ・落葉・下草除去による線量低減はほとんど確認でき

なかった。

バックホウによる

空間線量率（1m） 18.1 μSv/h 2.6 μSv/h 86 ・平均厚約5cmを除去することで、大きな線量低減効
果が得られた。

重機（バックホウ）を搬入できる輸送経路と作業を行表面線量率（1cm） 26 9 μSv/h 2 4 μSv/h 91バックホウによる
剥ぎ取り

・重機（バックホウ）を搬入できる輸送経路と作業を行
う空間的余裕がある場所にのみ適用できる。

表面線量率（1cm） 26.9 μSv/h 2.4 μSv/h 91

表面汚染密度 15.2 kcpm 1.1 kcpm 93

屋根 拭き取り 表面汚染密度 12.5 kcpm 11.7 kcpm 6 ・人力による作業のため時間がかかる。
・表面汚染密度低減効果は比較的小さかった。

宅地

雨樋 堆積物除去 表面汚染密度 20.8 kcpm 13.7 kcpm 34

外壁 拭き取り 表面汚染密度 3.1 kcpm 1.6 kcpm 48

庭 砕石除去 表面線量率（1cm） 16.5 μSv/h 2.4 μSv/h 85
・除去した砕石・表土が除去物となる。
・人力による作業のため時間がかかる。人力による作業のため時間がかかる。

道路

側溝 堆積物除去
表面線量率（1cm） 32.3 μSv/h 3.4 μSv/h 89 ・人力による作業のため時間がかかる。

表面汚染密度 34.0 kcpm 1.95 kcpm 96

歩道 高 洗浄 線 率
・～20MPaの高圧洗浄でも路面等に密着ができれば

8

歩道 回収型高圧洗浄 表面線量率（1cm） 43.0 μSv/h 6.0 μSv/h 86
20MPaの高圧洗浄でも路面等に密着ができれば

線量低減効果が得られ適用可能。

*1 ルートマット層：芝の根が張っている層。
*2 サッチ層：枯れた芝草や刈りかすが堆積した層。目土の一部も含む。
注） ・上記各データは、代表的な測定点における結果を示したものです。表面汚染密度、表面線量率は、鉛ブロックなどで遮へいして測定したものではありません。

・なお、測定結果の値については、詳細な補正を行っていないため、今後必要に応じて補正する可能性があります。
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事後 タ グ】【事前モニタリング】
（2011年11月18日～21日測定）

【事後モニタリング】
（2012年1月8/29日、2月2/3日測定）

宅地：最大値 26.7μSv/h 宅地：最大値 8.7μSv/h

除染モデル実証事業の除染対象範囲

事前モニタリング 事後モニタリング

除染モデル実証事業の除染対象範囲

公園：最大値 33.1μSv/h 道路：最大値 43.6μSv/h 公園：最大値 16.7μSv/h 道路：最大値 13.5μSv/h

公 園 8.4 ～33.1 μSv/h (平均 19.2 μSv/h ) 2.0～16.7 μSv/h (平均 7.2 μSv/h )

宅地周辺 2.5～26.7 μSv/h  (平均 11.5 μSv/h ) 1.8～ 8.7 μSv/h  (平均 3.9 μSv/h )

駐車場・道路 5.2～43.6 μSv/h  (平均 13.8 μSv/h ) 2.0～13.5 μSv/h  (平均 5.3 μSv/h )

エリア範囲外 7.2～18.8 μSv/h  (平均 11.3 μSv/h ) 6.7～13.8 μSv/h  (平均 9.7 μSv/h )

9

除去土壌等の仮置

【底面遮水工の概要】

保護マット

保護土

浸透水集排水施設

自己修復マット
（ベントナイト）

遮水シート

保護マット

保護マット

仮置場の現況地下水集排水施設

除去土壌等の発生物量 仮置場の空間線量率（1m）※

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
（ton）

保管開始前
(μSv/h)

2/6現在 (μSv/h)

※ バックネット裏の定点での測定値
※※保護土・敷砂（50cm）によって仮置場地面からの放射線が遮へいされたことにより線量率が低減。除去物搬入

による空間線量率上昇は、ほとんど認められない。

1,665 1,130 42.2 17.4※※

作業員数及び作業における平均被ばく量
作業日数 作業員数 人 日当たりの

よる空間線量率 昇は、ほとんど認められな 。

10

作業日数
（日）

作業員数
（人日）

一人一日当たりの
平均被ばく線量（μSv/人日）

41 2,100 59

注）
2011年12月31日までの集計結果
1月末までについては現在集計中
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の分析

除染効果に影響を与える要因の分析

各除染方法に要する作業員人工数、コストなどに係る評価

◎除去物等の分析 焼却 仮置場への除去物設置・閉鎖◎除去物等の分析、焼却、仮置場への除去物設置 閉鎖
除去物の放射線量と放射能濃度の評価

焼却試験の実施とデータ収集と焼却の効果の分析

仮置場での除去物設置と記録仮置場での除去物設置と記録

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率の測定

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト濃度）の整理

作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）の集計と作業との関連性の分析

スクリーニングの結果の集計と分析

11

スクリーニングの結果の集計と分析
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大熊町夫沢地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年5月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大林組 戸 建設 ク 立造船 タカ大機共 企業体大林組・戸田建設・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域；大熊町夫沢地区の特徴】【対象地域；大熊町夫沢地区の特徴】
• 平野部に位置する農村部の居住地域。

• 宅地の前面に農地、背後に森林（針葉樹林）が広がる区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法のコンセプト及びポイント】
除染モデル実証事業の対象地域の中で、最も空間線量率が高い地域であることから、大きな除染効果が期待できる技術を全面的

に試行した。また、今後の本格除染での積極的な利用を念頭に、可燃物の焼却による減容化試験を実施した。

１） 家屋の屋根・雨樋・サッシ・壁等については、拭き取りを実施した。庭の土面については、厚さ5～10ｃｍの表土・芝の剥ぎ取りを

実施した。また、舗装面や駐車場については、切削や表層部のブラストを実施した。装 表

２） 農地については、厚さ5～10ｃｍの表土剥ぎ取りを実施した。

３） 森林については、腐葉土層及び表土除去を実施したほか、樹木の枝打ち（一部）および伐採（一部）を実施した。

４） 道路については、超高圧水（水圧約200MPa）および高圧水（水圧約10MPa）による洗浄を実施した。

仮置場 積

実施場所と実施期間
【実施期間】

仮置場面積：
約10,900 m2

除染実施場所面積：除染実施場所面積
約169,000 m2

1

除染対象・除染方法

宅地

森林

農地

道路・駐車場

道路（未舗装）

2
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除染方法（１）宅地

高所作業車による雨樋の除染高所作業車による雨樋の除染キムタオルによる屋根瓦のふき取りキムタオルによる屋根瓦のふき取り 高所作業車による雨樋の除染高所作業車による雨樋の除染キムタオルによる屋根瓦のふき取りキムタオルによる屋根瓦のふき取り

超高圧水（約200MPa）洗浄機による
インターロッキングの洗浄

超高圧水（約200MPa）洗浄機による
インターロッキングの洗浄

庭の表土剥ぎ取り庭の表土剥ぎ取り

3

除染方法（２）道路

超高圧水（約200MP ）洗浄機による超高圧水（約200MP ）洗浄機による 超高圧水（約200MP ）洗浄機による超高圧水（約200MP ）洗浄機による超高圧水（約200MPa）洗浄機による
車道の洗浄

超高圧水（約200MPa）洗浄機による
車道の洗浄

超高圧水（約200MPa）洗浄機による
歩道の洗浄

超高圧水（約200MPa）洗浄機による
歩道の洗浄

人力による側溝の清掃人力による側溝の清掃 路面清掃車による清掃路面清掃車による清掃

写真ください写真ください

4
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除染方法（３）農地

田圃の表土剥ぎ取り田圃の表土剥ぎ取り田圃の枯れ草除去田圃の枯れ草除去 田圃の表土剥ぎ取り田圃の表土剥ぎ取り田圃の枯れ草除去田圃の枯れ草除去

田圃畔法面の表土剥ぎ取り田圃畔法面の表土剥ぎ取り 水路の堆積物除去水路の堆積物除去

5

除染方法（４）森林

腐葉土層の剥ぎ取り腐葉土層の剥ぎ取り 樹木の枝打ち（地表から高さ6 *まで）樹木の枝打ち（地表から高さ6 *まで）腐葉土層の剥ぎ取り腐葉土層の剥ぎ取り 樹木の枝打ち（地表から高さ6m*まで）樹木の枝打ち（地表から高さ6m*まで）

写真ください

樹木の伐採樹木の伐採
*高所作業車やはしごを用いて安全に作業できる高さ
として設定

6
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除染結果例（対象ごと） 1/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

屋根
（釉薬瓦）

拭き取り（キムタオル）

表面線量率（1cm） 8.3 μSv/h 8.0 μSv/h 3 ・スミヤ法で測定した
場合、表面汚染密度
の低減率が大きかっ
た 他方で 直接法で

表面汚染密度
2,870 cpm

( 1 310 cpm)
3,040 cpm
( 370 cpm)

-
( 72 ) た。他方で、直接法で

測定した表面汚染密
度の低減効果はスミ
ヤ法での測定と比べ
て小さくかった。この
ことから、拭き取りに

( 1,310 cpm) ( 370 cpm) ( 72 )

屋根
（いぶし瓦）

拭き取り（キムタオル、
DK１）

表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 ( 7,860 cpm) ( 790 cpm) ( 90 )

屋根 表面線量率（1cm） - - -
よって、除去可能な放
射性物質のほとんど
を除去できたと考えら
れる。
※スミヤ法による測
定では、対象物表面

屋根
（金属・トタン）

拭き取り（キムタオル）
表面汚染密度 ( 8,170 cpm) ( 1,190 cpm) ( 85 )

雨樋
（塩ビ）

拭き取り（キムタオル、
DK１）

表面線量率（1cm） 8.7 μSv/h 8.6 μSv/h 1

表面汚染密度 ( 10,300 cpm) ( 780 cpm) ( 92 )

宅地 建物

定では、対象物表面
の放射性物質のうち、
拭き取りで除去可能
な放射性物質に起因
する表面汚染密度を
測定する。一方、直
接法では 拭き取りで

雨樋
（金属）

拭き取り（キムタオル）
表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 ( 8,240 cpm) ( 590 cpm) ( 93 )

外壁
デ グ

拭き取り（DK1）
表面線量率（1cm） - - -

接法では、拭き取りで
除去可能なものおよ
び除去できないもの
の両方を測定できる。

・屋根および雨樋に

（サイディング）
拭き取り（DK1）

表面汚染密度 ( 800 cpm) ( 300 cpm) ( 62 )

窓ガラス 拭き取り（キムタオル）
表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 2,320 cpm 2,030 cpm 13

ついては、材質間で
除染効果に有意な差
は認められない。

アルミサッシ
拭き取り（キムタオル、
DK１）

表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 16,300 cpm 3,700 cpm 77

網戸
拭き取り（キムタオル、
DK１）

表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 (6 140 cpm) (660 cpm) ( 89 )

7
・斜字は、鉛ブロックなどで遮へいをし、周囲の影響をできるだけ排除して測定したデータです。
・（ ）書きは、ろ紙で測定対象物の表面を拭き取り、ろ紙の表面汚染密度を測定したデータ（スミヤ法）です。
・バックグラウンド補正はしていません。

DK１） 表面汚染密度 (6,140 cpm) (660 cpm) ( 89 )

ＤＫ１：特殊繊維製の多機能除染用ウエス商品の一種

除染結果例（対象ごと） 2/5
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

土間
（コンクリート）

超高圧水洗浄
（約200MPa）

表面線量率（1cm） 15.9 μSv/h 14.2 μSv/h 11 ・舗装面の超高圧水切
削では、一定の表面汚
染密度低減効果が認め
られた。

表面汚染密度 17,600  cpm 11,000 cpm 37

駐車場 超高圧水洗浄 表面線量率（1cm） 20.1 μSv/h 7.7 μSv/h 62駐車場
（アスファルト）

超高圧水洗浄
（約200MPa）

表面線量率（1cm） 20.1 μSv/h 7.7 μSv/h 62

表面汚染密度 41,700 cpm 10,700 cpm 74

側溝 堆積物除去
表面線量率（1cm） 61 μSv/h 59 μSv/h 4 ・側溝の堆積物除去では、

一定の表面汚染密度低
減効果が認められた。表面汚染密度 20,500 cpm 11,300 cpm 45

草地
肩掛け式草刈り機による
草刈り

表面線量率（1cm） 61 μSv/h 63 μSv/h - ・草刈りによる表面線量
率および表面汚染密度
の低減効果はほとんど
認められなかった。

表面汚染密度 33,500 cpm 31,400 cpm 6

植栽 トリマーによる剪定
表面線量率（1cm） 61 μSv/h 59 μSv/h 5

宅地
建物
周り

表面汚染密度 49,900 cpm 52,000 cpm -

芝地
芝・土の人力による剥ぎ
取り

表面線量率（1cm） 58 μSv/h 43 μSv/h 27 ・芝地・表土・砂利の剥ぎ
取りでは、一定の表面汚
染密度低減効果が認め
られた。

表面汚染密度 52,000 cpm 33,100 cpm 36

ぎ 表面線量率（1cm） 18 2 μSv/h 13 1 μSv/h 28
・人力で表土を剥ぎ取る
場合、残っている下草の
根にスコップ等が引っ掛
かって土がこぼれやす
かったため、低減率がや
や低くなったと考えられ

表土
人力による剥ぎ取り
（5～8ｃｍ）

表面線量率（1cm） 18.2 μSv/h 13.1 μSv/h 28

表面汚染密度 16,500 cpm 12,400 cpm 25

ビニールハウス
人力によるハウス内の表
土剥ぎ取り（5ｃｍ）

表面線量率（1cm） 9.7 μSv/h 4.4 μSv/h 55

表面汚染密度 6,430 cpm 2,170 cpm 66
や低くなったと考えられ
る。一方、ビニールハウ
ス内は下草の影響が少
なく庭の表土剥ぎ取りよ
りは高い除染効果が得
られた。

砂利
バックホウおよび人力に
よる砂利の剥ぎ取り
（5ｃｍ）

表面線量率（1cm） 20.5 μSv/h 13.5 μSv/h 34

表面汚染密度 14,800 cpm 6,300 cpm 58

8

砂利
コンクリートミキサーによ
る砂利の洗浄

表面線量率（1cm） - - - ・砂利の洗浄による表面
汚染密度低減効果は低
かった。表面汚染密度 25,000 cpm 21,300 cpm 15

・斜字は、鉛ブロックなどで遮へいをし、周囲の影響をできるだけ排除して測定したデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。
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除染結果例（対象ごと） 3/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

車道
・

歩道

舗装
（アスファルト）

超高圧水洗浄
（約200MPa）

表面線量率（1cm） 18.2 μSv/h 4.1 μSv/h 78 ・舗装面の超高圧水切
削では、高い表面汚染
密度低減効果が認めら

表面汚染密度 45 800 7 100 85歩道
（アスファルト） （約200MPa） 密度低減効果が認めら

れた。
表面汚染密度 45,800 cpm 7,100 cpm 85

車道

舗装
（アスファルト）

高圧水洗浄
（約10MPa）

表面線量率（1cm） 34.8 μSv/h 22.6 μSv/h 35 ・舗装面の高圧水洗浄で
は一定の表面汚染密度
低減効果が認められた。表面汚染密度 89,200 cpm 42,900 cpm 52

道路

車道

舗装
（アスファルト）

路面清掃車による清掃

表面線量率（1cm） 38.0 μSv/h 37.1 μSv/h 2 ・舗装面の路面清掃者に
よる表面汚染密度低減
効果は限定的だった。表面汚染密度 63,500 cpm 50,300 cpm 21

表面線量率（1cm） 35 9 μSv/h 5 5 μSv/h 85 ・砂利の剥ぎ取りでは、

車道

未舗装
（砂利）

バックホウによる剥ぎ取
り（3ｃｍ）

表面線量率（1cm） 35.9 μSv/h 5.5 μSv/h 85
高い表面汚染密度低減
効果が認められた。表面汚染密度 36,400 cpm 2,750 cpm 92

未舗装
（砂利）

人力による剥ぎ取り
（3ｃｍ）

表面線量率（1cm） - - -

車道 （砂利） （3ｃｍ）
表面汚染密度 21,500 cpm 1,580 cpm 93

未舗装
（砂利）

砂利敷き
（3ｃｍ）

表面線量率（1cm） 14.8 μSv/h 9.0 μSv/h 39 ・砂利敷きでは、遮へい
による高い表面汚染密
度の低減効果が認めら
れた。

表面汚染密度 8,850 cpm 2,650 cpm 70
れた。

・斜字は、鉛ブロックなどで遮へいをし、周囲の影響をできるだけ排除して測定したデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

9

除染結果例（対象ごと） 4/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

耕作面
肩掛け式草刈り機による
草刈り

表面線量率（1cm） 84 μSv/h 53 μSv/h 37 ・草刈りによる表面線量
率および表面汚染密度
の低減効果はほとんど表面汚染密度 38 300 cpm 35 700 cpm 7

田

認められなかった。

・バックホウによる表土
剥ぎ取りでは、高い表面
汚染密度低減効果が認
められた

表面汚染密度 38,300 cpm 35,700 cpm 7

耕作面
トラクター装着型草刈り
機による草刈り

表面線量率（1cm） 82 μSv/h 78 μSv/h 5

表面汚染密度 45,400 cpm 44,800 cpm 1

農

められた。

耕作面
バックホウによる表土剥
ぎ取り（5ｃｍ）

表面線量率（1cm） 25.9 μSv/h 4.1 μSv/h 84

表面汚染密度 18,100 cpm 1,990 cpm 89

法
バックホウによる表土剥

表面線量率（1cm） 28.6 μSv/h 9.4 μSv/h 67
農地 法面

バックホウによる表土剥
ぎ取り（5～10ｃｍ）

表面汚染密度 17,400 cpm 2,920 cpm 84

耕作面
肩掛け式草刈り機による
草刈り

表面線量率（1cm） 74 μSv/h 70 μSv/h 6

表面汚染密度 31 200 cpm 30 700 cpm 2

畑

表面汚染密度 31,200 cpm 30,700 cpm 2

耕作面
トラクター装着型草刈り
機による草刈り

表面線量率（1cm） 76 μSv/h 75 μSv/h 2

表面汚染密度 29,400 cpm 36,300 cpm -

耕作面
バックホウによる表土剥
ぎ取り（5ｃｍ）

表面線量率（1cm） 21.5 μSv/h 4.4 μSv/h 80

表面汚染密度 13,700 cpm 2,580 cpm 81

・斜字は 鉛ブロックなどで遮へいをし 周囲の影響をできるだけ排除して測定したデータです。

10

斜字は、鉛ブロックなどで遮へいをし、周囲の影響をできるだけ排除して測定したデ タです。
・バックグラウンド補正はしていません。
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除染結果例（対象ごと） 5/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

肩掛け式草刈り機によ
る下草刈り

表面線量率（1cm） 118 μSv/h 108 μSv/h 8 ・草刈りによる表面線量
率低減効果は低かった。

表面汚染密度 73,000 cpm 75,000 cpm -

常緑樹林

p p

バックホウによる腐葉
土層・表土の剥ぎ取り
（10cm）

表面線量率（1cm） 95 μSv/h 34.6 μSv/h 64 ・バックホウによる針葉
樹林の腐葉土層除去で
は一定の表面汚染密度
低減効果が認められた。

表面汚染密度 36,000 cpm 12,400 cpm 66

常緑樹林 枝打ち は
チェーンソー・高所作業
車による枝打ち

表面線量率（1cm） 33.9 μSv/h 36.3 μSv/h - ・常緑樹林の枝打ちでは、
表面線量率低減効果は
ほとんど認められなかっ
た。また、伐採による表
面線量率低減効果も低
かった。

表面汚染密度 - - -

チェーンソーによる伐採
表面線量率（1cm） 35.0 μSv/h 31.5 μSv/h 10

森林

かった。
（林縁～10m）

表面汚染密度 - - -

肩掛け式草刈り機によ
る下草刈り

表面線量率（1cm） 160 μSv/h 138 μSv/h 14 ・草刈りによる表面線量
率低減効果は低かった。

表面汚染密度 57 600 cpm 51 800 cpm 10

竹林

表面汚染密度 57,600 cpm 51,800 cpm 10

バキュームによる腐葉
土層・表土の剥ぎ取り
（10cm）

表面線量率（1cm） 97 μSv/h 72 μSv/h 26
・バキュームによる竹林
の腐葉土層除去では、
一定の表面汚染密度低
減効果が認められた。（10cm） 減効果が認められた。

表面汚染密度 34,000 cpm 28,000 cpm 19

チェーンソーによる竹林
の間伐（10%程度）

表面線量率（1cm） 138 μSv/h 105 μSv/h 24 ・竹林の間伐では、一定
の表面線量率低減効果
が認められた。表面汚染密度 - - -

11

表面汚染密度

・斜字は、鉛ブロックなどで遮へいをし、周囲の影響をできるだけ排除して測定したデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】
（2011年12月2日～12月5日測定）

【事後モニタリング】
（2012年4月18日～2012年4月25日）

事前モニタリング 事後モニタリング

森林 113.9 ～ 159.6 μSv/h (平均 136.8 μSv/h ) 60.9 ～ 65.4 μSv/h (平均 63.1 μSv/h )

農地 40.1 ～ 83.0 μSv/h (平均 62.4 μSv/h ) 5.7 ～ 33.2 μSv/h (平均 12.4 μSv/h )

宅地 45.5 ～ 63.2 μSv/h (平均 55.3 μSv/h ) 10.0 ～ 23.8 μSv/h (平均 14.5 μSv/h )

道路 41.5 ～ 84.0 μSv/h (平均 55.2 μSv/h ) 5.9 ～ 45.5 μSv/h (平均 17.3 μSv/h )

道路（未舗装） 80 9 ～ 159 0 μSv/h (平均 112 5 μSv/h ) 31 5 ～ 128 5 μSv/h (平均 76 4 μSv/h )

12上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

道路（未舗装） 80.9 159.0 μSv/h (平均 112.5 μSv/h ) 31.5 128.5 μSv/h (平均 76.4 μSv/h )

エリア範囲外 23.58 ～ 133.0 μSv/h (平均 65.3 μSv/h ) 15.1 ～ 146.3 μSv/h (平均 51.8 μSv/h )
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○試験目的

森林伐採試験
下草～伐採エリア○試験目的

・針葉樹林の下草、落葉を片付け、腐葉土層、表土剥ぎ取り後、樹木の
枝を地上６ｍの高さまで切り落とし、樹木を全て伐採する４段階で線量
を測定し、除染効果を確認する。

・樹木の葉、枝、樹皮、幹の放射性物質濃度を確認する（現在分析中）。
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【林縁部近傍（A-1,11）および林縁部から20～40m程度離れた地点（A-7,12,13）】
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13樹木の伐採チェンソーによる切断

時間（月日）

森林外部の牧草地上ではいずれの測点（Ａ－１からＡ－２１）においても、森
林内部の表土剥ぎ取り、枝打ちおよび伐採による空間線量率低減効果は
ほとんど認められなかった。

可燃物の焼却試験

小型焼却炉による焼却小型焼却炉による焼却
フレキシブルコンテナバック
30袋分（約30m3)の可燃物

フレキシブルコンテナバック
0.5袋分（約0.5m3)の焼却灰に減容

処理能力：約50 kg／時、焼却温度：800℃、試験時間：5時間／日

測定対象物・位置 放射性セシウム濃度

減容率：平均98.5 %
焼却した可燃物・焼却灰・排ガス中の放射性セシウム濃度分析結果

焼却炉近傍（およそ10ｍ離れた測点で計測）での

焼却した可燃物 45,000 ～ 723,000  Bq/kg

焼却灰 443,000 ～ 2,048,000  Bq/kg

焼却飛灰 289 000 ～ 2 380 000 Bq/kg

空間線量率の時間的変化

焼却飛灰 289,000 ～ 2,380,000  Bq/kg

排ガス（バグフィルター出口） 検出限界値*未満～ 1.40   Bq/m3

排ガス（HEPAフィルター出口） 検出限界値*未満～ 0.30   Bq/m3

14

*検出限界値：0.23 ～ 0.78 Bq/m3

注）特定廃棄物を焼却等により処分する際の排ガス中の放射性物質濃度基準値：
セシウム134： 20 Bq/m3、セシウム137： 30 Bq/m3

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1以下となることが条件）
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除染に使用した水の排水処理

・排 水 量 ： 約40ｍ３（主に超高圧水洗浄を用いた道路等の舗装面除染により発生したもの）
・処 理 方 法 ： 凝集沈殿法による水処理
・放射能濃度*1： 凝集沈殿処理前；6,700 Bq/kg → 凝集沈殿後；検出限界値*2未満（1/8採取試料の分析結果）

*1：セシウム134 137の合算値 *2：検出限界値 22 Bq/kg*1：セシウム134,137の合算値 *2：検出限界値 22 Bq/kg

注）放射性物質の排水基準値：
セシウム134： 60 Bq/L
セシウム137： 90 Bq/L

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1

洗浄水回収洗浄水回収

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1
以下となることが条件）

凝集剤を投入凝集剤を投入

原水槽原水槽

反応槽反応槽

上澄み液移送上澄み液移送 保管用タンク保管用タンク
沈殿物移送沈殿物移送凝集槽凝集槽（沈殿物生成）（沈殿物生成）

上澄み液槽上澄み液槽*3*3

処理前水槽処理前水槽

一時保管場所一時保管場所

*3：上澄み液の時点で放射能濃度を測
定して排水基準値以下の場合はカラム

上澄み液槽上澄み液槽 33

〈凝集沈殿法による水処理システム〉
放流放流

放射能濃度測定放射能濃度測定*3*3

イオン濃度等測定イオン濃度等測定処理後水槽処理後水槽

再処理再処理

定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流

15
〈排水処理フロー〉

（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）

除去土壌等の仮置き

ガス抜管

浸出水ポンプピット覆土

浸透水集排水施設地下水集排水施設
保護土

保管場所標識境界囲い
（フェンス等）

●不燃物・可燃物分離
●遮へい：覆土
●遮水シート（内外に不織布）による遮水
●集水管・枡による除去物からの浸出水回収

地下水集排水施設

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前※1

(μSv/h)
保管後※2 

(μSv/h)

約15,000
役場周辺分：約 2,000
夫沢地区分：約13,000

約11,000
役場周辺分：約 1,000
夫沢地区分：約10,000

30.0 5.6
※1）2011年12月13日計測（造成前）
※2）2012年4月26日計測（保護マット上で計測値）

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数※１ 作業員数※１ 一人一日当たりの
均被ばく線量※２ ※１）2012年4月20日現在

16

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量※２

（μSv/人日）

108 8,346 約90

※１）2012年4月20日現在
※２）2012年3月31日までの個人被ばく線量計による集計
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析

 除染効果（除去率など）の分析除染効果（除去率な ）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 他地点の除染結果との比較 他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査

 除去物 量と放射線量率など 評価 除去物の量と放射線量率などの評価

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査

 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

17
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楢葉町上繁岡地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年4月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大林組 戸 建設 ク 立造船 タカ大機共 企業体大林組・戸田建設・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域 楢葉町上繁岡地区の特徴】【対象地域；楢葉町上繁岡地区の特徴】
• 平地に位置する農村部の居住地域。

• 宅地の前面に農地、背後に森林を抱える区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量が楢葉町の中でも比較的高い区域であることから、面的な除染による空間線量率の低減を図る中で、効率的な作業方法

及び除去物の減容化について検討・実施した。

１） 宅地及び大型建造物については、建屋の現状（材質や震災被災状況等）を考慮し、できるだけ水を用いない拭き取りやブラッシ

ングといった除染方法を選定して実施したングといった除染方法を選定して実施した。

２） 農地については、表土剥ぎ取りを基本とするとともに、汚染土壌の減容化試験を実施した。

３） 森林については、対象地域の傾斜地形を考慮し、落葉・リター層除去を実施した。

実施場所と実施期間
【実施期間】

上繁岡地区森林 繁岡森林
農地
宅地
大型建造物
道路

1除染実施場所面積：約40,300 m2 仮置場面積：約2,800 m2

除染対象及び除染方法

宅地

大型構造物

森林森林

農地

公園・グラウンド

道路・駐車場

2
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除染方法（１）宅地・大型構造物・道路1/2

宅地：人力による屋根の拭き取り宅地：人力による屋根の拭き取り 宅地：人力による雨樋の堆積物除去宅地：人力による雨樋の堆積物除去

宅地：人力による土壁の拭き取り宅地：人力による土壁の拭き取り 宅地：カップブラシ*による石畳の削り取り宅地：カップブラシ*による石畳の削り取り

3

*回転しながら表面を研磨する装置

除染方法（２）宅地・大型構造物・道路2/2

宅地：サンドブラストによる石畳の削り取り宅地：サンドブラストによる石畳の削り取り 大型建物：高圧洗浄による屋上清掃大型建物：高圧洗浄による屋上清掃

道路：路面清掃車による清掃道路：路面清掃車による清掃道路：乗用スイーパーによる清掃道路：乗用スイーパーによる清掃

4
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除染方法（３）森林・農地

森林：人力による落葉等除去森林：人力による落葉等除去 農地：機械による表土剥ぎ取り農地：機械による表土剥ぎ取り

農地：人力による拭き取り（ビニールハウス）農地：人力による拭き取り（ビニールハウス）農地：人力による表土剥ぎ取り農地：人力による表土剥ぎ取り

5

スキャンソートを用いた汚染土壌の分別試験
【スキャンソートの概要】 土壌分別試験結果例【スキャンソートの概要】
・除去土壌に含まれる放射性物質の濃度を連続的に測定
し、設定値以上の土壌と設定値未満の土壌とに分別す
るシステム。

土壌分別試験結果例
（剥ぎ取り厚さ： 0～10 cm）

設定値
(Bq/kg)

撹拌 処理
土壌量

設定値未満
土壌量

割合

・設定値未満の土壌を元の土地に戻すことで、除去土壌
を減らすことが可能。

・米国の砂質土壌への適用例しかないため、日本の田圃
のような粘土質土壌への適用可能性を検討した

(Bq/kg) 土壌量 土壌量

2,000 なし 9.7 t 0.1 t 1 %

4,000 2.3 t 1.0 t 45 %
のような粘土質土壌への適用可能性を検討した。

【結果と評価】
・土壌の撹拌・希釈を極力避けてスキャンソートで処理

4,500 6.6 t 4.0 t 61 %

5,000 6.8 t 6.8 t 100 %

4 000 ありした場合(青字)、設定値とともに設定値未満の土壌量
が増加し、効果的に土壌を分別できることが分かった。

・土壌が撹拌・希釈された場合(黒字)、ほとんど分別で
きず 効果は確認できなかった

4,000 あり 6.0 t 0.4 t 7 %

4,500 8.2 t 0.0 t 0 %

きず、効果は確認できなかった。
→ 撹拌・希釈を避ければ、粘土質土壌へも適用可能

ベルトコンベア 検出装置投入部 設定値未満の土壌ふるい
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除染結果例（対象ごと）1/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

乾拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.45 μSv/h 1.37 μSv/h 6 ・屋根に対する各種拭き

取りによる表面汚染密度
低減効果については、比
較的小さか た

表面汚染密度 920 cpm 840 cpm 9

屋根
（本瓦）

較的小さかった。

水拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.67 μSv/h 1.62 μSv/h 3

表面汚染密度 960 cpm 1,000 cpm -

乾拭き（化学ぞうきん）
表面線量率（1cm） 1.62 μSv/h 1.57 μSv/h 3

表 密度表面汚染密度 960 cpm 940 cpm 2

乾拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 2.20 μSv/h 2.25 μSv/h -

表面汚染密度 220 cpm 270 cpm -

表面線量率（1cm） 1 61 μSv/h 1 56 μSv/h 3
宅地

・
大型

建造物

建物

屋根
（セメント瓦）

水拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.61 μSv/h 1.56 μSv/h 3

表面汚染密度 200 cpm 330 cpm -

乾拭き（化学ぞうきん）
表面線量率（1cm） 1.69 μSv/h 1.61 μSv/h 5

表面汚染密度 340 cpm 310 cpm 9表面汚染密度 p p

屋根

乾拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.83 μSv/h 2.17 μSv/h -

表面汚染密度 1,900 cpm 2,000 cpm -

水拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.99 μSv/h 2.24 μSv/h -屋根

（トタン）
水拭き（布ウエス）

表面汚染密度 3,300 cpm 3,380 cpm -

乾拭き（化学ぞうきん）
表面線量率（1cm） 2.01 μSv/h 2.43 μSv/h -

表面汚染密度 2,580 cpm 2,320 cpm 10

7・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

屋根
（コンクリート）

高圧洗浄（5MPa）
表面線量率（1cm） 3.21 μSv/h 2.58 μSv/h 20

表面汚染密度 5,670 cpm 7,060 cpm -

除染結果例（対象ごと）2/5

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

堆積物除去

表面線量率（1cm） 6.90 μSv/h 1.82 μSv/h 74 ・雨樋の堆積物除去・拭き
取りによる表面汚染密度
低減効果については、比表面汚染密度 10 170 cpm 1 570 cpm 85

雨樋

低減効果 、比
較的大きかった。

表面汚染密度 10,170 cpm 1,570 cpm 85

堆積物除去、拭き取り

表面線量率（1cm） 10.80 μSv/h 1.76 μSv/h 84

表面汚染密度 8,170 cpm 1,630 cpm 80

外壁

乾拭き（布ウエス）

表面線量率（1cm） 1.35 μSv/h 1.27 μSv/h 6 ・外壁に対する各種拭き
取りによる表面汚染密度
低減効果については、比
較的小さかった。

表面汚染密度 500 cpm 540 cpm -

表面線量率（1cm） 1.69 μSv/h 1.65 μSv/h 2

宅地
・

大型
建造物

建物

外壁
（土壁）

水拭き（布ウエス）

表面線量率（ ） μ μ

表面汚染密度 620 cpm 580 cpm 6

乾拭き（化学ぞうきん）

表面線量率（1cm） 1.37 μSv/h 1.30 μSv/h 5

表面汚染密度 540 cpm 520 cpm 4

乾拭き（布ウエス）

表面線量率（1cm） 1.38 μSv/h 1.53 μSv/h -

表面汚染密度 540 cpm 540 cpm -

外壁
（板壁）

水拭き（布ウエス）

表面線量率（1cm） 1.32 μSv/h 1.12 μSv/h 15

表面汚染密度 500 cpm 520 cpm -

表面線量率（1 ） 1 24 S /h 1 10 S /h 11

8・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

乾拭き（化学ぞうきん）

表面線量率（1cm） 1.24 μSv/h 1.10 μSv/h 11

表面汚染密度 460 cpm 500 cpm -
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除染結果例（対象ごと）3/5

対 象 方 法 除染前 除染後
低減率

(%)
評価等

乾拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.19 μSv/h 1.13 μSv/h 5 ・窓、窓枠、シャッターに対

する各種拭き取りによる
表面汚染密度低減効果に表面汚染密度 300 cpm 290 cpm 3

窓

表面汚染密度低減効果に
ついては、比較的小さ
かった。

表面汚染密度 300 cpm 290 cpm 3

水拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.15 μSv/h 1.16 μSv/h -

表面汚染密度 650 cpm 630 cpm 3

水拭き（紙ウエス）
表面線量率（1cm） 0.79 μSv/h 0.87 μSv/h -

水拭き（紙ウエス）
表面汚染密度 390 cpm 360 cpm 8

窓枠

乾拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.87 μSv/h 1.86 μSv/h 1

表面汚染密度 620 cpm 540 cpm 13

宅地
・

大型
建造物

建物

窓枠
（サッシ）

水拭き（布ウエス）
表面線量率（1cm） 1.84 μSv/h 1.87 μSv/h -

表面汚染密度 680 cpm 720 cpm -

水拭き（紙ウエス）
表面線量率（1cm） 1.73 μSv/h 1.72 μSv/h 1

表面汚染密度 600 cpm 620 cpm表面汚染密度 600 cpm 620 cpm -

シャッター
（金属）

水拭き（紙ウエス）
表面線量率（1cm） 1.20 μSv/h 1.18 μSv/h 2

表面汚染密度 610 cpm 580 cpm 5

表面線量率（1cm） 3.32 μSv/h 3.00 μSv/h 10 ・土間に対しては、サンド

土間
（コンクリート）

剥離剤塗布
表 μ μ

ブラスト、ワイヤーブラシ
清掃により、一定の表面
汚染密度低減効果が認
められた。

表面汚染密度 13,040 cpm 12,710 cpm 3

サンドブラスト
表面線量率（1cm） 3.00 μSv/h 2.81 μSv/h 6

表面汚染密度 12,710 cpm 8,810 cpm 31

9・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

ワイヤーブラシによる清掃
表面線量率（1cm） 4.66 μSv/h 4.25 μSv/h 9

表面汚染密度 8,040 cpm 6,210 cpm 23

除染結果例（対象ごと）4/5
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

石畳

カップブラシ*による清掃

*回転しながら表面を研磨する
装置

表面線量率（1cm） 2.30 μSv/h 1.77 μSv/h 23 ・石畳に対しては、カップ
ブラシ清掃、サンドブラス
トにより、一定の表面汚染
密度低減効果が認められ
た

表面汚染密度 4,540 cpm 3,470 cpm 24

庭

石畳 た。

サンドブラスト
表面線量率（1cm） 1.92 μSv/h 1.26 μSv/h 34

表面汚染密度 4,990 cpm 1,520 cpm 70

表面線量率（1cm） 3 72 μSv/h 1 03 μSv/h 72 ・芝地に対しては 芝・表

宅地
・

大型
建造物

芝地
芝の剥ぎ取り、表土の剥
ぎ取り（機械）

表面線量率（1cm） 3.72 μSv/h 1.03 μSv/h 72 芝地に対しては、芝 表
土の剥ぎ取りにより、高い
表面汚染密度低減効果
が認められた。

表面汚染密度 1,650 cpm 530 cpm 68

アスファルト
舗装

乗用スイーパーによる乾
表面線量率（1cm） 2.05 μSv/h 1.87 μSv/h 9 ・路面清掃車、乗用スイー

パーによるアスファルト舗

駐車場

舗装
（密粒）

乗用 イ よる乾
式清掃

パ によるアスファルト舗
装面に対する表面汚染密
度低減効果はほとんど認
められなかった。

表面汚染密度 2,240 cpm 1,990 cpm 11

ト

路面清掃車による乾式
清掃（5回走行）

表面線量率（1cm） 3.24 μSv/h 3.03 μSv/h 6

表面汚染密度 4 820 cpm 4 850 cpm -アスファルト
舗装

（ポーラス）

表面汚染密度 4,820 cpm 4,850 cpm -

路面清掃車による乾式
清掃（（10回走行）

表面線量率（1cm） 3.24 μSv/h 3.19 μSv/h 2

表面汚染密度 4,820 cpm 4,160 cpm 14

道路 車道

アスファルト
舗装

路面清掃車による乾式
清掃

表面線量率（1cm） 3.30 μSv/h 3.45 μSv/h -

表面汚染密度 4,790 cpm 4,610 cpm 4

表面線量率（1cm） 3 35 μSv/h 1 00 μSv/h 70 ・側溝に対しては、堆積物

10・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

側溝
側溝清掃、堆積物除去
（人力）

表面線量率（1cm） 3.35 μSv/h 1.00 μSv/h 70 側溝に対しては、堆積物
除去により、高い表面汚
染密度低減効果が認めら
れた。

表面汚染密度 5,180 cpm 1,160 cpm 78
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除染結果例（対象ごと）5/5

対 象 方 法 除染前 除染後
低減率

(%)
評価等

下草刈り 2cmのリタ
表面線量率（1cm） 4.12 μSv/h 3.31 μSv/h 20

・森林に対しては、リター
層の除去により、一定の

森林 混合林 草、リター
下草刈り、2cmのリター
層除去

層 除去 り、 定
表面線量率・表面汚染密
度低減効果が認められた。表面汚染密度 2,980 cpm 2,540 cpm 15

表面線量率（1cm） 3.10 μSv/h 2.83 μSv/h 9
・農地に対しては、表土の
剥ぎ取りにより、高い表面

耕作地

下草刈り
剥ぎ取り り、高 表面
汚染密度低減効果が認
められた。表面汚染密度 1,460 cpm 1,700 cpm -

下草刈り 5cmの表土剥
表面線量率（1cm） 2.47 μSv/h 0.75 μSv/h 70

田
耕作地
（土壌）

下草刈り、5cmの表土剥
ぎ取り（機械）

表面汚染密度 1,090 cpm 340 cpm 69

下草刈り 10cmの表土
表面線量率（1cm） 2.47 μSv/h 0.43 μSv/h 83

農地
下草刈り、10cmの表土
剥ぎ取り（機械）

表面汚染密度 1,090 cpm 230 cpm 79

耕作地 下草刈り 5cmの表土剥
表面線量率（1cm） 3.45 μSv/h 0.82 μSv/h 76

畑
耕作地
（土壌）

下草刈り、5cmの表土剥
ぎ取り（人力）

表面汚染密度 1,620 cpm 400 cpm 75

ビニ ルハウス
表面線量率（1cm） - μSv/h - μSv/h -

果樹園
ビニールハウス

（ビニール）
水拭き（紙タオル）

表面汚染密度 1,200 cpm 400  cpm 67

11・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

【事後モ タリング】【事前モニタリング】

1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事後モニタリング】
（2012年3月24日～4月6日測定）

【事前モニタリング】
（2011年12月8日～12月13日測定）

除染モデル実証事業の除染対象範囲

測定値＜1.0μSv/h測定値 μ
1.0μSv/h≦測定値 ＜1.5μSv/h
1.5μSv/h≦測定値＜2.0μSv/h
2.0μSv/h≦測定値＜2.5μSv/h
2.5μSv/h≦測定値＜3.0μSv/h
3 0μSv/h≦測定値

事前モニタリング 事後モニタリング

宅地 1.18 ～ 3.84  μSv/h (平均 2.13 μSv/h ) 1.07 ～ 1.71  μSv/h (平均 1.42 μSv/h )

3.0μSv/h≦測定値

大型建造物 1.46 ～ 2.82  μSv/h (平均 2.08 μSv/h ) 0.49 ～ 2.21  μSv/h (平均 1.45 μSv/h )

道路 1.50 ～ 2.95  μSv/h (平均 2.18 μSv/h ) 1.23 ～ 2.45  μSv/h (平均 1.64 μSv/h )

森林 2.20 ～ 2.63 μSv/h (平均 2.42 μSv/h ) 1.86 ～ 1.96 μSv/h (平均 1.91 μSv/h )

12上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

農地 1.89 ～ 4.70 μSv/h (平均 2.43 μSv/h ) 0.46 ～ 2.41 μSv/h (平均 1.36 μSv/h )

エリア範囲外 1.44 ～ 2.99  μSv/h (平均 2.06 μSv/h ) 1.28 ～ 2.23  μSv/h (平均 1.83 μSv/h )
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除去土壌等の仮置き

ガス抜管，温度計

4m 26m 4m

ガス抜管，温度計

保管場所標識

境界囲い
（フェンス等）

底面遮水
・保護マット
・遮水シート
・保護マット
・自己修復マット

地下水集排水施設

浸透水集排水施設 保護土

●不燃物・可燃物分離
●遮へい：遮へい用フレキシブルコンテナ（外周部）、覆土（上部：３０ｃｍ）
●遮水シート（内外に不織布）による遮水

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※1 保管後 ※2 

●集水管・枡による除去物からの浸出水回収

※1）2012年1月23日計測
キシ ル ンテナ

(個)
重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

1,783 1,191 2.38 1.97

※1）2012年1月23日計測
※2）2012年4月 2日計測

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量
注） ※集計途中経過（2012年3月31日までの集計）

13

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

90 2,057 9.5

注） ※集計途中経過（2012年3月31日までの集計）

今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
除染効果（除去率など）の評価除染効果（除去率など）の評価

除染効果に影響を与える要因の分析

除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
除去物の量と放射線量率などの評価

除去物量の減量につながる除染方法についての提言

仮置場の覆土（遮へい）による線量率低減効果の評価

◎除染作業後のフォロ アップ調査◎除染作業後のフォローアップ調査
除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ば

くと内部被ばく）についての分析くと内部被ばく）についての分析

スクリーニングの結果の集計と分析

14
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楢葉南工業団地における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年5月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構独 行政法人 本原子力研究開発機構
大林組・戸田建設・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域；楢葉南工業団地の特徴】【対象地域；楢葉南工業団地の特徴】
• 緩やかな傾斜地に広がる工業団地。

• 敷地内には工場等の大型構造物が複数存在し、その周囲には土面あるいは舗装面の平地が広がる。また、各敷地間には草地や

松林の法面が存在する。

【除染方法の ンセプト及びポイント】【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量率が楢葉町の中でも比較的低い区域であるが、周囲の平地から大型構造物への放射線の影響が大きいと考えられるため、平

地の面的な除染により空間線量率低減を図るとともに、大型構造物周辺のホットスポットの除去を実施した。

１） 大型構造物については、建屋の現状（材質や震災被災状況等）を考慮し、できるだけ水を用いない拭き取りやブラッシングを基本とし、

高圧水に耐えうる構造の建屋については高圧水洗浄を実施した また ホットスポットとなりやすい雨樋・側溝周辺 サッシ周りを重点的高圧水に耐えうる構造の建屋については高圧水洗浄を実施した。また、ホットスポットとなりやすい雨樋 側溝周辺、サッシ周りを重点的

に除染した。

２） 大型構造物周囲の平地では、土面については天地返し、舗装面については乾式清掃を基本として、面的な除染を実施した。

３） 草地や松林の法面については、ホットスポットとなりやすい法尻の落葉・腐葉土層除去を基本とする除染を実施した。

実施場所と実施期間
【実施期間】

2012年2011年

4月

モニタ
リング

除染
作業

12月 1月 2月 3月

事前 除染中

事後

大型建造物
森林

道路

1除染実施場所面積：約368,000 m2 仮置場面積：約600 m2

楢葉南工業団地
作業

仮置場

道路

造成

除去物搬入・定置

仕上げ

除染対象及び除染方法

大型構造物

森林

公園・グラウンド

道路 駐車場道路・駐車場

2
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除染方法（1）大型構造物（屋根・雨樋・サッシ）

人力による屋根の拭き取り人力による屋根の拭き取り 人力による雨樋の清掃人力による雨樋の清掃

高圧洗浄による屋上清掃高圧洗浄による屋上清掃 人力によるサッシ周りの拭き取り人力によるサッシ周りの拭き取り

3

除染方法（2）大型構造物周辺（樹木、草地、土面） ・森林

ターフストリッパー※による表土剥ぎ取りターフストリッパー※による表土剥ぎ取りバックホウによる天地返しバックホウによる天地返し

人力による落葉等除去人力による落葉等除去 ターフストリッパー：芝・雑草を指定した厚
みの表土と同時に剥がすことができる機
器 グラウンドや校庭の整備で広く用いら器。グラウンドや校庭の整備で広く用いら
れている。

4
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除染方法（３）大型構造物周辺（土間・舗装面）・道路

乗用式ロードスイーパーによる清掃乗用式ロードスイーパーによる清掃砂利の撤去・敷き直し砂利の撤去・敷き直し

路面清掃車による清掃路面清掃車による清掃ショットブラストによる表面切削ショットブラストによる表面切削

5

除染結果例（対象ごと）1/3
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

表面線量率（1cm） 0 51 μSv/h 0 39 μSv/h 24 屋根（折板葺き）に対し
高圧洗浄

表面線量率（1cm） 0.51 μSv/h 0.39 μSv/h 24 ・屋根（折板葺き）に対し
ては、各種拭き取りにより、
一定の表面汚染密度低
減効果が認められた。

・除染効果に、除染方法

表面汚染密度 1,920 cpm 740 cpm 61

乾拭き（キムタオル）
表面線量率（1cm） 0.33 μSv/h 0.39 μSv/h -

表面汚染密度 1,100 cpm 800 cpm 27

表面線量率（1 ） 0 30 S /h 0 27 S /h 10 によるに有意な差は認め
られなかった。

水拭き（新聞紙）
表面線量率（1cm） 0.30 μSv/h 0.27 μSv/h 10

表面汚染密度 500 cpm 280 cpm 44

水拭き（ウエス）
表面線量率（1cm） 0.30 μSv/h 0.29 μSv/h 3

表面汚染密度 380 cpm 300 cpm 21

大型 屋根

水拭き（DK1）
表面線量率（1cm） 0.32 μSv/h 0.29 μSv/h 9

表面汚染密度 400 cpm 300 cpm 25

水拭き（キムタオル）
表面線量率（1cm） 0.43 μSv/h 0.41 μSv/h 5

表面汚染密度 520 cpm 330 cpm 37
大型

構造物
屋根

（折板葺き） 中性洗剤を用いた拭き取り（DK
クリーナー＋キムタオル）

表面線量率（1cm） 0.32 μSv/h 0.26 μSv/h 19

表面汚染密度 560 cpm 340 cpm 39

中性洗剤を用いた拭き取り（DK
クリーナー＋DK1）

表面線量率（1cm） 0.27 μSv/h 0.28 μSv/h -

表面汚染密度 540 cpm 360 cpm 33

中性洗剤を用いた拭き取り（オレ
ンジクリーナー＋キムタオル）

表面線量率（1cm） 0.30 μSv/h 0.25 μSv/h 17

表面汚染密度 500 cpm 420 cpm 16

中性洗剤を用いた拭き取り（オレ
ンジクリーナー＋DK1）

表面線量率（1cm） 0.29 μSv/h 0.30 μSv/h -

表面汚染密度 600 cpm 380 cpm 37

中性洗剤を用いた拭き取り（マ
ジックリン＋キムタオル）

表面線量率（1cm） 0.27 μSv/h 0.31 μSv/h -

表面汚染密度 540 cpm 360 cpm 33

中性洗剤を用いた拭き取り（マ
ジックリン＋DK1）

表面線量率（1cm） 0.38 μSv/h 0.30 μSv/h 21

表面汚染密度 600 360 40

6・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

ジックリン＋DK1）
表面汚染密度 600 cpm 360 cpm 40

ＤＫ１：特殊繊維製の多機能除染用ウエス商品の一種。ＤＫクリーナーはＤＫ１と同時に使用する特殊クリーナー。
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除染結果例（対象ごと）2/3
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

屋根
（折板葺き）

ナノバブル水を用いた拭き取り
（キムタオル）

表面線量率（1cm） 0.26 μSv/h 0.25 μSv/h 4 ・屋根（折板葺き）に対しては、
各種拭き取りにより、一定の
表面汚染密度低減効果が認
められた。

表面汚染密度 560 cpm 360 cpm 36

ナノバブル水を用いた拭き取り
（DK1）

表面線量率（1cm） 0.28 μSv/h 0.25 μSv/h 11

表面汚染密度 620 cpm 340 cpm 45表面汚染密度 620 cpm 340 cpm 45

屋根
（人工芝）

高圧洗浄

表面線量率（1cm） 0.57 μSv/h 0.32 μSv/h 44 ・屋根（人工芝）に対しては、
高圧洗浄により、表面汚染
密度に一定の低減効果が認
められた。

表面汚染密度 1,030 cpm 640 cpm 38

表面線量率（1cm） 1 33 μSv/h 0 43 μSv/h 68 ・雨樋（鉄）に対しては ス

大型

雨樋
（鉄）

スチーム洗浄

表面線量率（1cm） 1.33 μSv/h 0.43 μSv/h 68 ・雨樋（鉄）に対しては、ス
チーム洗浄により、高い表面
汚染密度低減効果が認めら
れた。

表面汚染密度 5,600 cpm 1,460 cpm 74

堆積物除去、拭き取り
（キムタオル）

表面線量率（1cm） 1.86 μSv/h 1.02 μSv/h 45 ・雨樋（塩化ビニル）に対して
は、各種拭き取りにより、一

表面汚染密度 4 450 1 700 62大型
構造物

雨樋
（塩化ビニル）

（キムタオル）
定の表面汚染密度低減効果
が認められた。

表面汚染密度 4,450 cpm 1,700 cpm 62

堆積物除去、拭き取り
（ウエス）

表面線量率（1cm） 0.39 μSv/h 0.34 μSv/h 13

表面汚染密度 1,440 cpm 1,200 cpm 17

堆積物除去、拭き取り
（化学ぞうきん）

表面線量率（1cm） 0.39 μSv/h 0.39 μSv/h -
（化学ぞうきん）

表面汚染密度 1,440 cpm 1,290 cpm 10

窓・サッシ

拭き取り（ウエス）
表面線量率（1cm） 0.60 μSv/h 0.59 μSv/h 2 ・窓・サッシに対する拭き取り

による表面汚染密度低減効
果はほとんど認められなかっ
た。

表面汚染密度 470 cpm 430 cpm 9

表面線量率（1 ） 0 60 S /h 0 61 S /h た。

拭き取り（キムタオル）
表面線量率（1cm） 0.60 μSv/h 0.61 μSv/h -

表面汚染密度 470 cpm 350 cpm 26

土間
（コンクリート）

スチーム洗浄

表面線量率（1cm） 0.54 μSv/h 0.46 μSv/h 15 ・土間（コンクリート）に対して
は、スチーム洗浄により、一
定の表面汚染密度低減効果表面汚染密度 1,050 cpm 750 cpm 29

7・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

が認められた。
表面汚染密度 1,050 cpm 750 cpm 29

除染結果例（対象ごと）3/3
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

表面線量率（1cm） 0.97 μSv/h 1.16 μSv/h - ・草地に対しては 天地返し ターフス
草刈り（人力）

表面線量率（1cm） 0.97 μSv/h 1.16 μSv/h 草地に対しては、天地返し、タ フス
トリッパーによる表土剥ぎ取りによっ
て、高い表面汚染密度低減効果が認
められた。

表面汚染密度 940 cpm 880 cpm 6

草刈り（トラクター装着型）
表面線量率（1cm） 0.93 μSv/h 0.84 μSv/h 10

表面汚染密度 560 cpm 550 cpm 2

表面線量率（1cm） 0.87 μSv/h 0.27 μSv/h 69

草地

草刈り＋天地返し
表面線量率（ ） μ μ

表面汚染密度 980 cpm 180 cpm 82

ターフストリッパーによる表土
剥ぎ取り（厚さ1cm）

表面線量率（1cm） 0.97 μSv/h 0.74 μSv/h 24

表面汚染密度 1,220 cpm 580 cpm 52

ターフストリッパーによる表土 表面線量率（1cm） 0.97 μSv/h 0.57 μSv/h 41

大型構造物
周辺

タ フストリッパ による表土
剥ぎ取り（厚さ3cm） 表面汚染密度 900 cpm 400 cpm 56

ターフストリッパーによる表土
剥ぎ取り（厚さ5cm）

表面線量率（1cm） 1.04 μSv/h 0.43 μSv/h 59

表面汚染密度 960 cpm 240 cpm 75

腐葉土層除去（剥ぎ取り厚さ
表面線量率（1cm） 1.03 μSv/h 0.92 μSv/h 11 ・腐葉土層に対しては、剥ぎ取りに

周辺 樹木
腐葉土層除去（剥ぎ取り厚さ
2cm）

よって、一定の表面汚染密度低減効
果が認められた。表面汚染密度 1,100 cpm 700 cpm 36

未舗装
（土）

乗用式ロードスイーパーによ
る表土剥ぎ取り（厚さ2cm）

表面線量率（1cm） 0.78 μSv/h 0.43 μSv/h 45 ・乗用式ロードスイーパーによる土面
に対する表面汚染密度低減効果は
高かった。表面汚染密度 620 cpm 180 cpm 71

未舗装
（砂利）

砂利剥ぎ取り（厚さ5cm）
表面線量率（1cm） 0.59 μSv/h 0.28 μSv/h 53 ・砂利面に対しては、砂利の剥ぎ取り

によって、高い表面汚染密度低減効
果が認められた。

表面汚染密度 660 cpm 210 cpm 68

砂利剥ぎ取り（厚さ8cm）
表面線量率（1cm） 0.66 μSv/h 0.26 μSv/h 61

表面汚染密度 520 cpm 220 cpm 58

表 線量率（ ）
舗装

（アスファルト）
乗用式ロードスイーパーによ
る舗装面表面の清掃

表面線量率（1cm） 0.66 μSv/h 0.59 μSv/h 11 ・乗用式ロードスイーパーによる舗装
面に対する表面汚染密度低減効果
はほとんど認められなかった。表面汚染密度 1,060 cpm 960 cpm 9

舗装
（インター
ロッキング）

ショットブラストによる舗装面
表面の切削

表面線量率（1cm） 0.78 μSv/h 0.43 μSv/h 45 ・インターロッキングに対するショット
ブラストによる切削によって、高い表
面汚染密度低減効果が認められた。表面汚染密度 620 cpm 180 cpm 71

8

ロッキング） 面汚染密度低減効果が認められた。p p

道路
舗装

（アスファルト）
路面清掃車による舗装面表
面の清掃

表面線量率（1cm） 0.48 μSv/h 0.48 μSv/h - ・路面清掃車によるアスファルト舗装
面に対する表面汚染密度低減効果
は認められなかった。表面汚染密度 400 cpm 540 cpm -

・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】
（2011年12月1日～12月25日測定）

【事後モニタリング】
（2012年2月9日～4月13日測定）

事前モニタリング 事後モニタリング

森林 0.56 ～ 1.48 μSv/h (平均 1.04 μSv/h ) 0.51～ 2.33 μSv/h (平均 0.91 μSv/h )

大型建造物 0.13 ～ 2.59 μSv/h (平均 0.78 μSv/h ) 0.15～ 2.50 μSv/h (平均 0.56 μSv/h )

9上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

道路 0.29 ～0.80 μSv/h (平均 0.49 μSv/h ) 0.25 ～ 0.55 μSv/h (平均 0.40 μSv/h )

道路（エリア外） 0.24 ～ 1.22 μSv/h (平均 0.70 μSv/h ) 0.23 ～ 1.04 μSv/h (平均 0.61 μSv/h )

除去土壌等の仮置き

●不燃物・可燃物分離
●遮へい：遮へい用フレキシブルコンテナ（外周部）、覆土（上部）
●遮水シ ト（内外に不織布）による遮水

除去土壌等の発生物量 ※1 空間線量率（1m）

フレキシブル ンテナ 重量 保管開始前 1 保管後 2

●遮水シート（内外に不織布）による遮水
●集水管・枡による除去物からの浸出水回収

フレキシブルコンテナ
(個)

重量
(ton)

保管開始前*1
(μSv/h)

保管後*2
(μSv/h)

約2,200 約700 0.85 0.59

*1：2011年1月14日の造成工事前の仮置場周回
での測定データ
*2：2012年4月25日の町道沿いフェンス付近での
測定結果

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数 作業員数
一人一日当たりの

均被ばく線量
注） ※集計途中経過

10

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量
（μSv/人日）

118 4,565 7.8

注） ※集計途中経過
2012年3月31日までの集計
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
 除染効果（除去率など）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
 除去物の量と放射線量率などの評価

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

◎除染作業に伴う被ばく状況等の分析
 除染作業現場の空気中放射性物質濃度（ダスト濃度）及び作業員の平均被ばく線量（外部被ばくと内部被ばく）についての分析

 スクリーニングの結果の集計と分析

11
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広野町中央台・苗代替地区における除染モデル実証事業の進捗報告
平成24年4月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大林組 戸 建設 ク 立造船 タカ大機共 企業体大林組・戸田建設・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域 広野町中央台 苗代替地区の特徴】【対象地域；広野町中央台・苗代替地区の特徴】
• 都市部の居住区域。

• 丘陵地に公共施設（役場、複数の教育施設）および住宅地（約８０軒）が広がる区域。

【除染方法のコンセプト及びポイント】【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量率は比較的低いものの、子どもの被ばく線量を低減することの重要性に鑑み、特に、保育所、幼稚園、小学校、中学校と

いった教育施設における空間線量率をより低減することに主眼を置き、面的に除染を実施した。

１） 家屋の屋根や雨樋については、高圧洗浄や拭き取り、宅地の芝面や土面に対しては、主に剥ぎ取りを実施した。

２） 大型建造物の屋上・屋根や雨樋については、 高圧洗浄や拭き取り、小学校や中学校の校庭については、モーターグレーダーに

実施場所と実施期間

） 大型建造物の屋上 屋根や雨樋に いては、 高圧洗浄や拭き取り、小学校や中学校の校庭に いては、 タ グレ ダ に

よる表土の剥ぎ取りを実施した。

３） 道路（国道6号線）に関しては、低線量地域における舗装面の切削効果を確認することを目的とし、ショットブラスト工法による除

染を実施した。

実施場所と実施期間
【実施期間】

仮置場面積：
約2,400 m2

1

除染実施場所面積：
約310,000 m2

除染対象・除染方法

宅地

大型構造物

森林

農地

公園 グ ウ ド公園・グラウンド

道路・駐車場

2
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除染方法（１）宅地

屋根の高圧洗浄屋根の高圧洗浄 人力による雨樋の清掃人力による雨樋の清掃屋根の高圧洗浄屋根の高圧洗浄 人力による雨樋の清掃人力による雨樋の清掃

写真ください

人力による下草・落ち葉除去人力による下草・落ち葉除去人力による芝剥ぎ取り人力による芝剥ぎ取り

3

除染方法（２）大型建造物１／２

モ タグレ ダ による表土剥ぎ取りモ タグレ ダ による表土剥ぎ取り屋上の高圧洗浄屋上の高圧洗浄 モータグレーダーによる表土剥ぎ取りモータグレーダーによる表土剥ぎ取り屋上の高圧洗浄屋上の高圧洗浄

人力による遊具の拭き取り人力による遊具の拭き取り 搭乗式清掃機による表土剥ぎ取り搭乗式清掃機による表土剥ぎ取り

4
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除染方法（３）大型建造物２／２

バックホウによる芝剥ぎ取りバックホウによる芝剥ぎ取り屋根の高圧洗浄屋根の高圧洗浄 バックホウによる芝剥ぎ取りバックホウによる芝剥ぎ取り屋根の高圧洗浄屋根の高圧洗浄

インターロッキングの高圧洗浄（回収型）インターロッキングの高圧洗浄（回収型） 側溝の高圧洗浄側溝の高圧洗浄

5

除染方法（４）道路

シ トブラ トによる舗装面の切削シ トブラ トによる舗装面の切削 搭乗式清掃機による清掃搭乗式清掃機による清掃ショットブラストによる舗装面の切削ショットブラストによる舗装面の切削 搭乗式清掃機による清掃搭乗式清掃機による清掃

人力による側溝の清掃人力による側溝の清掃 路面清掃車による清掃路面清掃車による清掃

写真ください写真ください

6
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減容化試験（堆肥化促進試験）

試験 目的
容積大 容積小

試験の目的

・除染された植物を微生物によって、分解、
減容化する。

・微生物の働きを促進する材料の評価を
かさばる

容積大

微生物
空気

容積小

圧縮

試験区の作成・養生

試験区の作成試験区 堆肥化促進資材 養生期間 屋外養生方法 加温

微生物の働きを促進する材料の評価を
実施する。

除染植物

肥料 微生物により
植物腐朽微生物増殖

堆肥化
促進資材

枯れ葉等
の植物

フレキシブルコン
テナバッグ

試験区の作成試験区 堆肥化促進資材 養生期間 屋外養生方法 加温

無添加区①,② 無し 4週間 エアーパッキ
ン・ブルーシー
ト養生,空気ポ

ンプで送気

－

無機肥料
添加区①,②

硫安4％ 2週間後
から加温

対象植物

試験結果

有機+無機肥料
添加区①,②

硫安4％,有機資
材2％

最大約30％減容

30

40

50

減
少

微生物による植物容積の減少率

試験区作成時 試験完了時

考 察

最大約30％減容

0

10

20

30率
（
％
）

高さ 高さ

考 察

・微生物により植物が腐朽するため、
容量の低減が見られた。

・有機肥料を添加することにより、微生
0 高さ

75cm
高さ
50cm

有機＋無機肥料添加区②

物の働きが促進され、容量低減を促
進した。

7

洗浄水等の排水処理等

・排 水 量 ：約300ｍ３（高圧洗浄により発生したもの）
・処 理 方 法 ：①高性能フィルター濾過（循環再利用）、②凝集沈殿法による水処理

洗浄水回収洗浄水回収

原水槽原水槽

高性能フィルター高性能フィルター
濾過システム濾過システム

循環再利用循環再利用

凝集剤を投入凝集剤を投入

原水槽原水槽 濾過システム濾過システム

反応槽反応槽

上澄み液移送上澄み液移送 保管用タンク保管用タンク
沈殿物移送沈殿物移送凝集槽凝集槽（沈殿物生成）（沈殿物生成）

反応槽反応槽

〈高性能フィルター濾過システム〉

処理前水槽処理前水槽

一時保管場所一時保管場所

*3：上澄み液の時点で放射能濃度を測

上澄み液槽上澄み液槽*3*3

除染後の水：1 550 Bq/L

放流放流
放射能濃度測定放射能濃度測定*3*3

イオン濃度等測定イオン濃度等測定処理後水槽処理後水槽

再処理再処理

定して排水基準値以下の場合はカラム
処理を実施せず放流

除染後の水：1,550 Bq/L
ろ過後の水： 不検出
（1月8日に採取した試料の分析結果）

8

〈排水処理フロー〉

注）放射性物質の排水基準値：
セシウム134：60Bq/L 、セシウム137：90Bq/L

（両者が混在する場合は、それぞれの濃度÷基準値 の和が1
以下となることが条件）

放流放流
（予定）（予定）

イオン濃度等測定イオン濃度等測定
（排水基準値以下を確認）（排水基準値以下を確認）

処理後水槽処理後水槽
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除染結果例（対象ごと）1/4 暫定値※

※今後の事後モニタリングを踏まえて値に変更が生じる可能性あり。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

屋根
（瓦）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.4 μSv/h - ・屋根に対する高圧洗浄

による表面汚染密度低減
効果については、比較的

さか た
表面汚染密度 890 cpm 540 cpm 39

建物

小さかった。

・人力による雨樋の堆積
物除去については、時間
がかかるものの、大量の
水を使わなくても高圧洗

屋根
（トタン等）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.4 μSv/h -

表面汚染密度 680 cpm 580 cpm 15

表面線量率（1cm） 0.7 μSv/h 0.6 μSv/h 14 水を使わなくても高圧洗
浄と同程度の効果が認め
られた。

雨樋 堆積物除去
表面汚染密度 1,150 cpm 650 cpm 43

雨樋 高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.4 μSv/h 20

表面汚染密度 900 cpm 410 cpm 54

宅地

表 汚染密度 p p

縦樋受け部
（コンクリート）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.5 μSv/h - ・舗装されている縦樋受け

部に対する高圧洗浄によ
る表面汚染除去について、
一定の効果が認められた。

表面汚染密度 1,340 cpm 680 cpm 49

縦樋受け部
表面線量率（1cm） 0.7 μSv/h 0.4 μSv/h 43

建物
周り

縦樋受け部
（砂利）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.7 μSv/h 0.4 μSv/h 43

表面汚染密度 800 cpm 390 cpm 51

縦樋受け部
（タイル）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.3 μSv/h 0.4 μSv/h -

表面汚染密度 1 400 cpm 400 cpm 71表面汚染密度 1,400 cpm 400 cpm 71

縦樋受け部
（土）

剥ぎ取り（厚さ約3cm）
表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.5 μSv/h - ・土面の縦樋受け部につ

いては、表土剥ぎ取りに
より一定の表面密度低減
効果が認められた。

表面汚染密度 450 cpm 340 cpm 24

表面線量率（1cm） 2 8 μSv/h 0 5 μSv/h 82

9
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

縦樋受け部
（土）

剥ぎ取り（厚さ約10cm）
表面線量率（1cm） 2.8 μSv/h 0.5 μSv/h 82

表面汚染密度 3,100 cpm 350 cpm 89

除染結果例（対象ごと） 2/4 暫定値※

※今後の事後モニタリングを踏まえて値に変更が生じる可能性あり。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

舗装
（コンクリート）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.3 μSv/h 25 ・舗装面に対する高圧洗

浄による表面汚染除去つ
いて、一定の効果が認め
られた

表面汚染密度 1,000 cpm 460 cpm 54
られた。

舗装
（タイル）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.3 μSv/h 0.2 μSv/h 33

表面汚染密度 430 cpm 260 cpm 40

舗装
表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.4 μSv/h 20

舗装
（アスファルト）

高圧洗浄（約6MPa）
表面汚染密度 1,550 cpm 650 cpm 58

草地
下草・落葉の除去

表面線量率（1cm） 0.8 μSv/h 0.5 μSv/h 38 ・草地、芝地、砂利を含む
土面については、下草・落
葉・リター層・芝の除去や表面汚染密度 600 cpm 440 cpm 27

宅地
建物
周り

表土剥ぎ取りにより、一定
の表面密度低減効果が
得られた。

表面汚染密度 p p

草地 リター層の除去
表面線量率（1cm） 1.1 μSv/h 0.7 μSv/h 36

表面汚染密度 600 cpm 300 cpm 50

芝 土の剥ぎ取り
表面線量率（1cm） 0 5 μSv/h 0 4 μSv/h 20

芝地
芝・土の剥ぎ取り
（厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.4 μSv/h 20

表面汚染密度 870 cpm 270 cpm 69

砂利
砂利の剥ぎ取り
（厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 0.6 μSv/h 0.3 μSv/h 50

表面汚染密度 400 cpm 300 cpm 25表面汚染密度 400 cpm 300 cpm 25

砂利
砂利の高圧洗浄
（約6MPa）

表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.5 μSv/h -

表面汚染密度 500 cpm 350 cpm 30

表面線量率（1cm） 0 5 μSv/h 0 5 μSv/h

10
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

土
表土の剥ぎ取り
（厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.5 μSv/h -

表面汚染密度 550 cpm 350 cpm 36
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除染結果例（対象ごと） 3/4 暫定値※

※今後の事後モニタリングを踏まえて値に変更が生じる可能性あり。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

屋根
（コンクリート）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 2.0 μSv/h 0.4 μSv/h 80 ・高圧洗浄による表面汚

染除去について、一定の
効果が認められた。表面汚染密度 2,140 cpm 590 cpm 72

建物

・人力による雨樋の堆積
物除去については、時間
がかかるものの、大量の
水を使わなくても高圧洗
浄と同程度の効果が認め

屋根
（金属等）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.3 μSv/h 25

表面汚染密度 450 cpm 290 cpm 36

雨樋 堆積物除去
表面線量率（1cm） 1.1 μSv/h 0.3 μSv/h 73

建物
程度 効果 認

られた。
雨樋 堆積物除去

表面汚染密度 1,290 cpm 310 cpm 76

雨樋 高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 1.3 μSv/h 0.5 μSv/h 62

表面汚染密度 950 cpm 630 cpm 34

大型
建造物

外壁
（サイディング）

ブラッシング
表面線量率（1cm） - μSv/h - μSv/h -

表面汚染密度 100 cpm 100 cpm -

草地 リタ 層の除去
表面線量率（1cm） 1.0 μSv/h 0.4 μSv/h 60 ・草地、芝地、土面につい

ては リタ 層・芝の除去

建物

草地 リター層の除去 ては、リター層・芝の除去
や表土剥ぎ取りによる汚
染除去について、一定の
効果が認められた。

表面汚染密度 800 cpm 200 cpm 75

芝地
芝・土の剥ぎ取り
（厚さ約10cm）

表面線量率（1cm） 0.8 μSv/h 0.3 μSv/h 63

表面汚染密度 590 cpm 240 cpm 59
建物
周り

グラウンド
（土）

モータグレーダーによる
表土剥ぎ取り（厚さ約
2cm）

表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.2 μSv/h 60

表面汚染密度 400 cpm 200 cpm 50

搭乗式清掃機（アルマジ 表面線量率（1cm） 0 6 μSv/h 0 3 μSv/h 50

11・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

グラウンド
（土）

搭乗式清掃機（アルマジ
ロ）による表土剥ぎ取り
（厚さ約1cm）

表面線量率（1cm） 0.6 μSv/h 0.3 μSv/h 50

表面汚染密度 400 cpm 200 cpm 50

除染結果例（対象ごと） 4/4 暫定値※

※今後の事後モニタリングを踏まえて値に変更が生じる可能性あり。

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

舗装
（インターロッキング）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.4 μSv/h 20 ・建物周りの舗装面に対

する高圧洗浄による表面
汚染除去ついて、一定の
効果が認められた

表面汚染密度 1,010 cpm 590 cpm 42

大型 建物

効果が認められた。

・人力による側溝の堆積
物除去については、時間
がかかるものの、大量の
水を使わなくても高圧洗

舗装
（コンクリート）

高圧洗浄（約6MPa）
表面線量率（1cm） 0.3 μSv/h 0.3 μSv/h -

表面汚染密度 690 cpm 350 cpm 49

舗装
高圧洗浄（約6MP ）

表面線量率（1cm） 0.2 μSv/h 0.2 μSv/h -
大型

建造物
建物
周り

水を使わなく も高圧洗
浄と同程度の効果が認め
られた。

舗装
（タイル）

高圧洗浄（約6MPa）
表面汚染密度 300 cpm 200 cpm 33

側溝 堆積物除去
表面線量率（1cm） 1.9 μSv/h 0.9 μSv/h 53

表面汚染密度 1,200 cpm 850 cpm 29

側溝
高圧洗浄（約6MPa）

表面線量率（1cm） 1.4 μSv/h 0.9 μSv/h 36

表面汚染密度 1,380 cpm 810 cpm 41

舗装
路面清掃車による清掃

表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.5 μSv/h - ・路面清掃車によるアス
ファルト舗装面に対する

車道

舗装
（アスファルト）

路面清掃車による清掃 ファルト舗装面に対する
表面汚染密度低減効果
は認められなかった。

・ショットブラストによるア
スファルト舗装面の表面

表面汚染密度 700 cpm 700 cpm -

舗装
（アスファルト）

ショットブラストによる切
削

表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.2 μSv/h 50

表面汚染密度 500 cpm 200 cpm 60

道路 汚染除去について、一定
の効果が認められた。

・歩道・側溝に対する高圧
洗浄の表面汚染密度低
減効果は 比較的小さ

歩道
舗装

（アスファルト）
高圧洗浄（約6MPa）

表面線量率（1cm） 0.5 μSv/h 0.4 μSv/h 20

表面汚染密度 700 cpm 500 cpm 29

表面線量率（1cm） 0 4 μSv/h 0 4 μSv/h -

12・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

減効果は、比較的小さ
かった。側溝 コンクリート 高圧洗浄（約6MPa）

表面線量率（1cm） 0.4 μSv/h 0.4 μSv/h -

表面汚染密度 570 cpm 400 cpm 30
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）

【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】
（2011年11月24日～12月17日測定）

【事後モニタリング】
（2012年3月31日までに測定済みのもの）

●0.00μSv/h≦測定値＜0.20μSv/h
●0.20μSv/h≦測定値＜0.40μSv/h
●0.40μSv/h≦測定値＜0.60μSv/h

≦測定値＜●0.60μSv/h≦測定値＜0.80μSv/h
●0.80μSv/h≦測定値＜1.00μSv/h
●1.00μSv/h≦測定値

事前モニタリング 事後モニタリング

森林 0.43 ～ 1.44 μSv/h (平均 0.73 μSv/h ) 0.08 ～ 1.16 μSv/h (平均 0.60μSv/h)

農地（果樹園） 0.40 ～ 1.28 μSv/h (平均 0.70 μSv/h ) 0.17 ～ 0.82 μSv/h (平均 0.56μSv/h)

宅地（屋外） 0.10 ～ 3.41  μSv/h (平均 0.40 μSv/h ) 0.13 ～ 0.85 μSv/h (平均 0.33μSv/h)

大型建造物 0 16 ～ 1 88 μSv/h (平均 0 56 μSv/h ) 0 08 ～ 1 30 μSv/h (平均 0 32μSv/h)

13上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

大型建造物 0.16 1.88  μSv/h (平均 0.56 μSv/h ) 0.08 1.30 μSv/h (平均 0.32μSv/h)

道路 0.24 ～ 0.77  μSv/h (平均 0.45 μSv/h ) 0.18 ～ 0.76 μSv/h (平均 0.39μSv/h)

道路（エリア外） 0.28 ～ 0.82  μSv/h (平均 0.50 μSv/h ) 0.18 ～ 0.64 μSv/h (平均 0.42μSv/h)

除去土壌等の仮置き

●不燃物・可燃物分離
●遮へい：覆土
●遮水シ ト（内外に不織布）による遮水

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※2 保管後※3 

●遮水シート（内外に不織布）による遮水
●集水管・枡による除去物からの浸出水回収

キシ ル ンテナ
(個)*1

重量
(ton)

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

約5,900 約3,900 0.92 0.13

※1）2012年3月31日現在
※2）2011年12月21日計測（造成前）
※3）2012年3月12日計測（保護マット上で計測値）

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数※１ 作業員数※１ 一人一日当たりの
均被ばく線量※２ ※１）2012年3月31日現在

14

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量※２

（μSv/人日）

116 7,982 約7

※１）2012年3月31日現在
※２）2012年2月29日までのガラスバッジによる集計
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今後の予定（検討課題等）

◎仮置き場での除去物の定置

◎事後モニタリングの実施
 除染後の空間線量率、表面汚染密度の把握

◎除染効果の分析
 除染効果（除去率など）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 他地点の除染結果との比較

◎除去物等 分析 仮置場 調査◎除去物等の分析、仮置場の調査
 除去物の量と放射線量率などの評価

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング

15

（補足1）広野保育所

スキャンプロットによるモニタリング結果
（除染前）

スキャンプロットによるモニタリング結果
（除染後）

16

（除染前） （除染後）

0.62～7.37μSv/h（平均1.44μSv/h） 0.07～1.18μSv/h（平均0.22μSv/h）
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（補足2）広野幼稚園

スキャンプロットによるモニタリング結果
（除染前）

スキャンプロットによるモニタリング結果
（除染後）

17

（除染前） （除染後）

0.26～4.36μSv/h（平均0.58μSv/h） 0.07～0.86μSv/h（平均0.19μSv/h）
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川内村貝の坂地区における除染モデル実証事業の結果速報
平成24年5月

内閣府原子力被災者生活支援チーム
福島除染推進チーム

独立行政法人日本原子力研究開発機構
大林組 建設 ク 立造船 タカ大機共 企業体大林組・戸田建設・アトックス・日立造船・アタカ大機共同企業体

概要
【対象地域；川内村貝の坂地区の特徴】【対象地域；川内村貝の坂地区の特徴】
• 谷合に位置する山間部の居住地域。

• 宅地の前面に農地、背後の傾斜地に森林を抱える区域 。

【除染方法のコンセプト及びポイント】
空間線量が比較的高い区域であり、宅地背後の傾斜地に分布する森林や前面に広がる農地からの放射線が生活圏の空間線量率

に大きく影響を及ぼしていると考えられることから、森林や農地の除染を重点的に実施した。

１） 宅地においては、家屋の屋根やサッシ等の拭き取りを実施した。また、敷地内の土面の表土の剥ぎ取り（２～７ｃｍ程度）やショッ

トブラストによる舗装面の表層部の切削（数ｍｍ程度）を実施した。

実施場所と実施期間

２） 森林については、宅地隣接部（１０ｍ程度までの範囲）において腐葉土層及び落葉除去、枝打ちを実施した。

３） 農地については、表土の剥ぎ取りを実施した。

４） 道路については、ショットブラストによる舗装面の表層部の切削（数ｍｍ程度） 、路面清掃車による清掃を実施した。

実施場所と実施期間
【実施期間】

11月

2012年

4月12月 1月 2月 3月

2011年

除染実施場所面積：
約221,000 m2

月

事前

除染中

事後

宅地

農地

森林

道路

月

モニタ
リング

除染
作業

月 月 月 月

仮置場面積：
約3,000 m2

1

道路

造成

除去物搬入・定置

仕上げ　　

仮置場

川内村川内村
貝の坂地区貝の坂地区

除染対象・除染方法

宅地

森林

農地農地

道路・駐車場

2
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除染方法（１）宅地・道路

屋根の拭き取り作業屋根の拭き取り作業 庭の表土剥ぎ取り作業庭の表土剥ぎ取り作業

ショットブラストによる舗装面の切削ショットブラストによる舗装面の切削 ロードスイーパーによる清掃ロードスイーパーによる清掃

3

除染方法（２）農地
耕作土の剥ぎ取り（ワイパー工法）耕作土の剥ぎ取り（ワイパー工法） 耕作土の剥ぎ取り（ハンマーナイフ工法）耕作土の剥ぎ取り（ハンマーナイフ工法）耕作土の剥ぎ取り（ワイパー工法）耕作土の剥ぎ取り（ワイパー工法） 耕作土の剥ぎ取り（ハンマーナイフ工法）耕作土の剥ぎ取り（ハンマーナイフ工法）

ワイパー工法：マグネシウム系固化剤で固めた
ハンマーナイフ工法：バックホウのバケット部分を、ハンマーナイフ
という特殊なアタッチメント（土を削り取るための金属刃が回転軸

耕作土の剥ぎ取り（ブルドーザー）耕作土の剥ぎ取り（ブルドーザー）

法 系 剤
表土を、バケット側面を改良したバックホウを使
用してワイパー状の動きで薄く剥ぎ取る工法

という特殊なアタッチメント（土を削り取るための金属刃が回転軸
に多数取りついたもの）に取り換えて表土を薄く剥ぎ取る工法

耕作土の剥ぎ取り（ターフスライサー）耕作土の剥ぎ取り（ターフスライサー）

4ターフスライサー：芝などの草類と表層土壌を同時に剥ぎ取る装置
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除染方法（３）森林

人力による常緑樹林（スギ林）の落葉除去人力による常緑樹林（スギ林）の落葉除去 人力による雑木林の下草刈りと落葉除去人力による雑木林の下草刈りと落葉除去

バキュームによる落葉除去バキュームによる落葉除去

5

除染結果例（対象ごと） 1/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

拭き取り
（乾拭き、ウエス）

表面線量率（1cm） 2.70 μSv/h 2.68 μSv/h 1 ・屋根に対する各種拭き
取りにより、表面汚染密
度に一定の低減効果が
認められた

表面汚染密度 3,500 cpm 1,900 cpm 46

屋根

認められた。
・拭き取り布の材質の違
いによる低減効果の差は
顕著ではなかった。
・乾拭きと水拭きに比較し
て、中性洗剤を使用した

拭き取り
（水拭き、ウエス）

表面線量率（1cm） 2.67 μSv/h 2.45 μSv/h 8

表面汚染密度 3,300 cpm 2,100 cpm 36

拭き取り
表面線量率（1cm） 2.73 μSv/h 2.48 μSv/h 9

屋根
（トタン）

て、中性洗剤を使用した
場合には低減効果が増
大した。

拭き取り
（乾拭き、化学ぞうきん）

表面汚染密度 4,400 cpm 2,400 cpm 45

拭き取り

（水拭き、ペーパータオ
ル）

表面線量率（1cm） 3.08 μSv/h 2.94 μSv/h 5

表面汚染密度 10,900 cpm 8,000 cpm 27

宅地 建物

ル） 表 汚染密度 , p , p

拭き取り

（中性洗剤、ペーパータ
オル）

表面線量率（1cm） 2.94 μSv/h 2.22 μSv/h 24

表面汚染密度 8,000 cpm 3,300 cpm 59

雨樋 拭き取り
表面線量率（1cm） 32.13 μSv/h 3.12 μSv/h 90 ・雨樋の拭き取りによる表

雨樋
（塩ビ）

拭き取り
（水拭き、ウエス）

表面線量率（1cm） 32.13 μSv/h 3.12 μSv/h 90 樋 拭 取り 表
面汚染密度低減効果は、
比較的大きかった。表面汚染密度 19,000 cpm 1,400 cpm 93

ブラッシング
表面線量率（1cm） 2.22 μSv/h 1.19 μSv/h 46 ・窓枠に対するブラッシン

グ、水拭きにより、一定の
表面線量率・表面汚染密表面汚染密度 1 500 cpm 1 100 cpm 27

窓枠
（アルミ）

表面線量率 表面汚染密
度低減効果が認められた。

表面汚染密度 1,500 cpm 1,100 cpm 27

拭き取り
（乾拭き、ウエス）

表面線量率（1cm） 1.19 μSv/h 2.71 μSv/h -

表面汚染密度 1,100 cpm 1,200 cpm -

表面線量率（1cm） 2 71 μSv/h 1 55 μSv/h 43

6
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

拭き取り
（水拭き、ウエス）

表面線量率（1cm） 2.71 μSv/h 1,55 μSv/h 43

表面汚染密度 1,200 cpm 1,000 cpm 17
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除染結果例（対象ごと） 2/3

対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

清掃
（ブラシ）

表面線量率（1cm） 9.68 μSv/h 10.47 μSv/h - ・土間に対しては、ブラシによ
る表面汚染密度低減効果は
小さかった。表面汚染密度 26,000 cpm 22,700 cpm 13

清掃 表面線量率（1cm） 10.47 μSv/h 7.42 μSv/h 29

土間
（コンクリート）

清掃
（ワイヤブラシ）

表面線 率（ ） μ μ

表面汚染密度 22,700 cpm 24,000 cpm -

清掃
（ワイヤブラシ、水洗い）

表面線量率（1cm） - - -

表面汚染密度 18,700 cpm 8,100 cpm 57

剥離 表面線量率（1cm） 7 42 μSv/h 12 9 μSv/h -

宅地
建物
周り

剥離
（粘着テープ）

表面線量率（1cm） 7.42 μSv/h 12.9 μSv/h -

表面汚染密度 24,000 cpm 18,700 cpm 2

表土の剥ぎ取り
（厚さ約2cm）

表面線量率（1cm） 6.38 μSv/h 3.89 μSv/h 39 ・庭（土面）に対しては、厚さお
よそ4～7cmの剥ぎ取りにより、
高い表面汚染密度低減効果
が認められた

表面汚染密度 6,000 cpm 3,300 cpm 45

表面線量率（1 ） 6 38 S /h 2 99 S /h 53庭
（土面）

が認められた。
表土の剥ぎ取り
（厚さ約4cm）

表面線量率（1cm） 6.38 μSv/h 2.99 μSv/h 53

表面汚染密度 6,000 cpm 2,000 cpm 67

表土の剥ぎ取り
（厚さ約7cm）

表面線量率（1cm） 6.38 μSv/h 2.51 μSv/h 61

表面汚染密度 6,000 cpm 1,800 cpm 70

庭
（アスファルト）

ショットブラストによる切削
（数mm）

表面線量率（1cm） 2.77 μSv/h 1.01 μSv/h 64 ・アスファルト舗装面に対して
は、ショットブラストによる切削
によって、高い表面汚染密度
低減効果が認められた。

表面汚染密度 5,300 cpm 700 cpm 87

アスファルト

ショットブラストによる切削
（数mm）

表面線量率（1cm） 1.95 μSv/h 1.28 μSv/h 34

表面汚染密度 4,200 cpm 900 cpm 79

道路

車道
アスファルト

舗装
ロードスイーパーによる清
掃

表面線量率（1cm） 1.86 μSv/h 1.82 μSv/h 2 ・ロードスイーパーによるアス
ファルト舗装面に対する表面
汚染密度低減効果は小さ
かった。

表面汚染密度 2,940 cpm 2,250 cpm 23

剥ぎ取り
表面線量率（1cm） 4.15 μSv/h 1.94 μSv/h 53 ・砂利道に対しては、砂利の

剥ぎ取りによ て 高い表面

7
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

農道 砂利
剥ぎ取り
（約5cm）

剥ぎ取りによって、高い表面
汚染密度低減効果が認めら
れた。

表面汚染密度 2,200 cpm 830 cpm 62

除染結果例（対象ごと）3/3
対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等対 象 方 法 除染前 除染後 低減率(%) 評価等

常緑樹林

下草刈り（人力） 表面線量率（1cm） 4.68 μSv/h 4.66 μSv/h - ・常緑樹林における落葉、腐
葉土層の除去による表面線
量率・表面汚染密度低減効
果は低かった。これは、放射
性物質が付着した葉の落葉

表面汚染密度 2,700 cpm 3,000 cpm -

下草刈り（人力）、

落葉除去（人力およびバ

表面線量率（1cm） 5.11 μSv/h 4.70 μSv/h 8

森林

常緑樹林
が少なく地表に堆積していな
かったためと考えられる。

・雑木林、竹林では、放射性
物質が付着した落葉を除去
したため、常緑樹林に比べて、
表面線量率の低減効果は大
きか た

落葉除去（人力およびバ
キューム） 表面汚染密度 4,470 cpm 4,100 cpm 8

腐葉土層除去
（人力、厚さ約5cm）

表面線量率（1cm） 4.09 μSv/h 4.04 μSv/h 1

表面汚染密度 3,300 cpm 3,100 cpm 6

腐葉土層除去 表面線量率（1cm） 5.84 μSv/h 4.95 μSv/h 15
きかった。雑木林

腐葉土層除去
（人力、厚さ約5cm）

表面線量率（1cm） 5.84 μSv/h 4.95 μSv/h 15

表面汚染密度 4,840 cpm 4,480 cpm 7

竹林 落葉除去（人力）
表面線量率（1cm） 5.59 μSv/h 4.23 μSv/h 24

表面汚染密度 3,000 cpm 5,900 cpm -

表土剥ぎ取り（ワイパ 表面線量率（1 ） 4 97 S /h 2 48 S /h 50 農地に対する各種表土剥表土剥ぎ取り（ワイパー
工法：薬剤散布、転圧あ
り、厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 4.97 μSv/h 2.48 μSv/h 50 ・農地に対する各種表土剥
ぎ取りにより、一定の表面汚
染密度低減効果が認められ
た。
・ターフスライサーを除き、剥
ぎ取り使用機械による、低減
効果の差は認められなかっ

表面汚染密度 2,300 cpm 1,000 cpm 57

表土剥ぎ取り（ワイパー
工法：薬剤散布、転圧な
し 厚さ約3 ）

表面線量率（1cm） 4.83 μSv/h 2.53 μSv/h 48

表面汚染密度 2 100 cpm 1 200 cpm 43

農地 耕作地

効果の差は認められなかっ
た。
・ターフスラーサーについて
は、固い凍土の影響により
十分な性能を発揮できず、
表土の取り残しが発生し、低
減率が低い値にとどまった。

し、厚さ約3cm） 表面汚染密度 2,100 cpm 1,200 cpm 43

表土剥ぎ取り（ハンマー
ナイフ工法、厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 5.16 μSv/h 2.73 μSv/h 47

表面汚染密度 2,230 cpm 1,280 cpm 43

表土剥ぎ取り（ターフスラ 表面線量率（1cm） 4.79 μSv/h 3.94 μSv/h 18 減率 低 値 ま た。表土剥ぎ取り（タ フスラ
イサー、厚さ約3cm 表面汚染密度 2,110 cpm 1,670 cpm 21

表土剥ぎ取り（ブルドー
ザー、厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 4.81 μSv/h 3.36 μSv/h 30

表面汚染密度 2,620 cpm 1,420 cpm 46

表面線量率（1 ） 4 09 S /h 2 11 S /h 48

8
・鉛ブロックなどでの遮へいをしていないデータです。
・バックグラウンド補正はしていません。

表土剥ぎ取り（バックホウ、
厚さ約3cm）

表面線量率（1cm） 4.09 μSv/h 2.11 μSv/h 48

表面汚染密度 2,360 cpm 1,170 cpm 50
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1m高さの空間線量率（面的除染の効果）
【事前モニタリング】 【事後モニタリング】【事前モニタリング】

（2011年11月24日～12月2日測定）

【事後モニタリング】
（2012年4月19日～25日測定）

事前モニタリング 事後モニタリング事前モニタリング 事後モニタリング

森林 2.48 ～ 5.72 μSv/h (平均 3.90 μSv/h ) 1.31 ～ 5.01 μSv/h (平均 2.83 μSv/h )

農地 2.61 ～ 5.24 μSv/h (平均 3.98 μSv/h ) 1.41 ～ 3.85 μSv/h (平均 2.38 μSv/h )

宅地（屋外） 1.50 ～ 5.44 μSv/h (平均 3.87 μSv/h ) 0.80 ～ 4.35 μSv/h (平均 2.62 μSv/h )

9上記データは，モニタリングで得られた測定値をそのまま平均化したものです。

宅地（屋外） 1.50 5.44 μSv/h (平均 3.87 μSv/h ) 0.80 4.35 μSv/h (平均 2.62 μSv/h )

道路 1.50 ～ 5.23 μSv/h (平均 3.29 μSv/h ) 1.09 ～ 4.21 μSv/h (平均 1.93 μSv/h )

道路（エリア外） 2.12 ～ 5.61 μSv/h (平均 3.76 μSv/h ) 1.25 ～ 3.57 μSv/h (平均 2.31 μSv/h )

除去土壌等の仮置き
●覆土による遮 い●覆土による遮へい
●遮水シート（内外に不織布）による遮水
●集水管による除去物からの浸出水回収
●ガス抜き管による蓄熱、メタンガス対策
●不燃物 可燃物の定置位置の記録●不燃物・可燃物の定置位置の記録

除去土壌等の発生物量 空間線量率（1m）

フレキシブルコンテナ 重量 保管開始前※2 保管後※3 キシ ル ンテナ
(個)*1

重量
(ton) *1

保管開始前
(μSv/h)

保管後
(μSv/h)

約4,400 約2,400 5.06 0.68

※1）2012年4月27日最終
※2）2011年12月20,21日計測（造成前 8箇所で計測）
※3）2012年4月26日計測（保護マット上24箇所で計測）

作業員数及び作業における平均被ばく量

作業日数※１ 作業員数※１ 一人一日当たりの
均被ばく線量※２ ※１）2012年3月31日現在

10

作業日数
(日)

作業員数
（人日）

平均被ばく線量※２

（μSv/人日）

110 6,208 約15

※１）2012年3月31日現在
※２）2012年3月31日までの集計
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今後の予定（検討課題等）

◎除染効果の分析
 除染効果（除去率など）の分析

 除染効果に影響を与える要因の分析

 除染対象物の汚染濃度が除染効果に与える影響についての分析

 他地点の除染結果との比較

◎除去物等の分析、仮置場の調査
 除去物の量と放射線量率などの評価

 除去物量の減量につながる除染方法についての提言

 仮置き場の覆土（遮へい）による線量低減効果の評価

◎除染作業後のフォローアップ調査
 除染後の空間線量率経時変化のフォローアップ調査

 仮置場の空間線量率・地下水・排水集水升のモニタリング
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（参考）樹木の放射性物質濃度測定

77,000 

48 000

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 

スギ落葉

スギ生葉

放射性セシウム（Cs134+137）濃度[Bq/kg]

48,000 

193,000 

74,000 

47,000 

スギ生葉

ヒノキ生葉

モミ生葉

アカマツ生葉

伐採せず φ5 5mm 長さ約20cmの生長錐で幹の試料を採取

43,000 

21,100 

40,000 

スギ樹皮

ヒノキ樹皮

アカマツ樹皮
伐採せず、φ5.5mm、長さ約20cmの生長錐で幹の試料を採取。

• 常緑樹の生葉の放射性セシウム濃度は47,000～
193,000（Bq/kg）であり、比較的高い濃度の放射性物
質が葉に留ま る とがわか た

490 

860 

197 

スギ幹（斜面下部）

スギ幹（斜面上部）

ヒノキ幹

質が葉に留まっていることがわかった。
• スギについては落葉のほうが生葉よりも高い放射性セシ

ウム濃度を示した。
• 樹皮の放射性セシウム濃度は，常緑樹よりも落葉樹の

1,400 

650 

125,000 

17 700

モミ幹

アカマツ幹

アカマツ球果

コナラ落葉
ほうが高い値を示した。落葉樹は，事故当時に葉がな
かったため、樹皮に放射性物質が付着したことが考えら
れる。

• 幹の放射性セシウム濃度は200～1 400Bq/kgであっ

17,700 

55,000 

131,000 

450 

コナラ落葉

コナラ樹皮

ヤマザクラ樹皮

コナラ幹

12

幹の放射性セシウム濃度は200 1,400Bq/kgであっ
た。モミは樹皮が薄いため，他の樹種よりも放射性物質
が樹木表面からしみ込んだ可能性が考えられる。

常緑樹 落葉樹

510 ヤマザクラ幹
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